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    プロローグ


    



    「『みんな、ありがとう……大好きだよ！』」


    　しんと静まり返ったレコーディングブース内に、主演声優──神かん崎ざき花はな名なの声が響いた。


    　これが今日最後の、そして昨年十月から二クール続いたテレビアニメ【鳳ほう凰おう剣けん姫きかぐら】最終話の最後の台詞せりふになる。


    　主役を演じ切った余よ韻いんに浸ひたって、花名はそっと深呼吸。共演者たちも息を呑のみ、全員でミキシングルームに目を向ける。


    　ややあって、音響監督からオーケーの声が届いた。


    　それを合図に着席していた声優たちも立ち上がる。全員がミキシングルームに向かって気をつけ！　花名が、わざと大きく息を吸って音頭を取り──、


    「お疲れさまでした！」


    　全員でミキシングルームにいるスタッフの方々に頭を下げる。


    　スタッフたち、そして声優たちから拍手があがる。花名自身もひとしきり拍手してから、隣で満面の笑みを見せてくれているお胸の大きな女性に抱きついた。


    「お疲れさまでした、みー姉さん、今日も素す敵てきな声をありがとうございました！」


    「こちらこそ。『はななん』も、ばっちりいい声してたわ」


    「ありがとうございます、嬉うれしいです。萌もえます。キュンキュンします～！」


    　みー姉さんこと伊い藤とう美み和わは、この作品で花名のキャラと深くかかわる重要キャラを演じた声優。花名と所属事務所は違うが、これまでにも何度もともに仕事を共にした仲良しお姉さん。


    『はななん』、という花名の愛称の名づけ親でもある。


    「お疲れさま、はななん。最後、リテイクなしでいけたところ、とっても良かったわよ」


    「さすがは七色の声を持つ声優さんね。あたしももっと頑がん張ばらないとな～」


    　今作の声優陣でも、伊藤に次いで共演経験のある先輩たち、土ど橋ばしと中なか野のも花名に笑顔を向ける。花名は二人が差し出した手を交互に握って、何度もお辞じ儀ぎをした。


    「ありがとうございます。お二人に褒ほめていただけるなんて、嬉しくて舞い上がっちゃうじゃないですか。皆さんの声が素敵すぎて、聞き惚ほれすぎないようにするのが大変でしたけど、今のあたしにできる精せい一いつ杯ぱいで頑張りました……放送がすっごく楽しみです！」


    　そして花名はミキシングルームにいる監督に目を向けて、声を張る。


    「ですから、早く完成させてくださいね監督。できれば最終話前倒しで二話一いつ挙きよ放送とかどうですか？」


    「花名ちゃ～ん、無む茶ちや言わないでくれよ～」


    　スピーカーを通して流れる監督の声に、声優もスタッフもどっと笑う。


    　そして声優同士の挨あい拶さつが一通りすみ、重たい防音ドアを開いてレコーディングブースを出ると、またも花はな名なに向かって拍手が鳴り響いた。


    「神かん崎ざき花名さん……鳳おおとりかぐら役、お疲れさまでした」


    　プロデューサーが両手で抱かかえきれないほどの花束を差し出してくれる。


    「えぇ!?　あ、ありがとうございますっ。なんですかこれ？　せっかくクライマックスシーンでも本マ気ジ泣きしないよう頑がん張ばって耐えてたのに、これじゃ泣いちゃうじゃないですか……」


    　最終話のアフレコを無事に終えた感動も相まって、目を潤ませる花名。しかし、ぐっと涙を堪える。


    「あれ？　でもこれ、あたしだけですか？　皆さんの声あっての【鳳ほう凰おう剣けん姫きかぐら】なんですから──」


    「いいのいいの。私たちの分も、はななんの花束にプラスしてもらったのよ」


    　伊い藤とうが花名の言葉をさえぎり、全員に目め配くばせする。そして、大きく声を張り上げた。


    「はななんっ。中学校卒業、おめでとーう！」


    　おめでとうコールと拍手、ついにはクラッカーまで鳴り始める。


    「あ、ありが……ありがぁあああああっとうございまず────！」


    　花名の涙るい腺せんは、簡単に決けつ壊かいした。


    



    「はななんは本当に感情が表に出すぎるわね……でもま、今日はいっか。喜びと感動の涙は止める必要ないもんね」


    「なはは……喜びも悲しみも、オーバーに表現する癖くせがついてますので」


    「そりゃそーね……けど、もう鼻水は拭ふきなさい」


    「ふぁーい」


    　ひとしきり嬉うれし涙を流してすっきりした顔を見せる花名。


    　洟はなをかみ終えると、伊藤が抱き寄せて撫なで始める。花名はその大きな胸にもたれかかって、温ぬくもりを味わう。初めて会った頃ころから、仕事終わりにこうして伊藤に抱き締められるのが恒こう例れいだった。


    「みー姉さん、皆さんも、本当にありがとうございます。卒業のこと、覚えていてもらっただけでも嬉しいのにプレゼントまでいただいて」


    　テーブルには共演者やスタッフから花名に贈られた卒業祝いが山になっている。


    　あまりにもたくさんあるからと、花名は中でも一番大きなクッキー缶を開けて、スタジオに残っている面々に配る。さらにスタッフがスナック菓が子しやジュースが用意し、いつの間にかプチ打ち上げといった状態になっていた。


    「ところで、花名は進学先決まってるのか？」


    　収録が予定より早く終わったことで機き嫌げんのいい音響監督が、自分の椅い子すにどっかりと座る。


    　四十後半ながら[image: ]たくましく、無ぶ精しよう髭ひげも目立つ強こわ面おもての男性だけど、甘い物好き。早速、花はな名なが渡したクッキーを嬉うれしそうに食べ始める。


    「はい、もちろんです。春からは花の女子高生ですよ～」


    「そうか。花名もついに高校生か。えーと、初めて一緒に仕事したのは……」


    「小学六年生の春にやらせていただいた【見けん参ざん！　さくら生せい徒と会かい】ですから、もうすぐ四年になりますね」


    「あぁ、あれが最初だったか……ははっ、そうだそうだ。現場に小学生がいてビビったんだよなー。その子がもう高校生かよ、時の流れが早すぎていけねぇや」


    　感かん慨がい深げな音響監督に対抗するかのように、伊い藤とうが低く笑う。


    「ふっふっふっ。私なんて、はななんのデビュー作から一緒なんですから、五年ですよ。もう五年……。超、時の流れ感じまくりですよ。最近なんてお肌がどんどんと……」


    「大だい丈じよう夫ぶですっ。みー姉さんはまだ若っ……わっぷ！」


    「そう言ってくれるのは嬉しいけど、リアル若い子に言われるのはなんか無む性しようにワシワシするわ～～」


    「あたしの頭がワシワシ──！」


    　まるで髪を洗われるかのように揉もみくちゃにされる花名。しかしこれにも慣れたもので、頭皮マッサージと思って受け入れる。


    　ひとしきり花名の頭を揉みほぐした伊藤は、次いでバッグからブラシを取り出して、その髪をセットする。花名のチャームポイントになっている両側の尻しつ尾ぽもきちんと跳はねさせて、ヘアセットは完了。


    　まるで伊藤のペットのような花名の横に、共演の南みなみ村むら理り恵えが腰かけた。


    「あのっ、神かん崎ざきさんのデビュー作ってスタジオ・ラブリの【彼方かなたのささやき】ですよね。七色の声を持つ少女かなたの物語……。あたし、ラブリ作品の中でもかなり好きで、劇場で五回見ました。もちろんブルーレイも持ってます！」


    「なはははは……あ、ありがとうございます」


    　半年も一緒に仕事をしてきた相手にデビュー作について褒ほめられるのは気恥ずかしい……花名の照れを表現するかのように、伊藤が花名の頭をぽりぽり掻かいた。


    「今回は神崎さんの七色の声を直じかに聴けてとても勉強になりました。半年間、ありがとうございました」


    「恐きよう縮しゆくです。あたしこそ、南村さんのボーイッシュな声にうっとりでした。透明感もあって、凜りんと響くいい声してらっしゃいますよね～、たまんないです～～……うへへへへ」


    　南村理恵は伊藤の所属事務所の後輩で、今回の【鳳ほう凰おう剣けん姫きかぐら】声優陣では花名に次いで若い、十九歳。


    　年が近いこともあって、花名は今回の仕事で仲良くなりたいと思っていた。


    「……はななん、ほっぺた緩ゆるみまくり～。うにょ～ん」


    「み～姉ひゃん。だかりゃって、ひっひゃらにゃいでくだひゃい」


    　花はな名なの両りよう頰ほほを摘つまんで左右に伸ばす伊い藤とうを見て、周囲の人々が笑った。


    「そういや理り恵えッチ、この【鳳ほう凰おう剣けん姫きかぐら】で、はななんと一緒に仕事できるって喜んでたもんね」


    「あぁっ、伊藤先輩、そういうこと言わないでくださいよっ」


    　慌あわてる南みなみ村むらに、照れ続ける花名。伊藤は、若い二人をにやにやしながら眺めた。


    「あたし、【彼方かなたのささやき】公開の頃ころは、まだジュニアにもなってなかったんですよね。でも、声優になりたいって気持ちはあって……。そんなとき、主演声優が小学五年生って聞いてもうビックリで！　それからはもう、神かん崎ざきさんに負けじと頑がん張ばりましたよ」


    　南村が目を輝かせて、花名に語る。


    「とんでもないです。【彼方のささやき】は、母がラブリの長なが崎さき監督と懇こん意いにしていたからいただけた、超ラッキーな仕事で……。あっ、もちろんあたしにできる精せい一いつ杯ぱいでやらせていただきましたけども！」


    「そうそう、抜ばつ擢てきされた経けい緯いは問題じゃないわ。結果として、お客さまたちに楽しんでもらえたならそれでいいの。コネだろうがツテだろうが、オーディションだろうが指名だろうが、私たち声優のやることは、いつもひとつ！」


    　伊藤の口くち癖ぐせに息を合わせ、花名と南村も声を重ねる。


    「「「キャラクターに、血を通かよわせること！」」」


    　台詞せりふがぴったりと合った喜びに、顔を見合わせて笑う三人。


    「さすがは二クールをともにした声優陣。息はぴったりだな」


    　音響監督の笑顔に花名たちも笑顔を返した。


    「アドリブでハモれるのは本当に気持ちがいいですよね～」


    　この気持ちを持ったまま、また本編の収録を……と思ったのも束つかの間、このアニメのアフレコで集まるのは今日が最後なのだと思い出して寂さびしくなる。パッケージのオーディオコメンタリーも収録済みなのだ。


    　ただ、この作品はまだゲーム版が出ることになっているし、ネットラジオでもうしばらく付き合うことになるので完全に終わりではないのだけれど、やはりテレビシリーズの終わりは大きな区切りのひとつになる。


    　花名にとっては、中学校卒業と同じくらいに。


    「ところではななん、高校はどこ？　これからの仕事に差し支つかえはないの？」


    「はい、それは──」


    　伊藤の質問に答えようと口を開きかけたそのとき、スタジオのドアがノックされ、ゆっくりと開く。


    「おはようございます。本日、こちらで……おぉ、花はな名なくん、収録はもう終わったようだね」


    　恰かつ幅ぷくのいい中年紳士が、花束を持って現れた。


    　その渋く響き渡る声に場の全員が目を向け、その正体に気づいて息を呑のむ。


    「小こ塚づかのおじさまっ、来てくださったんですか！」


    　花名は遠えん慮りよなく駆かけ寄った。


    「今日が最終話だと聞いてね。はい。主演作品の完結、おめでとう」


    「ありがとうございます！　あのですね、今日は四時間ほどで終わりました。今、皆さんとお茶してたところです」


    　花束を受け取り、大きくお辞じ儀ぎする花名の頭を紳士は優やさしく撫なでる。


    「そうか、いいペースで終わったんだね……あぁ、ご無ぶ沙さ汰たしています」


    　小塚が音響監督に歩み寄り、手を差し出す。このスタジオ内で一番偉い立場にいる音響監督が、少年のように目を輝かせてその手を取った。


    「こちらこそご無沙汰しています小塚さん！　いらっしゃるなら、連絡をいただければ……」


    「いやいや、仕事の邪じや魔まになっては悪いですから。しかし、もう終わっているなら問題ないですかな？」


    「えぇ、まったく問題ありませんとも……。いやぁ～、相変わらずいい声してますなぁ！」


    　音響監督がうっとりするほどの声の持ち主──おじさまこと小塚哲てつ夫おもやはり声優だ。しかもこの道五十年の大ベテラン。


    　音響監督のみならず、居い並ならぶ声優もスタッフも小塚のダンディな声に聞き惚ほれる。


    　幼い頃ころからもう一人の父親と呼べるほど親しくしてさせてもらっていた花名には、自分のことのように誇らしい。


    「ちょうど今、おじさまの話をしようと思っていたところなんですよ」


    「おぉ、そうか。ならばグ～ッドタイミ～ングだったかな」


    「はいっ、グッドグッドですよ～」


    　相そう好ごうを崩くずす小塚に、場にいる全員[image: ]そろって目を丸くする。


    　花名にとってはいつもの小塚なのだが、この場にいる面々にとってはこんなにも好こう々こう爺や然ぜんとした小塚哲夫を見るのは珍しいことだった。


    「えーと、はななん？　小塚さんとお知り合いなのは聞いてたけど、そこまで親しかったの？　あと、何がどうしてどうなったの？　何がグッドなの？」


    「はい。この春からおじさまのところでお世話になることになったんですよ、みー姉さん」


    　花名の言葉に、音響監督が驚きの声をあげる。


    「小塚さんのところってことは、セレスティアル・エンタテインメントに移籍するってことか!?」


    「はい、そういうことです。今後はセレスティアル・エンタテインメントの神かん崎ざき花はな名なです……。土ど橋ばしさん、後輩になりますのでよろしくお願いしますね」


    　土ど橋ばしの他にもいる、声優事務所セレスティアル・エンタテインメント所属の声優たちにも頭を下げる花名。


    「それと高校なんですけど……あ。これはもう言ってもいいですよね？」


    　小こ塚づかが頷うなずいてくれたので、花名は自慢げに胸を張る。


    「天てん空くう学園高校の芸能科にお世話になることになりました。ですから、仕事にもなんの支し障しようもありません。バリバリ働きますので、これからもよろしくお願いいたします！」


    　Ｖサインを突き出して、音響監督をはじめ、場にいる全員に見せる。


    「お、おう。よろしくな……って、え？　天空学園って？」


    「芸能人御ご用よう達たしの有名校ですよ……そうか。あそこって確か、セレスティアル・グループも経営にかかわってるって聞いたことあるわ」


    　音響監督の質問に、伊い藤とうが答えた。


    「そうなんです。おじさまは今、セレスティアル・エンタテインメントの社長さんで学園理事なんですよ。あたしは特待生で入学させていただくことになりました」


    「そっか、はななんはもう一線級のプロだもんね。芸能科に在籍するに足たる実績もあるってわけか。なるほど～、それは良かったじゃない」


    「ありがとうございます。早くに決まってたおかげで、受験勉強しなくてすんだので楽ちんでした。おかげで仕事も減らさずやってこられましたしね～」


    　学業成績は良くもなく悪くもなく、いつでも平均点が花名の自慢である。


    「……でもはななん、仕事もいいけど、せっかくの高校生活なんだからいっぱい楽しまないともったいないわよ？　青春の日々は二度と来ないんだからっ、年老いてから振り返って虚むなしい思い出ばかりなんてことにならないようにっ……ううっ、ぐすんっ」


    「ふふふふふ……それについてはご心配なく。あたし、今から高校生活が楽しみで楽しみで仕方ないんです！」


    「ほう、その心は？」


    　けろっとした伊藤の問いかけに、全員の目が花名に向く。


    「この春の新入生には、あたしの他に三人も声優がいるんです！　しかも、全員女子！」


    「『……なん、だと？　女子高生声優が同時に四人も!?　馬ば鹿かな、そんなことはありえない！』」


    　伊藤が格かつ好こうつけた演技の声で花名に迫る。


    「『ありえるんですよ、これが。十五歳のプロ声優を四人も集めてしまう、それが我わがセレスティアル・エンタテインメントの力！　くっくっくっくっ……あーっはっはっは！』……いやも～、あたしホント楽しみで！」


    　ついつい、伊藤に釣つられて演技をした花名だったが、すぐに素に戻る。


    「あたしにもついに同おない年どしの声優友達ができるんですよ。しかも女の子。同じ学校、同じクラス。楽しみすぎてどうにかなっちゃいそう……。なのにおじさまったら、それが誰だれなのかは入学までの秘密だって言って教えてくれないんですよ？」


    「えぇ？　それはまぁ、入学までのお楽しみだって思うところですね、小こ塚づかさん」


    「そのとおりだ、伊い藤とうくん」


    　小こ塚づかのウインクに、きゃっと可か愛わいい声をあげる、伊藤。


    「フンだ。おじさまの意地悪っ……だけど～、もう二人までは目星つけてるんですけどね～」


    「な、なんと。いつの間にそんな……」


    「あたしの声優業界知識を甘く見たのが、おじさまの敗因ですねっ」


    　ギョッとした小塚の顔を見て、花名はむふふと満足げに笑う。


    　近年、声優の低年齢化が進んでいるとはいえ、すでにプロとして活動している中学三年生声優の数はたかが知れている。花名は、その中からすでに予想をしていた。


    「けど、神かん崎ざきさん。同じクラスに声優がいるって、なんだか大変そうじゃないですか？　あたしも養成所に通かよいましたけど、みんなライバル意識剝むき出しで、怖こわくて……」


    　遠えん慮りよがちに言う南みなみ村むらを見てに、花名は少々わざとらしく首を傾かしげる。


    「何言ってるんですか南村さん？　ライバル、最高じゃないですか。拳こぶしと拳……じゃなくて、声と声のぶつかり合い、そしてお互いを認め合い、ともに業界で戦い、生き抜いていく……素す晴ばらしい物語が、しかもリアルで味わえるんですよ!?　ライバルと書いて親友と読むんですよ。お互いを高め合える間柄こそ本当の友達なのだと、おばあちゃんが言ってましたよ！」


    　捲まくし立てた花名に気け圧おされる南村さん。


    　ようやく、テンションを上げすぎたと悟った花名が一歩引くも、伊藤が豪ごう快かいに笑い、場を白けさせない。


    「そうね！　理り恵えッチも、はななんくらいの気持ちでいないと駄だ目めね。若いからって遠慮してたら、すぐにもっと若い女子中学生声優に追い抜かれちゃうわよ？」


    「えぇ!?　そ、そんなぁ、伊藤せんぱ～い」


    　──確かに、声優業界は生き残っていくのが難しい。同世代のみならず、先輩も後輩も全員ライバルだ。花名もそれはわかっている。


    　だからといって、辛つらいことばかりなんておかしい。楽しんじゃいけないなんてことはない。


    　声優の仕事は視聴者を楽しませることなんだから、むしろ声優自身が楽しまないといけない……そして。


    　楽しいことをするには、仲間が、友達が必要だと思う！


    「あたしは絶対、楽しい高校生活あーんど大好きな声優生活を満まん喫きつしますので、皆さま、これからも神崎花はな名なを……セレスティアル・エンタテインメント所属の女子高生声優、神崎花名を、どうぞよろしくお願いいたします！」
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    ｔａｋｅ．１　神かん崎ざき花はな名な


    



    　ついにこの日がやってきた。まだまだ春休みの四月一日。


    　防虫剤の匂においがする真新しい制服を身に纏まとい、天てん空くう学園高校の廊ろう下かを急ぎ足で歩く。


    　小こ塚づかのおじさまに、〝入寮〟に合わせて新入生声優の顔合わせをするから、と呼び出された応接室の前に立つと、ちょうど予定時刻十分前。タイミングは完かん璧ぺき。


    　ほくそ笑みながらノックをすると室内から、どうぞ、と女性の声が届く。


    「おはようございます！　新入生、神崎花名です。本日はよろっ……本日よりお世話っ……うぅ、テイクツー……スリー。本日より三年間、皆さまのお世話になります。どうぞよろしくお願いいたします！」


    　ミスった。噛かんだ。超恥ずかしい。


    　深いお辞じ儀ぎから恐おそる恐おそる顔を上げると、目の前にはにこにことした大人おとなの女性。奥のソファには緊きん張ちようした面おも持もちの少女が二名。


    「いらっしゃい、神崎さん。小塚ももうすぐ来ますので、こちらに座って待っていてください」


    「ありがとうございます」


    　二十五歳くらいだろうか。優やさしい面持ちの女性に促うながされてソファに腰かける。


    「私はセレスティアル・エンタテインメントで、あなたたちの担当マネージャーをさせていただくことになる数す寄き屋や百ゆ合り子こです。よろしくお願いしますね」


    「はいっ、こちらこそよろしくお願いいたします！　あの、百合子さんとお呼びしてもよろしいですか？」


    「えぇ、もちろん。私も、みんなのことは名前で呼ばせてもらいますね」


    　みんな、ということは、新入生声優四人全員の面倒を見てくれるということだろう。


    　その四人のうちの二人が、目の前に座っていた。


    　テーブルを挟んだ正面に、モデル体型っぽい長身の少女。かなり緊張しているようで背せ筋すじをピンと伸ばしている。シュッとしたミディアムヘアのよく似合う美人さんだ。


    　その隣には、上品な顔立ちをした、大きなお胸をした少女。ふんわりとした微ほほ笑えみが愛らしい美少女で、グラビアアイドルさんかタレントさんかと思えるほどオーラがある。


    「お二人とも、はじめまして、神崎花名です。よろしくお願いします」


    「は、はいっ。高たか見み沢ざわです……高見沢心こ鳥とりですっ。こちらこそ、よろしくお願いいたします！」


    　長身の子から発せられた、少し低めのアルトボイスがみぞおちあたりを貫つらぬいた。


    「得意なことはバスケとダンス。その他、スポーツは一通り好きです。毎朝のジョギングが趣味ですので、体力には自信が──」


    「んぐ……い、いい……」


    「あ、あの神かん崎ざきさん？　震えてますけど、どうかしましたか？　もしかして自分、おかしなことを言ったでしょうか!?」


    　みぞおちよりももう少し下の方にジンジンと響く彼女の美声に悶もだえてしまう。


    「んっふぅ……いい。いい声してますねぇ。しかもコトリちゃん……名前が可か愛わいいっ」


    「あぁっ、すみませんっ。こんな図ずう体たいで心こ鳥とりだなんておかしいですよね……あ。小さい鳥ではなくて、心の鳥って書くんですけど……」


    「おかしくなんてないないですっ、可愛いですよ！　なのに声はボーイッシュ少女のドストライクなんて……これは、たまりませんなっ」


    　間違いなく美少年を演じるために生まれてきた声だ。いやいや、男装美女も捨てがたい。クールな美少女役もハマるだろうし、やんちゃな少年なんて演じられたら鼻血を噴ふきまくること請うけ合い……しかし意外と、深しん窓そうの令れい嬢じようみたいなキャラがドツボにはまるかもしれない！


    　妄もう想そうに悶えていると、斜め前に座るお胸の大きな少女が微ほほ笑えんでくれた。


    「わたしは城き戸ど涼すず風かと申します。お城の戸に、涼しい風で涼風です。よろしくお願いいたしますね、神崎さん」


    「んふぁああっ……」


    　涼風ちゃんのとろけるような甘い声に、胸の奥がキュンキュンする。


    　なんてこと、これは恋？　美少女を演じるために生まれてきた美少女がここにいる。今恋に落ちずして、いつ誰だれに恋すればいいというのか。


    「神崎さんのことはよく存じ上げています。声優として早くからご活躍されていますし、キャラクターソングもいくつか歌っていらっしゃいますよね。つい先日まで放送していた【鳳ほう凰おう剣けん姫きかぐら】の後期オープニングはとてもスタイリッシュな曲で、わたしとても好きです」


    「はふんっ」


    「……は、はふ？　あの、わたしも歌が好きなので、是ぜ非ひ神崎さんと一緒に歌う機会がいただければと思っています。仕事ではもちろんですけど、その、一緒にカラオケ──」


    「ううぅ……ごくんっ……はぁはぁ、あぁいい……」


    「あの……か、神崎さん？」


    「へ？　あっ。なはは……ありがとうございます」


    　いけないいけいない。涼風ちゃんのスイートボイスに聞き惚ほれてしまっていた。


    　落ち着けあたし。初対面で悶えまくるおかしな人認定されるわけにはいかない。


    「【鳳凰剣姫かぐら】見ていただけたんですね。ありがとうございます。楽しんでやらせていただきました」


    　ちょっと怪訝そうに見られていたけど、まだ大だい丈じよう夫ぶ。の、はず。


    「その作品なら自分も見てました！　……さ、最後のほうだけですが。神崎さんも出演されてたんですね！」


    「ちょっ……このお馬ば鹿かっ」


    　涼すず風かちゃんがあたしに対するのとは違う態度で、心こ鳥とりちゃんの横腹を肘ひじで小こ突づく。


    「え？　あ、あれ、違った？　もしかして歌だけ？　演じてはなかったの？」


    「主役よ、主役っ。心鳥ったらはななんっ……か、神かん崎ざきさんのこと知らないなんてっ」


    「えぇ!?　有名な人なの？　……あっ、すみません！　自分、劇団出身なんですが、アニメにあまり詳しくなくてっ……ホントすみません！」


    　平身低頭する心鳥ちゃんと、片手で顔を覆おおうようにして俯うつむく涼風ちゃん。


    　……しまった。この状じよう況きようはいけない。


    　先輩扱いされて壁を作られてしまっては、友達との楽しい高校生活に支し障しようが出……あれ？　そういえば涼風ちゃん、さっきあたしのことはななんって言った？


    「いやいや……みんな同おない年どしなんですから、そんなに恐きよう縮しゆくしないでください。それに劇団出身って言うことは子役ですか？　なら、芸歴は長いんじゃないですか？」


    「劇団は小二からで、ちゃんと舞台に立ったのは五年生からなので、さほどのことは……」


    「小二からなら、心鳥ちゃんのほうが先輩じゃないですか！　ですけど対等でいきましょう、対等で！　もちろん涼風ちゃんもね？　芸歴なんて関係なく、まずは全員、丁てい寧ねい語をやめて気軽に話して──」


    　あたしの言葉はノック音で遮さえぎられた。


    　返事をした百ゆ合り子こさんがドアを開くと、恰かつ幅ぷくのいい紳士──小こ塚づかのおじさまと、金髪少女が現れる。……って、金髪ツインテール!?　しかも超小っちゃい！　何このロリ萌もえを体現したかのような美幼女！


    「やぁ、待たせてすまなかったね」


    「……っ！　おはようございます！」


    　美幼女に見惚ほれるも、おじさまの声で我われに返って、立ち上がってお辞じ儀ぎ。


    　あたしに倣ならって、心鳥ちゃんと涼風ちゃんも慌あわてて起立して礼をする。


    「おはよう、みんな。座って座って……さぁ、月つき姫ひくんも」


    　月姫、と呼ばれた少女があたしの隣にやってくる。


    　この美幼女が、あたしの声優情報網をもってしても調べがつかなかった新入生声優。


    　近くで見ると、金髪が綺き麗れいすぎて目を奪われる。目はくりくりと大きくて、まつげはくるんと上向きで、鼻と口は小っちゃくて、肌は抜けるほど白い……。


    「恵え比び寿す月姫なの。よろしくねっ」


    「──ッ！」


    　見た目を裏切ることのない完かん璧ぺきなロリータボイスが脳天を直撃した。


    　瞬間的に、大型犬に乗った幼女とか小動物系マスコットキャラクターのイメージが脳裏を駆かけ巡めぐる。


    　いや、そんな画一的なロリータ像に当てはめるだなんてとんでもない。彼女の声はただ幼いだけでなく、聴く者を捉とらえて放さない魅力があるように思えた。


    「か、神かん崎ざき、花はな名なです……花の名前と書いて花名……よ、よろしく……」


    「わぁ、可か愛わいいお名前。月つき姫ひはお月さまのお姫さまって書いて月姫なの。仲良くしてね？」


    「する……します……超仲良くさせてください……」


    　差し出された手を握る。小っちゃくって超可愛い。


    　同じ人間？　天使じゃない？　お月さまが遣つかわせてくれた声のお姫さまなんじゃないの？


    「お二人もよろしくなの。お名前、訊きかせてもらってもい～い？」


    　心こ鳥とりちゃんも涼すず風かちゃんも、自己紹介がしどろもどろになっている。


    　あたしたち全員にとって、月姫ちゃんのインパクトはあまりにも強かった。


    



    「みんな……我わが天てん空くう学園高校芸能科への入学、おめでとう。君たち四人は我が校始まって以来の女子高生プロ声優になる。これからの活躍に大いに期待しているよ」


    　おじさまの美声が室内に響き渡る。


    「神崎花名くん」


    「はい！」


    　おじさまに呼ばれて、思わず手を挙げて立ち上がる。


    「若くして声優歴五年になる君の人気と実力を我々は高く評価している。みんなの中心となり、手本となって、盛り上げていって欲しい」


    「なはは、照れますね……ですがっ、あたしにできること、わかることならなんでも教えてあげましょう。声優業界知識を中心にオタク知識全般、なんでもござれですよ！」


    　挨あい拶さつを終えて着席。


    　次に心鳥ちゃんが呼ばれて、同じく立ち上がる。


    「高たか見み沢ざわ心鳥くん。子役時代に培つちかった演技力と類たぐい希まれなダンスの才を活かした声優として、君には多くの活躍の場があるだろう。楽しみにしているよ」


    「ありがとうございます。毎日の努力を惜しまず、いつでも自分にできる精せい一いつ杯ぱいをお見せしたいと思います！」


    　いかにも体育会系らしいハキハキとした態度が好ましい心鳥ちゃん。


    　その隣で、涼風ちゃんが自分のことのように誇らしげに微ほほ笑えんだ。


    「城き戸ど涼風くん。君の歌声は万人を魅了するに違いない。声優として、歌手として、スポットライトを浴びる時が来たのだ。期待しているよ」


    「光栄です。幼い頃ころから夢見た世界に立てて、本当に幸せです。ご期待に添えるよう頑がん張ばりますので、どうぞよろしくお願いいたします」


    　柔らかな物腰ながら意欲にあふれた表情が、涼風ちゃんの芯の強さを表している。


    　彼女に比べて、あたしの隣に座る月つき姫ひちゃんのなんと穏やかなことか。


    「恵え比び寿す月姫くん。君の美声には強い魅力がある。唯一無二の個性であるその声を活かし、声優業界で羽ばたいてもらいたい。君自身にも期待してもらいたいと思っているよ」


    「はい、ありがとうございます。皆さん、よろしくお願いいたします、なの」


    　立ち上がって、ぺこりとお辞儀する月姫ちゃん。


    　綺き麗れいな金髪ツインテールが揺れる様を、その場にいる全員がうっとりと眺めた。


    



    　私立天てん空くう学園高校の芸能科は、〝すでにいずれかの芸能事務所と契約をしているプロ〟しか入学が許されない。


    　近年の声優低年齢化に対応する形で、プロ声優の入学も推進されることになったから……と、あたしのところにおじさまがスカウトに来てくれたのは、去年の今頃ごろのこと。


    　中三の春に進学先が決まっていた。おかげで、受験勉強に忙ぼう殺さつされることなく声優業を続けてこられたことにはとても感謝している。しかも特待生待遇！


    　もちろん進学の条件はあった。


    　学園の系列会社であるセレスティアル・グループの声優マネジメント事務所、セレスティアル・エンタテインメントに、最低三年間所属すること。


    　つまり事務所の移籍。


    　これまであたしは、ともに声優をしている両親の個人事務所フローラリアに所属していた。


    　十歳の夏に国民的アニメ映画の主演でデビューして以来、そのキャラクターと重ねて〝七色の声を持つ声優〟なんてもてはやされたりもしたけれど、〝親の七光り声〟なんて揶や揄ゆも浴びまくってきた。


    　そんなあたしも、声優の仕事を始めて早五年。これまではおばあちゃんにマネージャーをしてもらっていたけど、今後も声優を続けていく上で力のある事務所にプロのマネジメントをしてもらえれば更なる飛躍が期待できると思えた。


    　それに、セレスティアル・エンタテインメントは元もと々もとお父さんの所属していた事務所で、社長──当時は所属声優の一人でお父さんの面倒を見てくれた恩人──のおじさま直じき々じきのスカウトとなれば、条件が多少悪くても首しゆ肯こうしていただろう。


    　しかしながら、入学と移籍の条件は良すぎるくらいに良かった。


    　学費免除、そして〝寮費〟までも免除。学園の体制が〝芸能人の育成と援助〟であるから、授業よりも仕事優先。学業単位に対する優遇もされる。


    　かくして、さまざまな好条件をいただき、あたしは今ここにいる。


    



    「……ということで、君たち四人の条件は全員同じだ。声優歴の長短はあるが、同期生として仲良くやっていってほしい。学園としても、セレスティアル・エンタテインメントとしても、君たちのバックアップは惜しまないからね……。さて、ここまでで何か質問はあるかな？」


    　おじさまの渋い声に聞き惚ほれつつも、あたしにはかねてからの質問を口にする。


    「はい、おじさま……ではなくて、小こ塚づか社長。お訊ききしたいことが……」


    「ははは、そんな堅苦しく呼ばず、いつも通りで構わないよ」


    　ここはけじめをつける場所だと思うんだけど、おじさまがそう言うならひとまずいいか。


    「では、おじさま。先走りますが、入寮についてお聞かせいただければと」


    　天てん空くう学園に学生寮があるのは知っていたけど、あたしの住まいは学園から大通りを通っておよそ六キロ、電車なら乗り換え一回の片道三百四十円。自転車でも電車でも、三十分程度で通かよえる距離にある。


    　わざわざ寮に入る必要はないのだけれど、入学にあたっての条件のひとつが入寮なのだった。


    「うむ。それこそが今日、集まってもらった理由だからね……だが諸君、これから話すことはまだ内密に願いたい」


    　おじさまの声がワントーン下がり、みんなが息を呑のむ。


    「『知ってのとおり、声優の新入生は君たち四人のみ……。そして天空学園では、いや、セレスティアル・エンタテインメントとしても、初の女子高生声優となる』」


    　おじさまの喋しやべり方が芝しば居いがかってきた。


    「『そこで我われ々われは君たちの若き力を結集し、それぞれの長所を活かした活動をしてもらおうと思っている。花はな名なくんの実績と知識を、心こ鳥とりくんのキレのあるダンスを、涼すず風かくんの歌唱力を、月つき姫ひくんのカリスマ性ある声を……それぞれの力が、それぞれに影響を与え合い、何倍もの力を発揮できるっ。我々は、そう確信している！　どうかね、そうは思わないかね!?』」


    「思います！　おじさま素す敵てき！」


    　友達で、ライバルだから、いっぱい影響し合えるはず。あたしもまさにそう思っていた。だから、同じことを考えていてくれたおじさまの言葉に興奮する。


    「『そこで我々は、君たちがより磨き合える存在になるために一つのプロジェクトを用意させてもらった……それこそが、セレスティアル・エンタテインメント初の女子高生声優ユニット・フォーチューンであぁる！』」


    　おじさまの背後で、ドカーン、と何かが爆発する──エフェクトが妄もう想そうできた。


    「女子高生声優ユニット・フォーチューン？　ユニットを組むのですか？　わたしたちが!?」


    　涼風ちゃんの声が上うわ擦ずる。


    　心鳥ちゃんは目をしばたたかせ、おじさまとあたしたち全員を見回した。


    「『さよう！　君たち四人の女子高生がっ、アイドル声優ユニットとなって喋ったり歌ったり顔出ししたり水着になったり各地アリーナを満員にしたりするのだ！　その名こそ、フォーチューン！　君たち四人の幸運の旋せん律りつ！　セレスティアル・エンタテインメント、希望の星なのだぁああ！』」


    　スタンディングオベーションする観客たちの姿が見える──気がする。あっ、おじさまの横に立つ、百ゆ合り子こさんが小さく拍手してる。


    　あたしも思わず拍手しそうになったが、手を挙げて質問。


    「はい、おじさま！　それがどのように寮と結びつくんですか？」


    「ふふふ、よくぞ訊きいてくれた……。ユニットの成功には、君たち全員の親密さが重要だと思うのだよ。そうは思わないかね？」


    「もちろんそうですね！」


    　友達はもちろんのこと、メンバー同士はなおさら仲良くなくちゃね！


    「どのみち、花はな名なくん以外の三名は寮生活の予定だった。ならば、花名くんにも寮生活をしてもらったほうが、全員が親密になれるというものだろう？」


    「もちろんそうですね!!」


    　一人仲間外れは嫌いやなので、ありがたいことです！


    「……というわけで、君たちには共同生活を通じて仲良くなってもらおうということになった。それには二人部屋の女子寮では具合が悪い。四人でマンション住まいするほうがいいと思ったので、色々と準備しておいた。是ぜ非ひ、四人だけの女子寮生活を楽しんでくれたまえ」


    「もっちろ……えぇ!?　学生寮じゃなくてマンション住まいなんですか!?」


    「『うん、そう♪』」


    　おじさまが、いきなり可愛かわいらしい声を出した。


    　心こ鳥とりちゃんたちは目を丸くするけど、百合子さんは動じてない。さすがだ。


    「……わたしたち四人だけで、ですか？」


    「『うん、そう♪』」


    「あーもう、なんですかその可愛らしい言い方。萌もえますね！」


    「『いえ～い。まだまだワシも萌えキャラいける～？』」


    「いけますいけますっ、いえ～い……って！　あたしたち四人だけで暮らすだなんて……」


    　いくらお茶ちや目めなところのあるおじさまとはいえ、そんな大がかりなプロジェクトを思いつきで言うわけはない。


    「な、な……なーんて面おも白しろそうなことを考えてくれるんですか！」


    　ならば乗るしかない、このビッグプロジェクトに！


    「入学早々、声優ユニットだなんてすごいプロジェクトを用意してくれるなんて、もうテンション上がりまくりですよ。ねぇ、みんな！」


    　驚きで放ほう心しんしている心鳥ちゃん、動じず微ほほ笑えむけど緊張が隠せてない涼すず風かちゃん、そしてきょとんと小首を傾かしげる月つき姫ひちゃん……月姫ちゃん、色々とわかってなさそう。


    「寮、というか同居生活については理解しました。なので、そのユニットについて……フォーチューンについて、もっと詳しいお話を聞かせてください、おじさま！」


    「ふふふ、またまたよくぞ訊きいてくれた……。さぁ、百ゆ合り子こくん、例のものを」


    　配られたのは声優ユニットについてではなく、テレビアニメの企画書。


    「【天てん空くうのフォーチューン】？　制作は……平安アニメーション!?　おじさま、これは!?」


    　あたしたちのユニット名であるフォーチューン、そして学園名である天空、その二つを使ったアニメタイトル。これだけでも、あたしたちに注いでくれる期待度がわかる。


    「『そう！　女子高生声優ユニット・フォーチューンはアイドル声優として歌うばかりでなく、オリジナルテレビアニメーション【天空のフォーチューン】と連動した一大プロジェクトとなっているのだよ！』」


    「『な、なんだってー!?』……ほらほら、みんなも驚きましょ？」


    「うん、びっくりしてるの～」


    　月つき姫ひちゃんはニコニコしてるから驚いてるようには見えないけど、可愛かわいいから許す。


    「アニメと連動……それはつまり、作中のキャラも演じられて、オープニングやエンディングも歌わせていただけるということなのでしょうか？」


    「そのとおりだよ涼すず風かくん。しかも劇中歌も豊富に[image: ]そろえる予定だ」


    「歌がいっぱい……しかも、作画クオリティに定評のある平安アニメーション制作……っ！」


    　涼風ちゃんがその大きな瞳ひとみを輝かせる。


    「自分も驚いてます、すごく……けどもう、何から驚いていいのか。ユニットって、グループですよね？　全員で歌ったり、踊ったりする……」


    「そうとも心こ鳥とり君。君のダンスセンスには、スタッフ一同大いに期待しているよ！」


    「い、いえそんな。しかも、アニメまで……もう配役も決まってるんですね。すごいです！」


    　企画書を見て、徐々に興奮してくる心鳥ちゃん。


    「んーと、これがお仕事なの？」


    　……月姫ちゃん、やっぱりわかってない？


    「そう、仕事だよ月姫くん。君の、君たちの声を活いかしたお仕事だ……。みんな、もちろんやってもらえるね？」


    　あたしたちの顔を見回すおじさま。もちろん、断る理由などどこにもない。


    「一生懸命やらせていただきます！　質問っ。いつからですか？　何クールですか？」


    「まずは十月からのワンクールだ」


    「秋クール!?　それはまた、結構急な話ですね」


    　準備期間が半年しかないとなると、かなり慌ただしいことになりそうだ。


    　しかも、ユニットとして歌も歌うとなればなおさら。


    「うむ。なので、すぐにでも君たちの生活は【天空のフォーチューン】一色になると言っても過言ではないだろう！」


    「ですね！　……っと、ところで、まずはって言いましたか？　ということはもしかして、分割二クールだったりするんですか？」


    「『な、なんのことじゃろう？　ワシ、そのへんの事情には詳しくなくて……ごほっごほっ』」


    「おじさま……」


    　なんて見え透すいた誤ご魔ま化かし方を。そもそも、企画書にもう〝第一期〟って書いてあるし。


    「ともかく！　まずは十月の放送開始に向けて忙しくなるぞ？　『諸君の健闘に期待する！』」


    「はーい！　……と言っても、一色にはならないですけどね。あたし、もう他のレギュラーも入ってますし」


    「花はな名なく～ん、そこは乗ってくれたまえよ～」


    「なはは……。でも本当にすごいです。ビッグプロジェクトですよ！　平安アニメーションさん制作のオリジナル作品なら、話題性もかなり高いものになりますね。あたしもうすでに楽しみで楽しみで、どうにかなっちゃいそうですよ！」


    「そうだろうそうだろう。なっちゃうといいよ？　ふははははは！」


    　おじさまノリノリである。


    　なるほど、これを隠しておきたかったわけか。これは嬉うれしいサプライズだ。


    　…………サプライズ？　本日は、四月の一日でしたっけ？


    「はい質問っ。お、おじさま？　まさかとは思いますけど、この話はエイプリルフールだ～、なんてことは……」


    　新入生全員、はたと息を呑のむ。


    「はははっ、ないとも。安心してこの仕事に打ち込んでくれたまえ！」


    「あービックリしたー。さすがにそれはないですよね～、なはははは……ないですよね？」


    「この小こ塚づかの声優人生五十年にかけて誓おう。『このフォーチューン・プロジェクトは、セレスティアル・エンタテインメントの一大事業になぁある！』」


    　全員、ホッと一安心。


    「……ですが、いきなりそんな大役、まだ新人の自分に務まるのでしょうか？」


    「務まるか務まらないかは問題ではない……『やるのだ！　君たちならば、やれるのだぁあ！』」


    「は、はいっ。高たか見み沢ざわ心こ鳥とり、力の限り努めさせていただきます！」


    　精神論で押し切るおじさまと、無条件に頷うなずく心鳥ちゃん。ものすごく体育会系的な光景だ。


    「テレビアニメ……主演……主題歌……歌……歌えるぅ……んふっ」


    　うっとりとする涼すず風かちゃん。指名で役がもらえて嬉しいのだろうが、喜び方がなんというかアダルティ。


    「月姫もお仕事させてもらえるの。ふふっ、楽しみなの～」


    　ぽんっと手のひらを合わせて、指先だけで小さく拍手する月つき姫ひちゃん。


    　仕し草ぐさがいちいち萌もえるんだけど、どうしたらいいの？　お持ち帰りしていいの？　あ、いいんだ。ひゃっほう！


    「……さて、花はな名なくん。何度も言うようだが、同期とはいえ、声優としては君が一番の先輩になる。みんなのことを引っ張っていってあげてほしい……。頼めるね？」


    「もちろんです。不ふ肖しよう、神かん崎ざき花名。誠せい心しん誠せい意い努力させていただきます！　さぁみんな、楽しい高校生活あーんど大好きな声優生活、そして嬉うれしい共同生活を一緒に満まん喫きつしよーう！　お～～！　……ほらほら、お──！」


    「「「お──……」」」


    　こうして、あたしたちの共同生活が幕を上げた──。


    



    　──早さつ速そく頓とん挫ざした。


    「いきなりユニットを組むとか、そのための共同生活をするとか言われましても、色々と無理があると思いませんか？　わたしたち、まだお互いのことを何も知りませんのに……ねぇ？」


    　何か言いたげな涼すず風かちゃんに提案され、あたしたちは学園内のレッスンスタジオに来た。


    　まだ入学式前のあたしたちでは使えない施設だけど、百ゆ合り子こさんが使用許可を取ってくれた。セレスティアル・エンタテインメントの社員は学園内でも融ゆう通ずうが利きくようだ。


    　使用責任者として部屋の端はしに陣取り、あたしたちのやることを黙って眺める百合子さん。


    「でも、涼風。これはもう事務所の指示なんだから、従わないと……」


    「心こ鳥とりは黙ってなさい？　……いいえ、あなただって去年末からどれほど上達してるかわからないわよね？　ボーカルトレーニングはしっかりしていたの？」
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    「か、カラオケなら少しは……」


    「一人で適当に歌うことはトレーニングと言わない、と言いませんでしたっけ？」


    「うぅ……だ、だって……」


    「だって。何？」


    　ツンとする涼すず風かちゃんに、心こ鳥とりちゃんがイジイジと呟つぶやく。


    「涼風が教えてくれるって言ったのにさ？　年明けからしばらく来てくれなかったから……」


    「し、仕方ないでしょう!?　まだ授業があったんだし……三月になってからすぐに来たのに、今度はあなたのほうが忙しいって！　……と、とにかく、あなたはまだ歌唱力が低いんだから、しっかりとトレーニングしないと駄だ目めなんですからね？」


    「うん、頑がん張ばるよ。これからはいつでも一緒にレッスンできるしね」


    「…………フンッ」


    　パッと笑顔を見せる心鳥ちゃんと、まんざらでもない様子の涼風ちゃん。


    　あたしは、二人が初対面でないことを知っている。しかし、これほどのまるで遠距離恋愛中のカップルみたいな会話をする二人である。


    「二人は仲良しでいいなぁ。いいもん、あたしも月つき姫ひちゃんと仲良くするもん。ね──？」


    「うん、花はな名なちゃんいっぱい仲良くして欲しいの」


    「するする～。じゃあ、ギューしていい？　答えは聞いてな～い」


    「むぎゅ──」


    「ふぉぉぉ、柔らか…………おっ」


    　しまった。あまりの可か愛わいさについ抱き締めてしまった。


    　両親やみー姉さんから、感情にまかせて軽はずみな言動をしすぎるといつも注意されているのに……。


    「むにゅ？」


    「……ううん、なんでも。ギュー、ギュ──！」


    　だけど、月姫ちゃんからの抵抗はない。それどころかこのすっぽりと収まる密着感。受け入れてもらえている感じがして、すごく嬉うれしい。そして気持ちいい！


    　みー姉さんがあたしを抱いてた理由はこれかっ。わかる、今ならわかるっ。


    　……と、目の前にある金髪が気になってしまう。


    「ねぇねぇ月姫ちゃん、この金髪地毛？　すっごい綺き麗れい！」


    「ありがとう。おばあちゃんがフランスの人なの。目の色も、少し薄いの、ほら」


    「おぉお、綺麗、可愛すぎるっフランス語は喋しやべれる？　行ったことある？」


    「うぅん、無理なの……行ったこともないの。生まれも育ちも生きつ粋すいの日本人なの」


    　これまでも散々訊きかれてきたのだろうに、嫌いやな顔ひとつせず答えてくれる月姫ちゃん。


    　なんてできた子なんだろう……と、自分の下げ世せ話わな質問を棚たな上げして思う。


    　まぁ、あたしは品ひん性せい下げ劣れつなのでねフハハハハ。


    「そういえば月つき姫ひちゃんは、さっきはなんでおじさまと一緒に来たの？」


    「……月姫は、ちゃんと受付の人に聞いたとおりに進んできたはず、なんだけど……なんでかな？　誰だれもいない教室に行き当たっちゃったの」


    「そっかー、迷子かー、なははははー」


    　照れ笑う月姫ちゃんのなんと愛らしいことか。


    　迷ってたところを誰かに連れ去られなくて本当に良かった。


    「月姫からも訊いてい～い？　花名ちゃんは同おない年どしなのに、声優になってもう長いの？　いつからやってるの？」


    「あたしは小四の夏からだよ。知ってるかなぁ、【彼方かなたのささやき】っていうアニメ映画があってね？　その作品のかなた役でデビューしたの」


    「わぁ、そうなの？　その映画、テレビで見たことあるわ。……そう、あのかなたちゃんが、花はな名なちゃんなのね。小学生の頃ころからプロとして活躍してたなんてすごいの～」


    「なはははは、照れちゃうよ～～っ」


    「むぎゅう」


    「あ、ごめん」


    　抱き締めすぎた。だって、あんまりにも抱きやすいから。


    「ん～……っぷはぁ。花名ちゃん、声優のこと、色々教えてくれる？」


    「うん、もちろん。なんでも訊きいて？　あたしの声優業界知識総動員で教えてあげるっ」


    「ありがとう。頼もしいの……むぎゅ～～」


    　あぁ、友達にあたしの声優オタク技能が求められる日が来るなんて……今日は、人生最良の日になるかもしれない。


    「……いいな」


    　イチャイチャするあたしたちを見ながら、心こ鳥とりちゃんがぽつりと呟つぶやいた。ので、月姫ちゃんを抱いたまま、心鳥ちゃんに歩み寄り……。


    「心鳥ちゃんも～～っ、えい！」


    「ひゃっ!?　か、神かん崎ざきさん？」


    「むぎゅーっ！」


    　心鳥ちゃんにも抱きつき、月姫ちゃんをサンドイッチの具にする。


    「むふふふふっ、二人とも抱き心地最高。萌もえるわ～……あ。涼すず風かちゃんもギューしていい？　その立派なお胸とか、超気になる……ムラムラする……」


    　顔がニンマリ緩ゆるんでしまう。


    「はなっ……神崎さん、もしかしておかしな趣味をお持ちなのではないでしょうね？」


    「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。あたしはちょっと声フェチで～、声優オタなだけだから～」


    「何がどう大丈夫なのかわかりませんっ」


    「なはははは……それで、涼すず風かちゃん。ここに来てどうするの？」


    　確かに、我われながらちょっとスケベオヤジ過ぎたかも。なんて思ってるうちに、心こ鳥とりちゃんには離れられてしまった。


    　月つき姫ひちゃんはくるりと向きを変えて、あたしに背中を預けてくれる。抱きついてもいいようなので、安心してぎゅっとしたまま涼風ちゃんを見た。


    「それで、涼風ちゃん。スタジオに来て何するの？」


    「ようやく本題ですね……コホン。わたしたちは今日初めてお会いしたばかりです。同居の前に、ユニットの前に、全員の声や歌、声優としての能力を確認しておく必要があると思いませんか？　皆さんの実力もわからないのに一緒に仕事をしろと言われても、困ってしまいますよね？」


    「だから、実力も何も全員プロなんだよ？　それどころか、神かん崎ざきさんなんて私たちよりずっと先輩なんでしょ？　そんなこと言ったら失礼じゃないか涼風」


    「あなたは黙っていなさい……あぁもう。その猫背なんとかなさい。ほら、シャキッとしてっ」


    「あうっ」


    　申し訳なさそうにする心鳥ちゃんのおでこをつつく涼風ちゃん。


    　まるで先生に怒られたかのようにピンと背せ筋すじを伸ばす心鳥ちゃんは、ファッションモデルのようにすらりとして格かつ好こういい。


    「……すみません神崎さん。涼風が失礼なことを」


    　けど、その姿勢はあくまでも低かった。


    「ううん、涼風ちゃんの言うことはもっともだよ。お互いをよく知るために、自己紹介を兼かねて一通り声出ししてみるのはいい案だと思う。なんてったって、あたしたち声優なんだから！」


    　自分たちの能力を披ひ露ろうし合うって、なんだかスポーツ漫まん画が的で燃えるし。


    　何より、みんなの声がもっと聴けるならそれだけで嬉うれしい。


    「ありがとうございます、神崎さん。では早さつ速そく、わたしから披露を……」


    「ちょっと待ってってば涼風。いきなりこんなこと……それに、制服のままするの？」


    「当たり前でしょう？」


    　心鳥ちゃんに邪じや魔まされてムッとする涼風ちゃん。


    「声を出す前にストレッチとかしたほうがいいんじゃないかな？　けど、この格好じゃ……ジャージは荷物で送っちゃってあるから、取りに行かないと……」


    「収録当日の本番だと思いなさい。スタジオでストレッチなんてしないでしょう？」


    「いや、今は本番じゃないし……」


    「そんなことわかってるわよ！　仮定でしょ仮定っ、そういう状況だと思いなさい！　はな……神かん崎ざきさんだっていいって言ってくれてるんだから、邪じや魔ましないでもらえる!?」


    「そ、そうだけど、そうだけど～～っ」


    　涼すず風かちゃんに詰め寄られてたじろぐ心こ鳥とりちゃん。そのさまは、まるで彼女に怒られてる気弱な彼氏のよう。


    　つまり、仲良く喧けん嘩かしてるようにしか見えない。


    「……二人は本当に仲良しさんだねぇ」


    「あぁっ、す、すみませんっ。自分と涼風は今日が初対面ではなくて、去年同じ作品でデビューさせてもらっていまして、それで」


    　あたしの独ひとり言レベルの言葉に、律りち儀ぎに反応を返す心鳥ちゃん。


    「知ってるよ。去年の秋にやってた【ライト・ウインド・オーケストラ】でしょ？　あたし、全話見たもん」


    　不安げだった心鳥ちゃんの顔がパッと華やぐ。


    　そのかげで、涼風ちゃんも目を輝かせた。


    「はい、そうです！　あの作品のオーディションに受かって、以来、セレスティアル・エンタテインメントさんでお世話になることになったんです！」


    「あたしもあのオーディション受けたかったんだけど、確か新人しか受けられなかったんだよね？　受けられて、もし受かってたら、そのときもう二人と友達になれてたかもしれないと思うと残念でならないよ」


    「い、いえ……神崎さんに参加されていたら、自分が落ちていたでしょうから」


    「そんなことないよ！　心鳥ちゃんも、もちろん涼風ちゃんもキャラにバッチリ合ってたからね。いい作品だったよっ」


    「恐きよう縮しゆくですっ」


    　直立不動で恐縮する心鳥ちゃん。本当に体育会系な人だなぁ。


    　心鳥ちゃんと涼風ちゃんが【ライト・ウインド・オーケストラ】でデビューしていたのは、すでに調べがついていた。それに放送も全部見たので、二人のキャラクターと声ははっきりと覚えている。


    　当時は新人だなと思っただけで彼女たちの年齢まではチェックしていなかったけど、一緒に参加していた主要のベテラン声優たちにも負けない、立派な声と演技だった。


    　だからあたしとしてはもう、二人の能力はわかっている……あとは。


    「ねぇ？　月つき姫ひちゃんは、これまでどんな作品に出演したの？」


    「ん～～……それが、まだなの」


    「……へ？」


    　あたしの腕の中で、はっきりと答える月姫ちゃん。


    「月姫ね、まだ声優デビューしてないの。だからプロとは呼べないと思うんだけど……いいのかな？」


    「「えぇえ!?」」


    　心こ鳥とりちゃんと涼すず風かちゃんの、表情と声が重なる。


    「なるほど～。だから、あたしの声優情報網をもってしても調べられなかったのね。ということは、【天てん空くうのフォーチューン】がデビュー作になるの？　それとも、何か先に出演ある？」


    「……あるんですか？」


    　月つき姫ひちゃんが、隅すみでおとなしくしていた百ゆ合り子こさんに尋たずねた。


    「いいえ、申し訳ありませんけどもありません。すでにご存じのとおり、月姫さんの声はかなり個性がありますので……。それならばいっそ【天空のフォーチューン】でデビューするまでは隠し球にしておこうということになりまして」


    「隠し球！　あたしたちフォーチューンの切り札っていうことね。素す敵てきっ、抱いてっ」


    「むぎゅっ……。そ、そんな大たいしたものじゃないと思うの～～」


    「大したことあるよ。月姫ちゃんの声、とっても可か愛わいくて素敵だよ。あたし、早くセリフのかけ合いしたいなっ」


    「それは……うん。月姫も楽しみなの」


    　そう言ってもらえて、とても嬉うれしい。


    　月姫ちゃんは幼い喋しやべり方だけど、発声に問題はないし滑かつ舌ぜつもいい。そして声に特徴もある。


    　だけど、アニメやオタク文化には詳しくなさそうな気配。


    「月姫ちゃんって、これまでは何やってたの？　心鳥ちゃんみたいに演劇？　もしかして落語とか、伝統芸能系とか？」


    「放送委員会なの」


    「放送委員会！　なるほど、そっち系か～」


    　うんうんと頷うなずくあたしの背後で、心鳥ちゃんが疑問を口にする。


    「あの、失礼ですけど、放送委員会って昼休みに校内放送するだけ、ですよね？」


    「ところがどっこい。校内放送に力を入れてる学校もたくさんあるんだよ。なんと、全国大会だってあるんだから！」


    　あたしの言葉に、見るからに、がーん、という顔をする心鳥ちゃん。


    　涼風ちゃんも初めて知ったようで、目を丸くしている。


    「あたしの中学も結構頑がん張ばってたんだよね……あたしは仕事で忙しくてかかわれなかったけど。月姫ちゃんの学校はどうだったの？　コンクールに出たりした？」


    「うん。三年生のときに出場して、全国大会に出たの……。月姫は朗ろう読どくの部で優勝して、そこでセレスティアル・エンタテインメントにスカウトされたの」


    　全国中学校放送コンクールは、言わば校内放送日本一を決める大会だ。アナウンス部門、朗読部門、ラジオ番組部門などに分けられて、その喋りを競う。


    　月つき姫ひちゃんの場合、まずこの声そのものが出落ちと言えるかもしれない。けど、それだけで優勝できるほど、全国の壁は低くないだろう。この声と、そして喋しやべりの技術あったればこその優勝に違いないのだ。


    「そのときのビデオはないの？　見たいなぁ、是ぜ非ひ見てみたいなぁ！」


    「えぇ？　恥ずかしいから駄だ目めなの……」


    「カワユス！　じゃあやっぱり、早く仕事したいね。あぁ～っ、早く収録始まらないかな～、台本まだかな～？　まだかな～？」


    　百ゆ合り子こさんをチラチラ見る。


    「【天てん空くうのフォーチューン】の台本ですか？　早くても月末か……恐おそらくは来月になるかと」


    「じゃあもうなんでもいいから台本ありませんか？　授業で使う練習用とかでもいいので」


    「わかりました。では、担当の先生に訊きいてきますね」


    「わーい。あ、できればキャラ四人のがあれば嬉うれしいです。そうすれば、全員でかけ合いできるし」


    　急ぎ足でスタジオを出て行く百合子さんにお辞じ儀ぎをしてから、みんなを振り返る。


    「さて。それじゃ百合子さんが戻ってくるまで、喉のどをあっためておこうか。軽いストレッチと口慣らし体操ね？　……あ、涼すず風かちゃん」


    「は、はい!?」


    　ことの成り行きに唖あ然ぜんとしてた涼風ちゃんが、声を裏返す。


    「確かに本番のとき、スタジオに行ってからストレッチはあんまりしないけど、行く前にしたりはするでしょ？　それに、トレーニングなんだからやっぱりちゃんとしておいたほうがいいよ。うちのおばあちゃんも、準備を怠おこたると本番でも力は出せないって……」


    「はいっ、す、すみません！」


    　涼風ちゃんが、恐縮しきった様子で謝ってきた。


    「えぇ？　そんなに畏かしこまらないでよ。あたし、涼風ちゃんに認めてもらえるよう頑がん張ばるから」


    「はななんは問題ありませんっ、単にわたしが…………あふっ」


    　突然両手で顔を隠して俯うつむく涼風ちゃん。


    　心こ鳥とりちゃんがぎょっとして、その肩に触れた。


    「涼風？　どうしたの、大だい丈じよう夫ぶ？　……はななん、って何？」


    「にゃ────！」


    　涼風ちゃんの全身の毛が逆さか立だった──かのように見えた。


    「にゃっ、にゃに言ってりゅのよっ、わぁしはそんなっ」


    「でも、脂あぶら汗あせ出てるよ？　顔も真っ赤だし……いきなり熱出ちゃったの？」


    「違っ……そういうにょじゃ……だからっ」


    　顔も声も引きつらせる涼風ちゃんを余よ所そに、月姫ちゃんがきょとんとしてあたしを見上げる。


    「はななんって、花はな名なちゃんのこと？」


    「えーと……あたしの愛称。声優仲間やファンの人たちには、よくそう呼ばれるの」


    「わぁ、可か愛わいい愛称ね。月つき姫ひもはななんって呼んでいい？」


    「もちろん！　……あの、涼すず風かちゃんも遠えん慮りよなく呼んでもらえれば」


    「呼ばなっ……えっ、遠慮するに決まってるじゃないですか──！」


    　真っ赤な顔をして涙目になっている涼風ちゃん。


    　こういう顔をした人を何度か見たことがある……あたしの、サイン会とか握手会で。


    「もしかして涼風、神かん崎ざきさんのこと詳しかったの？　そんなこと一度も……」


    「だからそんなのっ……い、いいからあなたは黙ってなさいっ、このっ、このっ」


    　涼風ちゃんが、心こ鳥とりちゃんの頰ほおを左右に引っ張る。


    「いひゃいいひゃいっ、にゃにするんらよ涼風ぁ、伸びひゃうよ～～っ」


    「あなたのせいでっ、あなたのせいで！　んもうっ、この～～！」


    「ふがぁ？　はにゃも伸びるってふぁっ、わ、わらしがにゃにぉ～～!?」


    　ほっぺの次に鼻まで摘つまむ……なんとも酷ひどい八つ当たりが目の前で繰り広げられていた。


    　心鳥ちゃんのほっぺた、よく伸びるなぁ。


    「んーと……つまり涼風ちゃんは、はななんのファンなの？」


    「──ッ！」
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    　月つき姫ひちゃんの言葉で、涼すず風かちゃん活動停止。


    　涼風ちゃんはあたしの仕事歴も知ってたようだから、愛称を知っていても不ふ思し議ぎはない。


    　ただ、とっさに愛称で呼ぶということは、普段からそのように呼んでくれているということで、それはつまり……。


    「なはははは……あ、ありがと？」


    「べっ、別にファンだなんてことなっ、いえ、なくもないですけど？　ちょっとＣＤは持ってますし？　出演作品のＤＶＤも持ってますし？　ブルーレイで出たものは買い直してますし？　ゲームだって全部……昨日はたまたま【プリズム☆スピリッツ】のドラマＣＤを聴きましたけど、それだって本当にたまたまで──」


    「え!?　【プリズム☆スピリッツ】のドラマＣＤって雑誌読者プレゼントの？　あれって超レアアイテムなのに持っててくれてるんだ、すごい、ありがとう！」


    「は……ははは……いえ、どういたしまして……保存用も、持って、います……」


    　へなへなと膝ひざをつき、顔を覆おおう涼風ちゃん。


    　心こ鳥とりちゃんが寄り添い、うなだれた頭を撫なでた。


    「涼風……」


    「心鳥……わたし……」


    「神かん崎ざきさんのファンだって言うなら、なんであんなに失礼なこと言うの？　涼風は時々こういうしなくていいことしちゃうところがあるよね？　もっと自分に素直になっ──」


    「あなたって人はっ、あなたって人は～～！」


    「いひゃい、いひゃいっへわぁ！　いっひゃいにゃんにゃのひゃ～～!?」


    　心鳥ちゃんのすらりと高い鼻は摘つまみやすいのだろう。涼風ちゃんはしばらく心鳥ちゃんの鼻を摘み続けた……端から見れば、イチャついているだけだった。


    



    　あの後、百ゆ合り子こさんが持ってきてくれた練習用の演劇台本などを見ながら二時間ほど声を出した。


    　心鳥ちゃんは大人おとなっぽい女性や活発な少年、クールな男子役はスムーズにこなしたけど、愛らしい少女や幼女、可か愛わいらしい小動物などには若干の苦手意識が見えた。けど、どんな役でもこなそうという意志の強さもあり、さすがは舞台役者だと思わせた。


    　涼風ちゃんは声質や演技の幅が、心鳥ちゃんと正反対と言えた。まるでお互いの足たりない部分を補うかのような関係に思えるけど、もちろんただ馴なれ合う関係じゃないのは演技に対する意識の高さからわかる。


    　月姫ちゃんはやっぱりロリータ声に特化していたけど、声質がロリなだけで、表現力、演技力には目を見張るものがあった。しかも小さな体から発せられる声の大きさにも驚かされた。


    　さすがは小こ塚づかのおじさまのお眼鏡めがねにかなった三人だ。


    　もちろん、あたしも負けてはいられない。七色の声という評価は伊だ達てじゃないんだから！


    　この四人でならユニットを組むのに不満はない──涼すず風かちゃんも納得してくれたようで、マンションまでの帰路ではもう不満げな様子はまったく見られなくなっていた。


    　……そして、百ゆ合り子こさんの案内であたしたちが住むマンションに[image: ]たどり着く。


    　学園から徒歩十分ほど。最も寄より駅に近く、学生寮にも隣接しているかなりの好立地。


    「……あの、数す寄き屋やさん。ここなんですか？」


    「はい、そうですけど……何か不都合がありましたか？」


    「い、いえ、別に……」


    　何な故ぜか唖あ然ぜんとする涼風ちゃん。だけど、すぐに気を取り直した。


    　百合子さんはまだ仕事があるからと、あたしたち全員に鍵かぎを渡して会社に戻っていった。


    「いい、みんな？　……それでは、ご開帳～！」


    　最初に玄関ドアに触れる栄誉をいただき、仰ぎよう々ぎようしく開く。


    　あたしたちの部屋は八階建ての五階にある角部屋。間取りは二ＬＤＫ。


    　六畳ほどの洋室二つにそれぞれ二段ベッドとデスクが用意されている造りは学生寮と同じだけど、こちらにはＬＤＫがある分、かなりの優遇措置と言えるだろう。


    　ソファをＬ字型に配し、全員で大型液晶テレビが見られるようになっている。冷蔵庫完備、コンロはＩＨ。お風ふ呂ろはユニットバスではなくて追い炊だき機能付きだし、浴室乾燥機付き。洗面所には洗濯機もある。トイレは温水洗浄便座だった。


    「五テラのハードディスクアンドブルーレイレコーダー、サラウンドスピーカーとコンポ、さらに各種ゲーム機まで完備……何ここ、パラダイス？」


    「わぁ、夢の対面式キッチン。初めて見るＩＨクッキングヒーター……素す敵てきなの～」


    　抱き合って喜ぶあたしと月つき姫ひちゃん。


    「窓からの景色もなかなかですよ。あ。裏手が公園になってます。緑もあっていいですね」


    「……ふぅん、こうなってるのね。なるほど」


    　はしゃぐ心こ鳥とりちゃんと、何故か興味深げに隅すみ々ずみまで見る涼風ちゃん。


    　あたしを含めて全員、部屋の第一印象はいいようだ。


    「はーい。それじゃ、そろそろお片づけしましょうなの～」


    　しばし室内を見回った後、片づけを切り出したのは月姫ちゃんだった。ソファの脇に置いてある段ボールの山に手をかける。


    「そうですね、お腹なかも空すきましたし。もう六時過ぎてますから、学生寮の食堂は開いてますよ？　もうお腹ぺこぺこですよ！」


    「心鳥っ。そんなこと大声で言わないの、はしたないわね」


    「えぇ？　涼風だってお腹空いたでしょ？　さっきお腹鳴ってたし」


    「だ、だから、そういうはしたないことを言うんじゃないのっ」


    　心こ鳥とりちゃんに指摘されてお腹なかを押さえる涼すず風かちゃんが可愛かわいらしい。


    　そのとき、あたしのお腹もグ～ッと空腹を訴えた。


    「なはは……お腹空すいたよね～」


    　四人で暮らす、とはいえ十五歳のあたしたちが日々の料理までこなすのは難しい。


    　なので朝と夕は基本的に、学生寮にある食堂でいただくことになる。


    　マンションの部屋から寮の食堂まではほんの五分ほど。すでに夕飯タイムなので、早く食事に行きたい心鳥ちゃんの気持ちはわかる。


    「ですよね！　早く片づけてご飯に行きましょう。えっと、この山が私の荷物ですか……あれ？　涼風の荷物ずいぶん少ないね」


    　心鳥ちゃんの声に釣つられて見れば、涼風ちゃんの前には小さな段ボールが三つ。


    　それぞれの荷物は混ざらないように分けてある。


    　心鳥ちゃんと月つき姫ひちゃんはそれぞれ七箱ずつ。恐おそらくは一番家が近いであろうあたしでさえ五箱あるというのに、涼風ちゃんはずいぶんな少なさだ。


    「涼風、なんでそんなに荷物少ないの？　まさか、なんでもかんでも新調する気じゃ……」


    「少しは新しいものも買ったけど、そこまではしないわ。……荷物は近くに置いてあるから、必要になったら取りに行けばいいと思って」


    「近くって？　あぁ、そういえばもう三月にはこっちに来てたんだっけ。そういえば、今日までどこに住んでたの？」


    「ですから、それは……その……マンションを……」


    　口ごもる涼風ちゃんに、首を傾かしげる心鳥ちゃん。


    「マンション借りてたんだ。でももうこの部屋があるんだから、引き払っちゃえばいいじゃない。荷物運びは手伝うよ？　どれくらいあるの？」


    「その必要はなくて……」


    「なんで？」


    　心鳥ちゃんの問いに、あたしと月姫ちゃんも涼風ちゃんを見る。


    　涼風ちゃんはあたしたちの視線から逃れるように横を向き、少し俯うつむいて口を開いた。


    「いえ、その……──ってしまいましたので」


    「え、何？　ぼそぼそ言わないでよ涼風」


    　心鳥ちゃんの言葉に弾かれたように、涼風ちゃんは真っ赤な顔を見せた。


    「ですから、買ってしまいましたのでっ……ち、父がよ？　わたしではなくてっ」


    「……何を？」


    　さらに首を傾げる心鳥ちゃん。涼風ちゃんはついに開き直って、その大きな胸を張った。


    「このマンションの最上階の一室を購入して住んでいたのよっ。元もと々もと荷物置き場にする予定だったから、学生寮の近くにと思って……。そしたらまさか、わたしたちが住むマンションと同じだったなんて、そんなこと予想できるはずないでしょう？」


    　恥ずかしさと誇らしさがない交まぜになった鼻息を噴ふく涼すず風かちゃん。


    　なるほど、つまり──、


    「おっ、お金持ち様だ！　ブルジョワジーのブル様だ！　セレブリティのブリティ様だ！」


    「そんな人知りません！　それに、そういう言い方しないでくださいっ、はななんの意地悪！」


    「なはは、ごめんごめん」


    　涙目の涼風ちゃんも可愛かわいいなぁ。なんと言うか、からかい甲が斐いのあるタイプだ。


    「そっかー……あたしも家近いから、なんだったら取りに行けばいいやと思ってたけど、まさか同じマンション内に部屋があるとはね。そりゃ確かに、荷物少ないはずだわ」


    「本当に偶然なんですってば……わかっていたなら、同じマンションにはしませんでした」


    　同じマンションにしなかっただけで、買ってはいたんだろう。寮住まいが決まっていた娘の荷物部屋にとマンションを買うとは、なんとも豪気な親おや御ごさんだ。


    「ところでぇ……涼にゃんって、出身はどこなのぉ？」


    「はい、金かな沢ざわで……んにゃっ!?　にゃんでその名前をっ……いつから知ってたんですか!?」


    「さて、いつからでしょー？　……むふふ、知りたい？　知りたいかにゃー？　す、ず、にゃんっ」


    　あたしの声優業界知識を持ってすれば、調べられないことはないのである（言い過ぎ）。


    〝涼すずにゃん〟がツボだったのか、ぷるぷるし始める涼風ちゃんの、まぁ可愛いこと。こんな姿を見せられたら、抱き締める以外何をすればいいというのか。


    「可愛いニックネームだよね～、涼にゃん。あたしもそう呼んでいい？　いいかにゃ～？」


    「そ、それはちょっと恥ずか……あぁっ、近い近いっ、はななんが近い～～っ」


    　じりじりと歩み寄る。


    「むふふふふ……ギューしたい。涼にゃんもギューってしたい～～……ので、する──！」


    「にゃ────っ」


    　目の前まで行っても逃げなかったので、そのまま抱きつく。


    「ふぉおおおお。ふかふかっ、柔らかっ、いい匂においがするぅ」


    「……っ……っ……」


    　ぷるぷるしてるけど、本気で嫌いやなら怒ったり逃げたりするだろうから、抵抗はなしと見なす。


    　先に月つき姫ひちゃんに受け入れられたことで、あたしのスキンシップ攻撃は大だい胆たんなものになっていた。


    「それで？　涼にゃんって呼んでもいいの？　駄だ目めなの～？」


    　真っ赤になっている耳元で囁ささやく。


    「……あの、その。その名前は……っく……コロコロ動画での名前なので……んふっ」


    「知ってる～。あたし、調べちゃったもんね～。歌い手さんと～、喋しやべり手さんと～、両方やってたんでしょ～？」


    「みっ、見たんですか!?　もう見られちゃっ……あふっ、あん、んん」


    　軽く抱いてるだけなのに鼓こ動どうがすごくて、それが伝わってあたしまでどきどきしてくる。


    「そう。もう見ちゃった……涼すずにゃんの可愛かわいいところ、いっぱい見ちゃったんだよ。お歌がとっても上じよう手ずなところも、可愛い踊りも……キャラになりきった完かん璧ぺき過ぎるコスプレもぉ」


    「ああっ、そ、そんな、そんなぁっ……は、はぁはぁ、だってそれは、んはぁ」


    「とっても可愛かったぁ……ねぇ？　一番古いのは中学一年の頃ころのだったけど、あれより前のはないの？　もっと小さかった頃の涼にゃんは、見られにゃいのかにゃ～？」


    「いえ、その……アップし始めたのは中学生になってからで……その前は、その……んんっ、前はないんですっ、ない、ないのぉ……んっく」


    　ぷるぷるを通り越して、ビクンビクンし始める涼すず風かちゃん。


    　吐と息いきはもはや喘あえぎ声のようになっていて、かなりアダルティに聞こえる。


    「本当にぃ？　実はあるんでしょ……小学生の頃の涼にゃんの歌ってみた動画、あるんでしょ？　見たいなぁ、涼にゃんの可愛いところ、もっともっと見たいなぁ？」


    「な、ないんですっ、本当に中学の頃からで……ちゅ、ちゅう……っく、んはぁはぁ、中学、ちゅう……が、くぅ……」


    「チュー？　チューがとどうしたの？　あ、そっか……チューしていいんだ？」
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    「にゃ、にゃあ!?　チューじゃないですっ、チューじゃなくて、中学……うぅ、ちゅうがぁ」


    　なるほど……これは、チューしなければなるまい！


    「それでは遠えん慮りよなく、むっちゅ～～──」


    「あの、神かん崎ざきさん。その辺で許してやってもらえませんか。涼すず風か、指先まで真っ赤ですから」


    　すんでの所で、心こ鳥とりちゃんに取り押さえられた。


    「ちぇー。それじゃ残念だけど、ここまでにしておきますか」


    　最後にもう一度キュッと抱いてから、涼風ちゃんから手を放す。へなへなと崩くずれ落ちて両手で顔を隠す様はとても愛らしくて、またすぐに抱き締めたくなるほど。


    　しかしここはグッと我が慢まんして、心鳥ちゃんに向き直る。


    「ところで心鳥ちゃん、神崎さんエヌジー、花はな名なオーケー、プリーズ？」


    「そっか、そうですね。親密になるのが目的の同居なわけですし……では、は、花名さん」


    「ブーブー、さんエヌジー、呼び捨てオーケー？　もしくは、はななん？　ねぇ月つき姫ひちゃん」


    　こっくりと頷うなずく月姫ちゃん。


    　しかし心鳥ちゃんは、遠慮がちに肩をすくめる。


    「いきなりそれはちょっと……いえっ、嫌いやとかではなくて照れますので。それに、花名さんだってちゃんづけじゃないですか」


    　照れる時でも、まっすぐ見つめてくる心鳥ちゃん。逃げ腰になる涼風ちゃんとはだいぶ違う。


    「ちゃんづけは良くない？　それじゃあだ名は？　愛称は？　ニックネームは？」


    「さ、三連発で来なくても……。えぇと、今まではタカミーとか鳥っ子とか……あとは」


    　ちら、と涼風ちゃんを見る心鳥ちゃん。しかし涼風ちゃんは気付かなかったようで、何も反応しなかった。


    「……あとは？」


    「いえ、ありませんっ。好きなように呼んでいただければと！」


    　心鳥ちゃんの頰ほおが少し赤らんでるけど、ひとまず突っ込みはしないでおこう。


    「ふむ……苗字あだ名はしっくりこないし、鳥っ子はちょっと可愛かわいくないなぁ。ひとまず、心鳥ちゃんは心鳥ちゃんでどうかな？」


    「はい、問題ありません」


    　心鳥ちゃんは相変わらずの堅苦しい返答だけど、微ほほ笑えんでるので問題なさそうだ。


    「それでは、私も花名さんで。同期生とはいえ、声優としては先輩ですから」


    「うぅ、先輩後輩は別にいいんだけどなぁ。もっと気安く、もっとフレンドリーに、もっと親密な感じで呼んでもらいたい……けど、まぁ急かすのはやめよう」


    　心鳥ちゃんは体育会系のようなので、上下関係に気をつかうっぽい。であれば、もっと親密になれば、自然と呼び捨てにしてくれるだろう。


    　ならば、なるべく早く親密になってもらうのがいい。


    「では、心こ鳥とりちゃんもギューさせてもらうということで」


    「へ？　は、はい、いいですけど……私に抱きついても、あまり楽しくないと思いますよ？」


    「そんなことないない。きっと、新しい世界が見えるはず！　では～っ、むぎゅっとな！」


    　おぉ、目の前に唇くちびるが来る。心鳥ちゃんはやっぱり背が高い。しかもスラッとしていて、お胸はやや薄い。体は引き締まっていて、筋きん肉にくを感じさせる。


    　これはつまり……男の子っぽい！　──いや男子に抱きついたことはないけど。


    「ふむふむ。うむぅ……イケナイ世界が見えてきた……」


    「あ、あの。神かん崎ざきさ……花名さん、どんな世界が？」


    「ふむ……『例たとえるならそう、禁断の少年愛の世界、とかね。フフフ……』」


    「声を作らないでくださいっ。それに、そういうのは役だけでいいですから」


    「確かに、心鳥ちゃんの声は美少年に向いています。そのうち美少年役がきて、それがハマって大人気に……」


    　人気者になった格かつ好こういい心鳥ちゃんを妄もう想そうしてムフフと笑う。


    「あの、美少年役は以前やらせていただきました。大人気かどうかは……原作では人気があったようなので、ファンレターはずいぶんといただきましたが」


    「知ってる～。【絶ぜつ界かいの破竜剣士ジークフリート】だよね。主人公の親友カール・ヴェルナー。腐女子人気の高いクール＆ニヒルキャラ！　バッチリ視聴済みですよ、むふふふふ」


    「あ、ありがとうございます。恐縮です」


    　抱き締めてる体が萎い縮しゆくしていくように感じられる。


    　体育会系でハキハキとしているわりに、声優業のことになるとまだ自信がないのかな？


    「……そういえば、【絶ぜつ界かいの破竜剣士ジークフリート】では涼にゃんと一緒じゃなかったよね？」


    「はい、涼すず風かとは別です……【ライト・ウインド・オーケストラ】の後は別々ですよ。それに涼風、その頃ころはまだ実家からの通かよいでしたから、冬クールの作品には出ていなくて」


    　そうか。金かな沢ざわというと石川県。スタジオはほぼ都内だから、収録のたびに来るのは大変な距離だ。……と、涼風ちゃんを見ると、少し不満げに頬ほおを膨ふくらませていた。


    「ふむん」


    「わっ。な、なんですか？　あんまり密着されると……ん、んんっ……」


    　心鳥ちゃんを強く抱き締めると、涼風ちゃんのほっぺが面おも白しろいように膨らむ。


    「むっふっふ。涼にゃんも一緒にどう？　心鳥ちゃんサンドイッチ～～」


    「しませんっ。あ、あと、その呼び方やめてくださいっ」


    「ちぇ──……はいはい。それじゃ心鳥ちゃんは涼ちゃんにお返しするね～」


    　名な残ごり惜おしいが心鳥ちゃんからは離れ、その足で月つき姫ひちゃんの元へ。


    「ただいま～」


    「おかえりなの～」


    　手のひらを突き出すと、ちゃんとタッチを返してくれた。


    　そんな些さ細さいなことが、とっても嬉うれしい。やはり挨あい拶さつは人間関係の基本ですね。


    「月つき姫ひちゃんは？　何かあだ名あった？」


    「友達からは、ひーちゃんとか姫ひめちゃんって呼ばれることが多かったの」


    「姫！　おひいさま！　さすが黄金の満月から舞い降りてきた姫……あたしの、鼻から抜けるようなあだ名とはランクが違う」


    　──名づけ親（みー姉さん）をディスる気は毛頭ありません。


    「はななんってお名前、可か愛わいいよ？　月姫は好きなの」


    「あたしも好き！　姫ちゃん愛してる！」


    「むぎゅ──」


    　正面からがっつり抱き締める。やはり、抱き心地の良さは姫ちゃんが一番だ。


    　小さくて柔らかい体。骨ほね張ばってはいなくてふわふわと柔らかい。しかも抱かれ方を熟知しているかのようなスッポリ加か減げん。まさに完かん璧ぺきっ。


    「……っぷはぁ。ねぇはななん、早くお片づけしちゃいましょ？　その前に、お部屋の割り振りも決めちゃわないとなのね？」


    「おぉ、忘れてた──っと」


    　同じタイミングで、オイラも忘れるなよとばかりに盛大に腹が鳴った。


    「それじゃ、ホントにお腹なかも空すいたしさくっと決めよう。部屋割りはこれでいいかな？　あたしと姫ちゃん、心こ鳥とりちゃんと涼すずちゃん」


    「えぇ!?」


    　酷ひどく否定的な声が、心鳥ちゃんの口から発せられた。


    「あれ、駄だ目め？」


    「駄目と言うか……私も、その……」


    　姫ちゃんに目を向ける心鳥ちゃん。


    　さすがは姫、もてまくりか。


    「ちょっと心鳥？　わたしと一緒じゃ不満だって言うの？」


    「……不満って言うんじゃないけど」


    「けど？　けど、何？」


    　詰め寄る涼ちゃんから、そっと目を逸そらす心鳥ちゃん。


    「涼すず風か……朝、弱いから。寝起き悪いしさ」


    「そ、そんなことないわよ……」


    「あるよっ。前だって、起こすの大変だったんだからっ……覚えてないとは言わせないよ？」


    　むぅ、と唇くちびるを尖とがらせる涼ちゃん。どうやら反論できないらしい。


    　それにしても、〝前〟とな？


    「はーい質問。二人はすでに同どう棲せいしたことあるの？」


    「どっ──」


    　あたしの言葉に過敏な反応をする涼すずちゃん。


    「はい。オーディションの後に……涼すず風か、どうかした？」


    「なんでもないわっ。同居ね、同居！　……花はな名なさ～ん？」


    　ジト目で睨にらまれてもすでに可か愛わいいとしか思えないけど、やりすぎるとヘソを曲げられそうなので注意しましょうあたし。


    　笑って誤ご魔ま化かしつつ、心こ鳥とりちゃんに話の続きを促うながす。


    「【ライト・ウインド・オーケストラ】のオーディションに受かってから、夏休みの間、合宿で養成所に通かよわせてもらったんです。そのとき、二人でしばらく一緒に住んでいたんです」


    「養成所って、セレスティアル・エンタテインメントの？」


    「そうです。合格したと言っても私たちはまだ素しろ人うとでしたから、そこで基礎から学ばせていただきました。楽しかったです。……ねぇ、涼風？」


    「……そうね。わたしは個人的にボイストレーナーの方に教わったこともありましたので、改めて基礎をというところでしたけど。声優養成所とボイストレーニングは似て非ひなる部分もあって、とても刺激的でした」


    　その頃ころのことを思い出したのか、二人が顔を見合わせて微ほほ笑えみ合う。


    　こうしたさりげないところで息が合っている様子を見ると、ホッと和なごむ。


    「じゃあやっぱり、二人が一緒の部屋のほうがいいんじゃない？　色々と慣れてるだろうし……起こすのとか、起床させるのとか、おはようを言うのとか」


    「で、ですから、その起こすのがっ……涼風は寝起きが悪いんですってば」


    　涼ちゃんの目を気にしつつも、まだ抵抗を見せる心鳥ちゃん。


    「えー。でも、それ聞いちゃったらますます……ねぇ、姫ひめちゃん」


    「うーん……やっぱり、心鳥ちゃんにお任せ？」


    「だよね～～」


    　あたしと姫ちゃんも、負けじと微笑み合う。


    「そんなぁ……涼風だって、花名さんと一緒が良くない？　憧あこがれの声優さんなんだから、色々と訊ききたいことがあったりするんじゃ」


    「にゃ──！　にゃに言っ……だからっ、そういうのじゃないって言ってるでしょ!?　ファンだからこそ馴なれ馴なれしくしないのよ、そんな当たり前のことを……って、にゃに言わせるのよ馬ば鹿かぁああ！」


    「あうっ、あうっ、あうっ」


    　胸元を掴つかまれて前後にかっくんかっくん揺らされる心鳥ちゃん。


    　それを横目に、あたしと姫ちゃんは段ボールを片づけ始めた。


    



    　自分の荷物を部屋に運び入れたところで、全員空腹に勝てなくなり、先に食事をすることになった。


    　隣接している学生寮の食堂には、制服でなければ入れない。制服と学生証が通行証扱いになって、学生寮ではないマンションに住むあたしたちでもここの食堂に入れる。


    　まるでレストランを思わせるようなおしゃれな内装の食堂では、制服姿の男女が四十～五十人ほど食事を楽しんでいた。


    「おぉ、結構いるな～」


    　話に聞くところ、寮生は今年の新入生を含めて八十人弱とのこと。学園の生徒数五百五十余人から数えれば少ないほうかな。


    「メニューは三種類から選べるみたいだね。ふっふ～ん、どれにしよっかな～」


    　食堂はカウンターで料理を受け取るセルフ方式。


    　数人の列に並んでいる間に、食べたいメニューを決める。


    「一人一種類しか選べないんでしょうか……大盛りとか、できるんですかね？」


    「おや、心こ鳥とりちゃんは大食いキャラだったんだ？」


    「いえそんなっ……今日は、色々あったのでお腹なか空すいたと言いますか、なんと言いますか」


    「たくさん食べてもそのスタイル維持できてるんならいいんじゃない？　あたしなんて、気をつけてないとすぐに脂あぶら身みがついちゃうんだよね」


    　とはいえ確かにかなりの空腹なので、いかにも量がありそうな目玉焼きハンバーグ定食を頼む。見れば、小こ鉢ばちやサラダなどは自由に取れるようだし、ご飯のおかわりもできるらしい。


    　心鳥ちゃんはホッとして、あたしと同じくハンバーグ定食を頼んだ。


    　涼すずちゃんと姫ひめちゃんは[image: ]そろって鮭さけのホイル焼き定食を選ぶ。どちらも美お味いしそうで、席に着くやいなやまたお腹が鳴った。


    「それじゃ、あたしたちの門出を祝して……かんぱーい！」


    　お茶とお冷ひやで乾杯。


    　まずはひとしきり料理に舌した鼓つづみ。


    「うん、美味しい！　いつもこんないいものが出てくるのかな？　これは食べすぎ注意だね」


    「こっちも美味しいの。はななん、一口食べる？」


    　姫ちゃんが鮭をスプーンに取ってくれる。


    「食べる食べる～……あーん？　はむんっ……んむんむ、ん──！　レモンが効いてサッパリとしていつつもバターのコクが食欲を増し、さらにつけ合わせのシメジとタマネギがうまみをアップ、これはいくらでもご飯が食べられてしまう……つまり、女子には危険！」


    「ふふっ。本当、食べすぎないように注意しなくちゃいけないの」


    　姫ちゃんの可か愛わいい声に驚いたのか、近くの席に座っていた生徒たちが一いつ斉せいにこちらを向いた。けど、気にせず食事を続ける。


    「でも学校始まって体力作りしてると、結構食べちゃうんじゃないかな。自分で作らなくていいから楽だしね。あたしじゃ、ホットケーキや野菜炒いためくらいしか作れないから、こんなに美お味いしいもの出してもらえるなんて感激だよ。あ、みんなって料理できるの？」


    「……花はな名なさん、本当によくお話しになりますね」


    　呆あきれている様子ではないけど、努めて淡たん々たんと言う涼すずちゃん。


    「そう？　まぁ、話すの好きじゃなきゃ、声優はやってられないけどねん。……はい姫ひめちゃん、お返しにハンバーグ～」


    「あーん……んむんむ。うん、美味しいの～」


    「カワユス！　……あ、涼ちゃんも食べる？　はい、あーん？」


    「い、いいですっ」


    　上うわ目め遣づかいで睨にらまれるけど、怒っているのか照れているのかわかりにくい。


    「そんな遠えん慮りよせずに、一口だけ一口だけ」


    「うぅ……」


    　涼ちゃんは押しに弱いようなので、ぐいぐい攻め込んでいくのがいいかもしれない。


    「美味っし～よ？　味にうるさい王さまもびっくりして口からビーム吐はき出すうまさだよ」


    「どんな味ですか、どんなっ……あ、あーん……はむっ……ん、んむんむ」


    　結局あたしに押し負けてあーんする涼ちゃんカワユス。


    「どう？　口からミサイルくらい出そう？」


    「出ません。ありがとうございます、美味しかったです。料理は……恥ずかしながら、あまり得意ではありません」


    　口元をナプキンで拭ふきながら切り返してくる涼ちゃん。


    　その仕し草ぐさはとても上品で、普段は、あーん、とかしない生活レベルなんだろうと思わせる。お行ぎよう儀ぎの意味で。


    「姫ちゃんは？　料理できる？」


    「うん、家では結構してたの。だから、まったく作れないのは寂さびしいかも……」


    「そっか。じゃあたまには、みんなで料理できるといいね。材料を自分たちで買えば、料理してもいいって言ってたし……心こ鳥とりちゃんは？　料理したりする？」


    　全員の目が心鳥ちゃんに向く。


    　とても幸せそうにご飯を食べている。よく噛かんで食べているせいかいじましさは感じられず、むしろ温かな気持ちがわき上がる。食べ盛りの息子を見る、母親の視点的な。


    「はむっ、はむっ、ごっくん。美味しいですねぇ……え？　あれ、どうかしましたか？」


    「いや、心鳥ちゃんって、料理するのかなーと」


    「いえ、ほとんどできません。私はもっぱら食べる係ですね……はむっ」


    「ですよねー」


    　見ればわかる。


    「んむんむ、ごっくん！　ふは～～、美お味いしかった。ごちそうさまでした！」


    「いい食べっぷりでした。心こ鳥とりちゃんって、ダンス以外で何かスポーツやってたりした？」


    「はい、中学のときはバスケットボールを」


    　なるほど。それでこの体格、この食欲というわけか。


    　声だけでなく色々とボーイッシュで、しかも礼れい儀ぎ正しい体育会系。ある一定の層にモテそうな気配がプンプンする……兵庫県にある有名歌劇団的な気配が。


    「涼すずちゃんと姫ひめちゃんは、スポーツは？」


    「ダンスの練習はしていましたけど、とりたててスポーツはやっていませんでした……」


    「月つき姫ひも特には……体育、あんまり得意じゃなかったの」


    　あたしの問いに、少し疎うとんでしまう二人。


    「そっかー。でも声優は体力勝負なところもあるから、ちゃんと食べて、ちゃんと運動しないとね。ちなみにあたしも球技とか団体競技は苦手～、なはは」


    「やっぱり声優も役者だから、体力作りが必要なのね……。あと、歌もなの……」


    　誰だれにというわけでもなく姫ちゃんが尋たずねると、心鳥ちゃんが身を乗り出した。


    「そうですね。授業でも、体育以外に芸能科としてのトレーニングメニューもあるようですから。月姫さんは運動全般苦手ですか？」


    「あんまり速く動かなくちゃいけないのは、ちょっと苦手なの」


    「速くというと、それこそバスケですかね。でも大だい丈じよう夫ぶですよ。バスケだったら、私がお教えしますから！」


    　心鳥ちゃん、満面の笑みである。


    「お馬ば鹿かっ。体育の授業はともかく、声優としてのトレーニングにバスケットボールは必要ないでしょう？　それよりも基礎体力よ。歌唱力の根底には、体力が必ひつ須すうですからね。ですけどご安心ください。歌に関することならわたしも少しはわかりますので、一緒に練習していきましょうね、月姫さん」


    　涼ちゃんもまた、輝くような笑顔。


    　なんでしょうこの、姫ちゃんには無条件に何でもしてあげたくなる感。


    「はいはい！　あたしも教えます。まずは声優業の成り立ちから……。『過日、まだ声優という言葉のない頃ころ、アテ師と呼ばれていた俳優たちが──』」


    「だから、いちいち声を作らないでくださいってば、花はな名なさんっ」


    　心鳥ちゃんが。


    「いったいどこからどこまでを話す気ですか？　夜が明けてしまいます」


    　そして涼ちゃんがステレオで突っ込んでくる。


    「ブーブー、二人とも意地悪ー」


    　でもあたしは、突っ込まれることの嬉うれしさに顔がにやけまくってしまう。


    　そんなあたしを見て、姫ひめちゃんがふふっと微ほほ笑えんだ。


    「はななん、楽しそうなの」


    「なはははは、超楽しい……しかし！　本当のお楽しみはこれからですよ!?」


    　力説したところで、周囲からの視線に気付く。


    　ちょっと騒ぎすぎたようでした……反省。


    



    「かぽーん」


    　温泉といえば、この擬ぎ音おんだろう。必ず口にしますよね。


    　少し残念なところは、ここが温泉ではなく銭せん湯とうというところだけど、そこは我が慢まん。


    「ふぁ～～……いいお湯ですねぇ」


    　心こ鳥とりちゃんがうっとりと言う。


    「……な、なんでこんなことに？」


    　涼ちゃんがぷるぷるする。


    「はふ～～っ……ぶくぶくぶくっ……ぷはぁっ」


    　姫ちゃん溺おぼれてる……あ、大だい丈じよう夫ぶだった。


    　食後、初めての夜を前に全員でお風ふ呂ろに入るため、マンションからほど近い銭湯に来る。


    　マンションのお風呂でも二人なら入れたけど、やっぱり最初なので全員でないとね！


    　もちろん、全員で入らなきゃいけない理由はない。そうしろと囁ささやくのよ、あたしの魂が……なんて大層なことではなくて、単に友達と一緒にお風呂に入るのが夢だっただけ。


    「花はな名なさんは、よく銭湯を利用するんですか？」


    　並んで湯船に入ってる心鳥ちゃんが尋たずねてくる。


    「そうでもないけど、たまにね。あたし、水泳が好きだからスポーツクラブのプールに通かよったりもしてて、そこでお風呂に入ったりするから……あぁ、シャワーだけじゃなくって、ちゃんと湯船もあるの。結構しっかりしたのがあって、泳いだ後に入ると気持ちいいんだよね～」


    「わかりますわかりますっ。スポーツの後のお風呂って、どうしてあんなに気持ちいいんでしょうね！」


    　銭湯行きを積極的に賛同してくれた心鳥ちゃんは、その引き締まったボディを恥じることなく晒さらしてくれた。


    　すらりと長い手足も綺き麗れいだけど、気になったのは指。バスケをしていたという割りには華きや奢しやで、白しら魚うおのような手というのはこういうものだろうかと思わせる。


    　お胸は少々薄いけどもちろん膨ふくらみがないなんてことはなく、むしろ引き締まった体に似合った美しい稜りよう線せんを描いていた。


    「……なんで……なんで」


    　あたしから心こ鳥とりちゃんを挟んだ向こう側に、体育座りで縮ちぢこまる涼すずちゃん。


    　銭せん湯とうに来ることを最後まで抵抗していたけど、あたしと心鳥ちゃんに引きずられてきた。


    「まだブツブツ言ってるの？　大きなお風ふ呂ろ、気持ちいいじゃない」


    　心鳥ちゃんが心底不ふ思し議ぎそうに涼ちゃんを見る。


    　ついでにあたしも見る……そのお胸を！


    「大きなお風呂はいいですけど、何も全員で入らなくてもよくないですか、と言って……こらっ、じろじろ見るんじゃないの！」


    「わっぷ！　べ、別に見てないよっ。どうしたの？　一緒にお風呂入るのだって、初めてじゃないのに……わっぷ！」


    　涼ちゃんにお湯をかけられて、何度も顔を拭ぬぐう心鳥ちゃん。


    「も、もうっ、お風呂の中で暴れないでよ。今は私たちだけだからいいけどさ」


    「他の人たちまでいたら、入ってなかったわよっ」


    「他の人って……女湯なんだから、女性しかいないよ？」


    「当たり前でしょうっ、このお馬ば鹿かっ……このっ、このっ」


    　バシャバシャと、まるで子どものようにお湯を叩たたく涼ちゃん。そのたびに揺れる大きなお胸がとても神こう々ごうしい。


    　着衣状態でもその大きさに見とれ、抱き締めてその質感におののいたが、やはり生はやばい。見るな、と怒られる前に目を逸そらしてしまいそうなほどの圧倒的脅きよう威いがそこにある。


    　でも見るけどね……あ。睨にらまれてた。


    「……花はな名なさん？　本当におかしな趣味はないんでしょうね？」


    「ないない、これっぽっちもない……はず。……っぶはぁ！　目がっ、目がぁああっ」


    　勢いよくかけられたお湯が目に入って痛い！


    「先に出ます！」


    「ま、まだ、もうちょっとあったまってからにしようよ……もう変な目で見たりしないってば、冗じよう談だんだってば～～」


    「……笑えない冗談は好きじゃないですよ？」


    「お笑いの勉強もしておくから」


    　そういうことじゃない、と目で訴えつつも再度入浴してくれる涼ちゃん。


    　でもやっぱり、あたしの隣には来てくれなかったけど。


    「熱いの～……ぶくぶくぶく……」


    「わぁ姫ひめちゃんっ、ホントに溺おぼれちゃうよ!?」


    　さほど深くない湯船でも、小さな姫ちゃんにとっては十分な水深があった。


    　その長い金髪がお湯に散らばり、キラキラと輝くさまがファンタジックで美しい。


    「～～っぷはぁ。だいじょーぶ、カナヅチじゃないの」


    「ならいいけど……いいのかな？　まぁいっか。でも、のぼせないように気をつけてね？」


    「うん、ありがとう。けど、こうして足を伸ばしてお風ふ呂ろに入れるのって嬉うれしいから、つい長湯しちゃうの～」


    　姫ひめちゃんは友達同士で入るお風呂に抵抗はないようだ。


    「嬉しいよね──。こうして誰だれもいないと、泳ぎたくなっちゃうしね──」


    「それはわからなくもないの……。けど、本当に泳いじゃ駄だ目めなのよ？」


    「はーい。じゃあ、こうしてぷか～っとね」


    　姫ちゃんと並んで湯に浸つかり、足を伸ばして体を浮かせる。泳ぐのは駄目でも、浮くくらいなら問題ないだろう。


    　姫ちゃんも、もう、と肩をすくめたけどすぐに同じように浮く……そこで、あたしは見た。


    　そのお胸が、お湯の上に迫り出すのを！


    　──しまった。つい、涼すずちゃんのお胸にばかり気を取られていた。


    　いや、姫ちゃんはロリなので、つるぺたなのだと思い込んでいた。


    　そうであるべきだと勝手に当てはめていた。しかしそれは誤りで、過あやまちだった。何な故ぜ、身長低いからロリだと決めつけていた。何故、声が幼げだからロリだと決めつけていた。あたしは、いつから姫ちゃんがロリなのだと錯さつ覚かくしていた!?


    「お二人とも、そのような格かつ好こうははしたないですよ？」


    　涼ちゃんの声におとなしく従い、湯船の中で正座する。


    「……花はな名なさん？　それもおかしいと思いますけど」


    「いいの。しばらく正座させてちょうだい涼ちゃん……。あたし、姫ちゃんに土下座しなくちゃいけないから」


    「はぁ」


    　呆あきれ返る涼ちゃん。


    　姫ちゃんもきょとんとしてあたしを見る。


    「はななん、どうしたの？　……顔、すっごくにやけてるの」


    「すみませんすみませんっ、まさかロリきょぬーだとは露つゆ知らず！　つるぺただと思ってたあたしを叱しかってください～！」


    「ろりきょぬー？　つるぺた？　それ、なんなの？」


    　純粋無む垢くな天使に審判を受けるべく浴槽内で土下座。


    「はっ、はななんのお馬ば鹿かぁああ！　いったい何言ってるんですかぁあああ！」


    　……しかし、判決はバツ！


    　有罪の罰ばつは、涼ちゃんから浴びせられた大量の冷水だった。
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    ｔａｋｅ．２　高たか見み沢ざわ心こ鳥とり


    



    　いつもどおり、目覚ましが鳴る少し前に目が覚める。


    　時計のアラームをオフにして、隣に置いてある大きなひよこのぬいぐるみをたぐり寄せて抱き締める。ふかふかの感触と慣れ親しんだ匂においを味わい、気分良く目を開く。


    「おはようピヨ子。ネコ子もクマ子もおはよっ」


    　顔の大きな猫のぬいぐるみと、気け怠だるげな顔をした熊のぬいぐるみも抱き寄せる。三体一緒に抱くと腕まわりの具合がちょうどいい。


    　今日も目覚めは爽そう快かい。どうやら天気も良さそう。布ふ団とんから出るとまだ肌寒いけど、カーテンを開けば春の穏やかな朝日が体に染しみ込み、心まで温かくしてくれる。


    　私──高見沢心鳥は、朝日を浴びるのがとても好きだ。


    　実家の鎌かま倉くらに住んでいた頃ころは朝のジョギングをしていたけど、先週から住み始めたこの街の地理にはまだ疎うといので我が慢まん。それに私には毎朝、重要な使命がある。


    　六時。私のものではない目覚まし時計が鳴り出す……が、すぐに消される。


    「……どうして消せるのに起きられないのかな」


    　私の使命。それは、二段ベッドの上で眠る同居人を起こすこと。


    　頭まですっぽりと被かぶっている掛け布団と毛布を剝はぐと、仕立ての良さそうなシルクのパジャマをまとった眠り姫がいた。


    　スリムタイプのノースリーブシャツとスパッツだけという、可愛かわいらしさの欠片かけらもない私とは大違いの美少女、城き戸ど涼すず風か。


    　彼女を完全に目覚めさせるには、バスケの試合一クォーター分ほどの体力が必要になる（自分調べ）。


    「朝だよ涼風。ほら、起きて？　朝だよ～？」


    　返事がない。ただの屍しかばねのようだ……なんてことはなく、屍のように無反応なだけ。


    　その華きや奢しやな肩を何度か揺すり、頬ほおを撫なでていると、少しずつ反応を見せる。けど、もごもごと言葉にならない呻うめきをもらすだけ。それなのに、布団を被り直すのだけは驚くほど素す早ばやい。


    「こら、二度寝禁止。起きて？」


    　容よう赦しやなく剝ぎ取ると、まるで胎たい児じのように丸くなる。


    「……さ……むぃ……ょ……」


    「起きたらあったかいよ。ほら、今日もいい天気だからさ。元気に頑がん張ばろう」


    　目を瞑つぶったまま布団を探す涼風。だけどここは心を鬼にして、手の届かない場所へ。


    「や～～……寒いょ、んん……あと三時間ぅ……んん……」


    「長いよ。授業始まっちゃってるよ。ほら、朝の掃そう除じ当番もあるんだから起きて？」


    　布ふ団とんを探していた手が私の手を取る。


    　少しでも温かいものが欲しいのか、そのまま腕に抱きついてきた。


    「やぁん……ピヨピヨ～……お布団ちょうだぁい……あん、あぁん……意地悪ピヨぉ……」


    「ピヨピヨ言わないの！　涼すず風か、その呼び方やめてよね？　みんなの前で言ったら怒るよ？」


    「や～～……すぐ怒るピヨぉ……ピヨピヨ、意地悪ピョ～～！」


    「あぁこら、引っ張らないで……あっ、危ないってば。もうっ、涼風ってば！」


    　私を布団代わりにしようと手を引き、首に腕を回してくる。


    　二段ベッドのはしごにいる不安定さが怖こわくて、引かれるがままベッドにあがらされ……そして。


    「んふふ、ピヨぉ……あったかいピョ～～……むにゅむにゅぅ……」


    「すーずーか──！」


    　抱き枕よろしく、しっかりと抱きつかれてしまう。


    　おかしな体勢で抱きつかれると、体重をかけてしまわないようにとか、髪の毛を踏んでしまわないようにとか、私ばかりが気をつけなくちゃいけないのが辛つらい。


    「あとちょっとピョ……むにゅむにゅ……んんぅ……」


    「そう言って、本当にちょっとだったことないでしょ？　……まったくもう、どうしてこう朝に弱いんだか」
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    　去年の夏から何も変わってない。いや、むしろ悪化している気がする。


    　二人きりで合宿をした昨夏は、まだお互い打ち解とけ切れてなかったところもあって、こんな風ふうに抱きつかれたり寝ぼけてピヨピヨと呼ばれたりすることもなかった。


    　……あのときまでは。


    　今思えば、何な故ぜあんなことで？　という程度の小さなことで喧けん嘩かをした。


    　だけどそのおかげで私たちの距離はぐっと近づいて、合宿終わりの一週間でこんな風に打ち解けるようになった。


    「んぅ……ピヨぉ……んふふ、心こ鳥とりぃ……」


    　まるで妹に甘えられているようで、末っ子の私としては面おも映はゆくもある。


    　それにしても相変わらず、ふわふわの髪からいい香りがする。柔らかい体は温かくて、起こさなければならないのに、私まで眠たくなってしまう。


    　これは悪魔の誘いだ。屈するわけにはいかない。


    　私たちには、二度寝を楽しむことは許されない。


    「ほら涼すず風かっ、もう起きて!?　声優は遅刻厳禁だよ！」


    「ふぁあぁあぁあっ、はは、はいぃい!?」


    　……そう。私たちは高校生だけど、プロの声優でもある。


    　同じ高校に通かよう四人の声優がユニットを組み、そのメンバー同士の親密さを高めるためにと始まったこの同居生活。


    　まだ新米の私たちに、甘えは許されないのだ！


    



    「おはようございます、花はな名なさん」


    「おっはよ～心鳥ちゃん。今朝も涼すずちゃん係、ご苦労さまっ」


    　フロアモップを手に、リビングを縦じゆう横おう無む尽じんに動き回っている神かん崎ざき花名さん。


    　同おない年どしながら、すでに声優歴五年の大先輩。七色の声を持つと言われるほど多才で、私たちの声優ユニット・フォーチューンのリーダー格。


    　だけど先輩風を吹かすこともなく、いつも明るく朗ほがらかで元気いっぱいの素す敵てきな人だ。オレンジのスエットが彼女の明るさを際きわ立だたせているように見える。


    「それにしても、今日もスリムビューティーだねぇ。……っと。朝、それだと寒くないの？」


    「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。暑がりなほうなので……すみません、見苦しいですか？」


    「とんでもないっ、目の保養だよ！　寒くないっていうならいいの。やっぱ心鳥ちゃんは健康的だね～……っと。ほいっ……ほりゃっ……」


    　フロアモップをバトンのように振り回す花名さん。


    「あの……先ほどから、なんでモップ持ったまま踊ってるんですか？」


    「えー？　掃そう除じだよ掃除。でも、ただ掃除してるだけじゃ面おも白しろくないじゃない？　だからこうして、よっ、ほっ……柔じゆう軟なん体操をついでにね……時間は大切に使いなさいっておばあちゃんも言ってたし……ん、んぉお。く、苦しいっ、倒れるぅううううう」


    「わああっ、危なっ、転びますよ!?」


    「ぅううう……っぷはぁ！　はぁはぁ、だ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。これこのとおり……ビシッ！」


    　いつ何なん時どきでも体力作りを欠かさない姿勢は見習いたい。


    「心こ鳥とりちゃん、おはようなの」


    「月つき姫ひさん、おはようございますっ」


    　全員分の洗せん濯たく物ものが入ったかごを抱かかえてよろける恵え比び寿す月姫さん。


    　その小さな体にまとった黄緑色のワンピースパジャマがとても可か愛わいらしく、フランス人のおばあさん譲りだという金髪と合わせて見惚ほれてしまう。


    「今日はとってもいい天気なの。きっと、洗濯物もすっきり乾いてくれるわ……っとっとっと」


    　しかも声も愛らしく印象的で、聞き惚れてしまう。


    　彼女だけはまだデビュー前だけど、表に出ればすぐに人気が出るだろう。


    　私自身も一ファンでいたい、ただ可愛いからというだけではない人じん徳とくが彼女にはあるように思えるのだ。


    「月姫さん、かご重くありませんか？　持ちましょうか」


    「大丈夫なの。朝の仕事はみんなで分担なのよ」


    「そうですね。では、私もトイレ掃そう除じをしっかりとします」


    「うん、よろしくなの、心鳥ちゃん」


    　私たちはこの四人でマンションの一室に住んでいる。


    　私たちが所属する声優事務所が借りてくれた寮ではあるけど、ハウスキーパーはいないので家事は自分たちでこなさなければならない。


    　そこで毎朝、風ふ呂ろ掃除、トイレ掃除、ＬＤＫの床掃除、そして洗濯物干しの四つをそれぞれローテーションでこなすことにした。ちなみに個室はそれぞれで掃除。


    「うぅ、眠い……怠だるい……なんでこんなに、早く起きなくちゃ、いけないの……」


    　本日の風呂掃除担当である涼すず風かが、ようやく自分の足で歩き出した。


    　とはいえ、のそのそとした足取りは生ける屍しかばねじみていて、普段の凜りんとした姿とは大違いだ。


    「今日から授業なんだから、この時間に起きないと駄だ目めって言ったでしょ？　ほら、今日は涼風がお風呂掃除だよ。よろしくね？」


    「お風呂……お風呂？　うん、わかった……入るぅ……ピョ」


    「ちっ、違うっ」


    　まだ寝ぼけていて、とんでもないことを言いかけた涼風の口を慌あわてて塞ふさぐ。


    　すぐにもごもごとして息苦しそうにしたので口からは手を放すけど、目が開かないままなので頰ほおを軽く叩たたく。


    「朝あさ風ぶ呂ろ入ってる余裕はないよ？　ほら、起きて。しゃんとして？」


    「んうぅう……入るぅ……お風呂入るのぉ……ピィ……」


    「すっ。涼すず風かってば！　あぁもう、まだ寝ぼけて……ッ！」


    　あまり寝ぼけたままでいられると、あの呼び方をされる可能性がある。


    　ぎゅっと抱きついてくる涼風の背に腕を回し、支えるようにして洗面所へと向かう。


    「わ──。朝から大だい胆たんなお二人──。妬やけちゃうわねぇ、もうっ」


    「何言ってるんですか花はな名なさん！　顔を洗わせに行くだけですっ。……ほら涼風、ちゃんと歩いて？」


    「うぅん、お風呂ぉ～……お風呂がいいのぉ～～っ」


    「駄だ目めだってば。髪が濡ぬれちゃったら手間でしょ？　それにそんな時間は……ひゃう！」


    　顔をっ。顔を胸に擦こすりつけないで──！


    　それにお腹なかに当たるっ。涼風のたわわな胸がぷにゅぷにゅする──！


    「なははー、寝ぼけてるときの涼ちゃんってかわいーよねー。あたしも抱きつかれたーい」


    「わざとらしく平へい淡たんに言ってないで、助けてくださいよ花名さん！」


    「え～無理～。あたしじゃ、近づいただけで威い嚇かくされそうだし～」


    「されませんよっ。見てください、このだらけきった顔っ！」


    　このまま手をこまねいていては、二度寝に陥おちいるのも時間の問題だ。涼風は私に抱きついたまま、掛け布ぶ団とんもしくは抱き枕代わりにするだろう。


    　仕方ない。また喝かつを入れて起こすしか……。


    「はーい。涼ちゃん、そろそろ起きましょうなの？」


    「むにゃ？」


    　大声を出そうとした私を制して、月つき姫ひさんが涼風の肩を取る。


    「お風呂入りたいの？　だったらシャワーだけ。ひーちゃんと一緒にお風呂しましょうか」


    「んぅ……お風呂……ひーちゃん？　と……お風呂？」


    　ひーちゃんというのは確か、月姫さんのあだ名の一つだったか。


    　あんなに甘やかされた言い方をされたら、寝ぼけていなくても素直に従ってしまいそう。


    「ひーちゃんも朝風呂大好きなの。とっても贅ぜい沢たくな気分になるの～。さぁ、行きましょうね」


    「は……はい……」


    「お風呂っ、お風呂～。ついでにお風呂掃そう除じもしちゃいましょうなの～」


    　月姫さんの楽しそうな声を聞いて、涼風の目に精彩が満ちていく。


    　抱き付いていた腕の力は緩ゆるみ、ハッと息を呑のんで私から離れた。


    「あっ、えぇと、お、おはようございます、月姫さん……こ、心こ鳥とりも、おはよ」


    　慌あわててパジャマを正し、髪を弄いじり始める。どうやら完全に目が覚めたらしい。


    「おはようなの、涼ちゃん。それじゃ、一緒にお風呂入りましょうなの」


    「あぁいえ、その、大だい丈じよう夫ぶですっ。今日はそんなに汗もかいていませんし……」


    「いいの？　涼しくても、寝てるときはいっぱい汗かくのよ？」


    「はい、そうですね……」


    　月つき姫ひさんと二人で入浴……という状況を理解したようで、もじもじする涼すず風か。


    　今でこそ私とは一緒に入浴することもあるけど、以前同居していた時にもそう何度も一緒に入ったわけではない。基本的に、涼風は恥ずかしがり屋なのだ。


    「シャワーだけだからすぐなの。髪は濡ぬらさないようにするから……ほら、行きましょうなの」


    「え、えぇと、そのっ、ひ、一人で入れますからぁ」


    「時間がもったいないの～。月姫も入りたくなっちゃったの～。ほら脱いで脱いで、なの」


    「つ、月姫さ～～んっ……あぁ、自分で脱げますからぁ～！」


    　月姫さん、結構強引だなぁ。幼げに見えるんだけど、ところどころ大人おとなっぽい気がする。。


    「……ねぇ心こ鳥とりちゃん、ひとつ提案があるんだけどさ」


    　これまで傍観者を決め込んでいた花はな名なさんが、真剣な声をかけてくる。


    「は、はい、なんですか？」


    「シャワーだけなら四人一緒でも入れると思わない？　あたしたちも入らない？　朝あさ風ぶ呂ろ乱入しない!?」


    「しません」


    　全然真剣じゃなかった。


    「わかった！　じゃあ覗のぞきに行こ──」


    「行きませんっ」


    「喰くい気味に即答!?　冷たいよ心鳥ちゃん。もっと親密になろうよ。あたしたちはもっとスキンシップを大切にするべきだと思うんだよ～～」


    　叫びながら抱きついてくる花名さん。


    　覗き見も、抱きつくのもスキンシップというには過か剰じようだと思うけど、何事にも全力で突き進もうとする姿勢は見習いたいところだ。


    　あくまでも、姿勢は、だけど。


    



    　私立天てん空くう学園高校芸能科。


    　本年度は私たちを含めて二十六名の男女が在籍している。


    　授業カリキュラムは基本的に、午前中が一般的な高等学校必修科目で、午後が芸能科特別授業。この特別授業は、それぞれの仕事ジャンルによって選択式になっている。


    　私たち声優は俳優やミュージシャンとほぼ同じで、ボイストレーニングやボーカルトレーニング、演技や音楽の実じつ践せんと理論、基礎体力作りやダンス、はては礼れい儀ぎ作法などなど多た岐きに亘わたる。


    　すでにプロとしてデビューしているのだけれどまだまだ未熟な私たちに、こうしたレッスンを用意してもらえるのは本当にありがたい。


    　入学式、始業式は先週終え、今日は一時間目から授業。教師たちは自己紹介もそこそこに、早さつ速そく講義を進めていく。


    　芸能科は普通科と比べて午後二時間分の授業が少ないから、急ぎ足で進めていくとのこと。勉強に関しては結構大変な三年間になるかもしれない。


    　けど、私は勉強することは嫌いではないし、何よりもともに歩む仲間がいてくれる。


    　ちょっと人見知りするところがあったり、緊きん張ちようしいだったりする私にとって、ユニットメンバーたちのなんと心強いことか。


    　声優の道に進むと決めて、本当に良かったと思う。


    　これもすべて、所属していた児童劇団代表の藤とう堂どう明あ日す香か先生と、同じ児童劇団出身にしてセレスティアル・エンタテインメント所属の先輩声優、中なか原はられいかさんのおかげだ。


    　幼い頃ころ、引っ込み思じ案あんだった私に演劇を教えてくれた藤堂先生。


    　中学生になって演劇を続けるかどうするか悩んでいたときに出会い、声優のことを教えてくれた中原さん。


    　二人がいなければ、私は今ここにいなかっただろう。


    　そして今は、同じオーディションで出会い、ともにデビューした涼すず風かがいる。


    　高校入学とともにユニットを組むことになった、花はな名なさんと月つき姫ひさんがいる。


    　彼女たちとともに、楽しい高校生活を、大好きな声優生活を、四人で共同生活をしながら満まん喫きつしていく──花名さんの言葉が、これからの私の目標になっていた。


    



    　高校生活の楽しみのひとつが食事だ。


    　三食しっかり食べないと力が出ない私にとっては、人生の一大事でもある。


    　朝夕は学生寮の食堂、そして昼は学校の食堂でいただくことになるのだが、これがいずれも予想以上に味も良くて量も多い。なんて嬉うれしいことだろう。


    　初めての学食で頼んだのは、かきあげそばと親子丼。ダシが効いててとても美お味いしい。


    　おかわりしたいな、と思いつつ食事を堪たん能のうしていると、花名さんが唐とう突とつに告げた。


    「あたし、午後の授業出ないからよろしくね」


    　三人で顔を見合わせ、私が尋たずねる。


    「よろしくと言われましても……どうかしたんですか？」


    「二時から収録。だから、ご飯食べ終わったら行くね」


    　言い終えて、天ぷらうどん最後の一口を啜すする花名さん。


    　大きなエビ天とシソ天、そしてカマボコとネギが載のっていた美味しそうなうどんだった。明日食べよう。


    「もう一時近いですけど、時間は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


    　手にしていたタマゴサンドイッチを置き、時計と花はな名なさんを見比べる涼すず風か。


    「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。学校から歩いて三十分くらいかな。何度も行ったことあるスタジオだからお手のものだよ、お茶の子さいさいだよ～」


    「へぇ、そんなに近くにスタジオがあるんですか……あぁでも、仕事なのはいいですが、せっかく初日の授業なのに受けられなくて残念ですね」


    「そうなんだよ～。学校でのレッスン、何するかすごく楽しみにしてたんだけどね。夜、何やったか教えてくれる？」


    　花名さんに頼られるのは嬉うれしいので、大きく頷うなずく。


    「はい、お任せください。花名さんの分まで、しっかりとレッスンしておきます。ねぇ、涼風。月つき姫ひさん」


    「えぇ、もちろん」


    　私の言葉に、力強く頷いてくれる涼風。


    　月姫さんはメロンパンを咥くわえながら、こくこくと頷いてくれる。


    　仕事のある生徒は仕事を優先する。それが芸能科のルールだ。


    　この春クールアニメに三本のレギュラーを持っている花名さんは、芸能科一年生の中でも特に忙しい生徒の一人だろう。同じ声優仲間として鼻が高い。


    「あ。姫ひめちゃんは連れて行くから、同じく午後の授業なしね」


    「「「え？」」」


    　三人の声が重なった……って、当の月姫さんも驚いてメロンパン落としてるし。


    「あれ、言ってなかったっけ？　なはは、言い忘れてた。ごめんごめん……。姫ちゃんには早いうちに現場の空気に慣れてもらおうと思って。許可も取ってあるから大丈夫っ」


    「で、でも、レッスンも大事なの……」


    「もちろん。だから、明日の放課後に二人で補習しようね～」


    　事こともなげに言い放つ花名さんに、月姫さんは目を丸くする。けど、すぐに意志を固めて頷いた。彼女もやる気に満ちあふれている……負けてはいられない。


    「花名さん。その補習、私もご一緒させていただいてもよろしいですか？」


    「もちろんいいけど、心こ鳥とりちゃん仕事は？　次の収録はいつ？」


    「明後日ですから大丈夫ですっ」


    　そう、私にだってアニメ番組のレギュラーはある。


    　その収録は明後日の、やはり十四時から。スタジオが学校から少し離れているので、マネージャーの数す寄き屋やさんに車で送ってもらう予定。


    「もちろん涼風も参加するよね？　いっぱい練習して、もっと上じよう手ずになろう」


    「上手にはなりたいところだけど、明日はわたしが収録なのよ。十一時からだから、午前中には学校を出るわ。……あぁ、早く終われば、帰って来てから合流できるかしらね」


    　涼すず風かもこの春クールアニメのレギュラーは持っている。


    　デビュー作品は同じだったけど、それ以来同じ作品には出ていない。だから、早くこの四人で参加する作品【天てん空くうのフォーチューン】の仕事を始めたい。


    「みんな、お仕事大変そうなの……。スケジュール管理は大だい丈じよう夫ぶ？」


    　月つき姫ひさんの言葉に、三人で目を合わせる。


    「もちろん自分の分は大丈夫ですけど……同居人としてユニットメンバーとして、いつ誰だれが何の仕事をしているかわかっておいたほうがいいかもしれないですね」


    　涼風の言葉に、花はな名なさんが大きく頷うなずく。


    「そうだね。百ゆ合り子こさんからの連絡も入ると思うけど、自分たちでもお互いに注意しておこうか。家の目立つところに日付の入ってるホワイトボード置いてさ」


    「会社の会議室にあるようなものですか？　少し大きすぎるのではないでしょうか」


    　花名さんの提案に涼風が難色を示すけど、花名さんは笑って切り返す。


    「家庭用サイズのもあるから大丈夫。うちでも使ってたしね。……あぁでも、四人分のスケジュール書き込むとなると、やっぱ大きいほうがいいかもなぁ」


    「そうですね。……スマホやタブレットのアプリで、とも思いましたが、心こ鳥とりと月姫さんはガラケーですし。やはり、ホワイトボードでいいかと」


    「だねっ。サイズについては、あとで百合子さんに相談しよう。……さて、そろそろ行こうか姫ひめちゃん。鞄かばん取りに教室戻らないと」


    「うんっ」


    　立ち上がった二人を見て、慌あわててそばのつゆを飲み干ほす。


    「あぁ、二人はゆっくりしてて。午後の授業、頑がん張ばってね」


    「はい、花名さんも頑張ってください。授業内容は、しっかりと覚えておきますので！」


    「よろしく～」


    　急ぎ足で学食を後にする花名さんと月姫さんを見送り、再度着席。漬つけ物の残りを食べて、一息つく。


    「今さらだけど、授業よりも仕事を優先するのってなんだか不ふ思し議ぎな感じだね……。ねぇ、涼風……涼風？」


    「え、えぇ、そうね。けど、わたしたちは芸能科……だし……」


    　私のほうを見ず、花名さんたちの背を見たままの涼風。


    　仕事に行く花名さんが羨うらやましいのかな？


    「どうかしたの？」


    「うん……なんだか、ちょっと見られてるような気がして」


    　全然違った。


    「誰に？　目が合ったの？」


    「ううん、気のせいだったかも。……それに、芸能科だもの。校内でも見られていて不ふ思し議ぎはないわね」


    　人の目に敏びん感かんな涼すず風かが気のせいだというなら、私が気にすることもないかな。


    「視線、か……やっぱり、涼風は人目を引くよね」


    「え？　そ、そんなことないわよ……」


    　謙けん[image: ]そんしつつもまんざらでもない顔をする涼風が可か愛わいらしい。


    　そう。女の私から見ても涼風は可愛い。だから目立つし、視線を浴びることも多い。


    　クラスには有名なグループに所属してるアイドル歌手もいるけど、私からしたら涼風のほうがよほど可愛いし、アイドル的なオーラもあるのではないかと思う。


    　……これで、寝起きさえ良ければなぁ。


    「心こ鳥とり……失礼なこと考えてるでしょ」


    「か、考えてないよっ」


    　なんでバレるんだろう。涼風にはいつも心を読まれているようで、ちょっと困る。


    「ふぅん？　ま、いいけど……さ。わたしたちも戻りましょう。次は教室移動……移動スタジオ？　だから、早めに準備しておかないとね」


    「そうだね。花はな名なさんに頼まれたんだし、しっかりと受講しなくっちゃ！」


    　席を立ち、トレーを返す。


    　そのとき、ふと視線を感じて振り返る。けど、誰だれも私なんか見てはいない。


    「心鳥？」


    「ううん、なんでもない。さぁ、午後の授業も頑がん張ばろう」


    　背が高いからと物珍しさに見られたのだろう。


    　他に見られる理由に心当たりもないので、視線の主ぬしを探すのはやめておいた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊


    



    「…………ふぅ」


    　ランチのきのこスパゲッティを半分も食べず、涼風がため息を吐はく。


    「どしたの涼すずちゃん、ここんとこアンニュイにゅい？」


    「いえ……ここ数日、ずっと視線を感じてまして」


    　花名さんの変な語尾をスルーしたことからして、涼すず風かの機き嫌げんは良くない。


    　そのスパゲッティ食べないならちょうだい、なんて言わなくて良かった。


    「まだ感じてたの？　気のせいかもって言ってたじゃない」


    「だから、気のせいじゃなかったの。今も見られてるわ……キョロキョロしないのっ」


    　涼風に小声で叱しかられ、首をすくめる。


    「まぁ、芸能科の新入生、しかも声優ってことで、注目されるのは仕方ないかもね」


    　スルーされたことを気にすることもなく、総そう菜ざいパンにかぶりつく花はな名なさん。


    　その隣では、まるで花名さんの真ま似ねをするように、月つき姫ひさんがメロンパンにかぶりついていた。……しかし月姫さん、お昼はメロンパンばっかりだな。


    「これからはイベントで顔出しもすることになるだろうから、見られることにも慣れておかないと……というか涼すずちゃん、コロコロ動画でも有名人なんだし、見られても不ふ思し議ぎじゃないでしょ」


    「いえ、その……見られているのは、わたしではなくて……」


    　と、涼すず風かが私を見る。


    「何？」


    「何じゃなくて、あなたが見られてるって言ってるの……だから、キョロキョロしないっ」


    「あう」


    　涼風に頭を軽く押さえられる。


    　私が見られてるって？　どうせ見るなら、美人の涼風か愛らしい月姫さん、または可か愛わいいから顔出しもバンバンしてる有名声優の花名さんではないのだろうか……なので。


    「気のせいだよ」


    「気のせいじゃないわよっ。まったく鈍どん感かんね。……しかも見てるの、同じクラスの人よ？　中なか島じま由ゆ美み子こさん。アイドルグループＬＩＧのメンバー」


    「女子？　それなら別に……けど、アイドル？　なんでそんな人が私を」


    　クラスメイトと言われても、まだ全員の顔と名前は一致してない。見知った人でもないので、見られてると言われても覚えがない。


    「わたしが訊ききたいわ。とりあえず、不平不満があるって言う感じではないみたいだけど……だいたい、なんであなたは気づいてないの？　あんなにはっきり見られてるのに」


    「気のせいって言ったから、気にしないことにしたんだよ。それに、別に不快じゃないし……特に相手が女子なら気にならないかな。見られるの、慣れてるし」


    　そう言うと、涼風がますます不ふ愉ゆ快かいそうな顔をする。


    「なんで慣れてるのかしら？　まるで女子の取り巻きでもいたような言いぐさね……あぁそうそう、バスケ選手の頃ころはずいぶんとおモテになっていたんでしたっけ？」


    「そ、そんなことないよ。確かにバスケの頃は女の子の応援が多かったけどさ……どっちかというとコス──」


    　しまった……と思ってももう遅い。けど、慌あわてて話題を変える。


    「じゃなくてっ、劇団に所属してたんだから、見られるのには慣れてる……でしょ？」


    「わたしは劇団にいたことはないから、尋たずねられてもわからないわ。それよりも、なんですって？」


    　涼すず風かの目が、スッと細くなる。


    「な、なんですって、何が？」


    「コス、なぁに？　どっちかというとコス、なぁに？」


    　涼風は失しつ言げんを聞き逃してはくれなかった。


    　引きつった笑みを見せる彼女に、これ以上抗あらがうのは得策ではない。


    「だからその……コスプレ。別に隠してたわけじゃなくて、話す機会がなかっただけだよ？」


    　ため息とともに話す私に、涼風が身を乗り出してくる。その目がらんらんと輝いて、怖こわい。


    「おぉ、今まさに、心こ鳥とりちゃんの過去がつまびらかにされようとしている!?　やぁやぁ、遠からん者は音にも聞け、近くば寄って目にも見よっ」


    「大おお袈げ裟さですよ花はな名なさんっ。別に大たいしたことじゃありませんから……」


    　好こう奇き心しん旺おう盛せいすぎる花名さんも、失言をスルーしてはくれない。


    　メロンパンを食べ終えた月つき姫ひさんも、にこにこと私を見つめてくる。


    　これはもう、事細かに話さなければ、誰だれからも許してもらえない気がする。


    「えーっと……私には姉が一人いまして。彼女が、その……いわゆる腐女子と呼ばれている人なんです」


    　おぉ、と目を輝かせる花名さん。涼風は目を丸くして、月姫さんは小首を傾かしげる。


    「腐女子、という言葉を知ったのは、声優になってからですけどね。……その姉に、中学時代からコスプレをさせられていまして……あ、いえ。私も結構好きでやっていたので、させられてた、なんていうことはないんですけども」


    「──ッ」


    「おっと待った涼ちゃん。まずはグッと我が慢まんの子。心鳥ちゃんの話を聞こうじゃないですか」


    　興こう奮ふんしてまた身を乗り出した涼風を、花名さんが押さえてくれる。


    　月姫さんはお茶を飲み終えると、ふっとそっぽを向いて席を立った。どうやら、彼女だけはこの話に興味がないようだ。


    「いえ、話なんて大したことはなくて……。昔から背は高かったので、男装ばかりしていまして。そのおかげでしょうか。女性の視線を浴びることが多くてですね」


    「ほうほう。それで？　心鳥クンはいったいどんなコスプレをしてきたというのかね？」


    　ありもしないメガネをずり上げる仕し草ぐさを見せつけながら、花名さんも身を乗り出す。


    　涼風はおかしなほど頷うなずきまくって、同じく身を乗り出したまま。


    「いえ、その……あまり覚えてなくて……。コ、コスプレ自体は、舞台で着る衣装と大差ありませんでしたし、ポーズや台詞せりふも姉に言われるがままで……」


    「心鳥ぃ……あなた、キャラクターへのリスペクトもなしにただコスチュームを着ていただけなの？　わたしはそれをコスプレと認めるわけには──」


    「お姉と同じこと言ってる!?　涼風、まさかうちのお姉と知り合いなんてことは」


    「ないけど、同どう志しであることは間違いないわね。是ぜ非ひお話しさせていただきたいわ」


    　なんの同志なんだろう。怖こわくて訊きけないし、二人を会わせてはいけない気がする。


    「それで？　なんのコスプレを!?」


    　花はな名なさんからの再びの問いに隠しきれないと悟さとり、覚えている限りの作品名とキャラクター名を言う。


    　花名さんと涼すず風かの表情が、まったく同じに緩ゆるんでいった。


    「写真は？　もちろん撮ったんでしょうね？　残ってるわよね!?」


    　涼風が抑えた声で叫ぶ。


    　花名さんともども、興こう奮ふんしきった顔が怖い。


    「写真は全部実家だよ。姉が管理してるから……別に、自分の写真なんてそんなに欲しいものじゃないでしょ？」


    「心こ鳥とりちゃんって、実家はどこだっけ!?」


    「か、鎌かま倉くらですけど？」


    　噛かみつかんばかりに身を乗り出していた花名さんが、ニンマリと笑う。


    　涼風もようやく落ち着いたのか席に着き、花名さんと顔を見合わせた。


    「やり～、近いじゃな～い。涼すずちゃん、次の日曜はどう？」


    「はい、わたしも心鳥も仕事は入っていません。月つき姫ひさんも大だい丈じよう夫ぶですよね」


    　花名さんに尋たずねる涼風。


    「姫ひめちゃんは仕事はまだないからね。私用については訊いてみないと……あれ、いない。お手洗いかな？」


    「……なんの話ですか？」


    　ひそひそと話す涼風と花名さんに、私の声は届いていなかった。


    「では、花名さんは月姫さんに確認を。わたしは早さつ速そく親おや御ごさんと、お姉さんに連絡を……あ」


    「だからなんの話してんですかってば」


    　二人の内緒話には、まったくもって、嫌いやな予感しかしない。


    「しまった～っ。……あの、花名さん。次の日曜は駄だ目めです。いえ、考えようによってはむしろ好都合かも？　だけどやっぱり、うーん……」


    「どーしたの、涼ちゃん？」


    　二人の悪わる巧だくみを止めなければ後こう悔かいすることになりそうだ。


    「次の日曜は、心鳥の誕生日なんです」


    「……ふぇ？」


    　涼風の言葉に、素すっ頓とん狂きような声をあげてしまう。


    　確かに次の日曜は私の誕生日だけど……私たち今、なんの話をしてたんだっけ？


    　三人で顔を突き合わせ、しばし呆ぼう然ぜんとする。そのタイミングを見計らったかのように、背後から脳天に響くロリータボイスが投げかけられた。


    「心こ鳥とりちゃん心鳥ちゃん。はい、連れて来たの～」


    　席を立っていた月つき姫ひさんが戻ってきた、と振り返ると、そこには見慣れない女生徒が一人。


    　恥ずかしげに俯うつむくその人を見て、涼すず風かが声をあげる。


    「な、中なか島じまさん!?」


    「ほほう。それじゃ、この人が件くだんのアイドル同級生？　おぉ、さすがに可か愛わいい……」


    　花はな名なさんもまだクラスメイトの名前と顔を覚えていないようだった。


    「中島さん……と言うと、私を見てたって言う？」


    　……そうだ。私たちは、私のことを見ている女子がいる、という話をしていたのだった。なのに、なんで私のコスプレの話になったんだっけ。


    　私の悩みなど気にすることもなく、涼風が強い苛いら立だちを見せる。


    「月姫さんっ。どうして彼女を!?」


    「中島さんが、心鳥ちゃんにお話があるみたいだったから。月姫たちがグループで固まりすぎてて、話しかけにくかったんじゃないかと思ったの？」


    　騒ぐ涼風に、事こともなげに言う月姫さん。


    　中島さんは月姫さんの言葉に大きく頷うなずいてから、私を見つめてくる。緊きん張ちようした面おも持もちながら、その大きな目には強い意志が見える。私は、その目に見覚えがあった。


    「……あれ？　私、中島さんとどこかで会ったことありますか？」


    「は、はい！　高たか見み沢ざわさんって、小六のとき【あの夏なつにさようならを】に出演してましたよね!?　あたし、あのとき一緒に出てた島しまです。島由ゆ美み々みっ。覚えてない、かな？」


    　それは、私が子役時代に出演させてもらった連続テレビドラマのタイトル。


    「島？　……えっ、由美々ちゃん!?　そうだ、由美々ちゃんだ！　うわぁ、久しぶり。可愛くなっててわからなかった……あれ、中島って？」


    「やだ、芸名よ芸名っ。本名が中島。今は事務所変わったから、本名で活動してるの！」


    　思わず立ち上がると、中島さんが抱きついてきた。


    　涼風には及ばないものの、かなりの質感がある胸が押しつけられる。


    「久しぶりね、やっぱり心鳥ちゃんだったんだ。珍しい名前だから間違いないと思ってたんだけど、声優だって言うから芸名なのかどうかわかんなくなっちゃって……」


    「私は、昔も今も本名だよ」


    「そうなのね。あぁ、本当に久しぶり。まさか同じ学校に通かよえるなんて夢みたい！」


    　ドラマに出演していたときの記き憶おくが次々とあふれ出てくる。


    　中島さんは、当時から女優業に対して熱心だった。


    「あれ……由美々ちゃんこそ、アイドルって？　確か女優を目指してたんじゃなかったっけ、歌手に路線変更したの？」


    「やだ、由ゆ美み々みちゃんはもうやめて？　由ゆ美み子こね、由美子。もちろん、将来的には女優に戻るつもりよ。でも、歌も好きだから今はＬＩＧで歌手やらせてもらってるの。知ってる？　ラブリーアイドルグループＬＩＧ」


    「う、うん。テレビで、名前は聞いたことあるよ……」


    　申し訳ないことに名前くらいしか知らないけど。


    　ともあれ、納得。アイドルグループから卒業して女優の道へというのはよくあることかも。


    「ふふっ、その様子だと、アイドルには詳しくないみたいね。今度ライブに招待してあげるから、見に来てちょうだい……みんなも！」


    「ありがとう。行かせてもらうね。ねっ、涼すず風か」


    「そ、そうね。ありがたく行かせてもらうわ……」


    　花はな名なさんも、月つき姫ひさんも頷うなずいてくれる。


    　これにて、涼風を悩ませていた視線問題は解決。


    　まさか、私の子役時代の知り合いがいるとは思いもしなかった。


    「それで、心こ鳥とりちゃんは？　なんで子役から声優なの？」


    「え……？」


    　無む邪じや気きな顔を見せてくる由美子ちゃん。


    　視界の端はしに涼風と花名さんが入り込むけど、その表情はわからない。


    「声優から女優を目指さなくても、逆でいいんじゃないの？　ほら、俳優やタレントが声優もするじゃない？　うちのグループでも、声優やらせてもらった子、何人かいるわよ？」


    　確かに、その道もある。


    　特に映画の吹き替えでは俳優やタレントが起用されることが多くて、そのことについてさまざまな議論がされていることも知っている……けど。


    「ううん、私は声優になる。そのために、ここに来たんだ」


    　由美子ちゃんのまん丸な目を見て言う。


    「元もと々もと、女優になるなんて大それたことは考えてなかったんだ。引っ込み思じ案あんだった自分を変えたくて演劇の道に進ませてもらって、演技の楽しさを知って……」


    「だったら、そのまま女優になればいいんじゃないの？」


    「うん。だけど、私は声優っていう仕事に出会った。子役時代が楽しかったように、今は声優の仕事が楽しくて仕方ない。もっともっといろんな役を演じてみたくてたまらないんだよ！」


    　俳優と声優の違いはもちろんある。


    　けど根本的なところでは、どちらにも違いはないと思うのだ。


    　それに今の私に大切なことは、俳優であるとか声優であるとかそんなことではなくて。


    「……………………」


    　涼風の、花名さんの、月姫さんの──仲間たちの顔を見回す。


    　今は、彼女たちと一緒にいたいから。


    「ふぅーん、そうなんだ。声優ってアニメよね？　今は、何か出演してるの？」


    「今は……あぁ、やってるんだけど、少年向けアニメなんだ。日曜の朝にやってる【バーニングファイト・ブレードマン・激闘編】っていうの。見たこと……ないよね、あはは」


    「うーん、ごめんね。それはないけど、今度見てみるわね。楽しみ！」


    「ありがとう。私も、ＬＩＧの出る番組は見るようにするね」


    　屈託なく微ほほ笑えむ由ゆ美み子こちゃんに、私も頷うなずく。


    　その瞬間、予よ鈴れいが食堂に鳴り響いた。


    「いっけない。次の授業、礼れい儀ぎ作法よ？　心こ鳥とりちゃんも一緒でしょ、早く行こう？」


    「うん……あっ、ちょっと待って？」


    　由美子ちゃんに手を引かれるけど、立ち止まって振り返る。


    　彼女を連れて来てくれた月つき姫ひさんが、ニコニコと微笑みかけてくれていた。


    「由美子ちゃんのこと、ありがとうございます、月姫さん」


    「どういたしまして。友達と再会できて良かったの。……由美子ちゃん、月姫ともお友達になってくれたら嬉うれしいの～」


    「えぇ、ありがとう！　よろしくね、月姫さん」


    　握手を求める月姫さんの手をしっかりと握り返す由美子ちゃん。


    　月姫さんは物もの怖おじしない人だなぁ、と改めて思う。そういえば初めて会った日も、みんなこんな風ふうに彼女から声をかけてもらった。花はな名なさんにもいつもリードしてもらっているし……初めて涼すず風かと会ったあの夏の日も、私は受け身だった。


    　私も役者なのだから、もっと積極的にならないといけない。もう、引っ込み思じ案あんだった頃ころの私じゃないから！


    「涼風、花名さんも、行きましょう……あれ、どうかしたんですか？」


    　あからさまに不ふ愉ゆ快かいそうな顔をしてる涼風と、にやにやとちょっとやらしい笑みを浮かべている花名さん。


    「心鳥ぃ？　次の日曜、あなたのご実家に伺うかがわせてもらうことになったから」


    「は？」


    　涼風の声が怖こわい。


    「誕生日なんでしょ？　お祝いを兼かねて、是ぜ非ひともご家族に挨あい拶さつを……あと、写真！　昔の写真をお姉さんに見せてもらうから！　子役時代からコスプレ時代まで、心鳥ちゃんの隅すみ々ずみまで余すところなく拝はい見けんさせていただきます。これ決定事項だからヨロシク！」


    「へ？」


    　花名さんの言ってる意味がよくわからない。


    　わかるのはただひとつ……悪わる巧だくみはすでになされていた、ということ。


    「わぁ、心こ鳥とりちゃんのおうちに行くことになったの？　楽しみなの～」


    「月つき姫ひさんまで何言ってるんですか？　いつ、なんでそんなことになったんですか!?　誰だれか納得のいく説明をしてくださいよ～～！」


    　私の叫びには、誰も耳を貸してはくれなかった。


    



    　その日の夜。日曜に迫る自宅襲しゆう来らいを待つ私に、別口で待っていたものが届いた。


    「ぶっ、分厚っ！　なんですか、これ!?」


    　数す寄き屋やさんから受け取った封ふう筒とうを開けると、四センチはあろうかという紙束が現れる。


    　表紙には【エメラルドタブレッツⅣ─ユニティア騎士団─】の文字。バンザイゲームスから発売予定のロールプレイングゲームの台本だ。


    「お～。これはまたごっついのが来たね～」


    「は、花はな名なさんっ。私、ゲームの収録って初めてなんですけど……こ、こんなにいっぱい喋しやべるなんてっ。いったい何十時間……いえ、何日かかるんですか!?」


    「何ワードあるの？」


    「何ワード？　台詞せりふの数っていうことですか？　え……さぁ？」


    「知ーらないのかーい！」


    　花名さんはその場で一回転してから突っ込みを入れてきた。


    「わぁ、本当に分厚いの……ゲームってこんなにたくさん喋らなくちゃいけないものなの？」


    「なはは、抜き台本じゃないんだから、全部台詞じゃないよ。ほら、アニメ台本と大差ないでしょ？　アドヴェンチャーゲームだとまた少し違うんだけど、これはＲＰＧだからね」


    　台本をぺらぺら捲めくって、月姫さんに解説する花名さん。


    「あぁでも、やっぱ箱はこ書がきは少ないか……箱書きっていうのはこれね。シーン割りと、あらすじとか状じよう況きよう説明が書いてあるとこ。これまでに見せたアニメ台本にも、いっぱい書いてあるでしょ」


    　こくこくと頷うなずく月姫さんの横から、私も台本を覗のぞき見る。


    「……なるほど。台詞は多いページもあるけど、ひとつかふたつしかないページも……ですけど、アニメ台本何冊分ですかこれっ。五冊？　十冊分くらいあるんじゃ……一冊五時間と想定すると、ごっ、五十時間!?」


    「お馬ば鹿か。そんなにかかるわけないでしょう？」


    　呆あきれ声の涼すず風かに、背後から頭をはたかれる。


    「アニメは登場人物全員の演出込みであの時間なんだから……ゲームなら抜き録どりでしょう？　アニメの収録方法とは全然違うのよ。それくらいのこと、わたしでも知ってるわ」


    「そうなの？　……そうなんですか、花名さん」


    「んー、そーだねー」


    　花はな名なさんは台本に夢中のようで、素そっ気けない。


    「だいたい心こ鳥とり、いつの間に【エメラルドタブレッツ】のキャラなんて取ったの？　そんなオーディションがあったなんて聞いてないわよ？」


    「えっと、ボイスサンプル録とったのが先月の頭だったかな。けど、スタジオ審しん査さはしてないんだよ。主要キャラってわけじゃないから、参加する先輩声優さんのオマケで取ってもらったって感じらしくて」


    「もしかして、バーターって言うやつ？　むぅ……それで【エメラルドタブレッツ】のキャラがやれるんなら、わたしもやりたかったわ。シリーズ全部プレイしてるのに……。新作だって楽しみにしてるのにっ」


    　涼すず風かの頬ほおが膨ふくらんでいくけど、ご機き嫌げんを取る方法が思い当たらない。


    　そんな私を見かねたのか、台本を見終えたのか、花名さんがフォローをくれる。


    「心鳥ちゃんに合うキャラしか空あきがなかったんでしょ。……ほら、担当キャラ、美少年エルフみたいだよ？　格かつ好こういい～。心鳥ちゃんにぴったりだと思わない？」


    「……まぁ、合ってるとは思います」


    「ね～。これでまた心鳥ちゃんの美少年キャラ声経歴に箔はくがつくってものでしょ～」


    　花名さんの言葉に、渋々ながらも頷うなずく涼風。


    　台本以外にキャラクターデザイン画もあったようで、全身図や表情集をみんなで眺ながめ見る。リアルタッチの美び麗れいなイラストが目を惹ひいた。


    「ふむふむ。ワード数は……おぉ、六百ちょっとあるよ？　喋しやべり甲が斐いありそ～う」


    「六百!?　アニメのレギュラーキャラでだって三十台詞せりふも喋ったことないのに六百って!?」


    　大だい丈じよう夫ぶ、落ち着こう。確かに多いけど不可能ではない。


    　いや、たとえ不可能ということはあっても、挑戦しないということはないのだから。恐おそれてなどいられない！


    「大変そうなの……でも、心鳥ちゃんなら大丈夫。頑がん張ばってなの～」


    「あ、ありがとうございます、月つき姫ひさん。頑張ります……けど、花名さ～ん。私初めてなんです。なんでもいいのでアドバイスください～」


    　やっぱり不安がわき上がる。


    　私がこれまでに経験したのは、アニメの収録とネットラジオのゲスト出演をほんの数分、ソフトのオーディオコメンタリーが一回。


    　ラジオとコメンタリーは涼風と一緒だったのでなんとかなったが、今回のゲーム収録は一人きり。アニメの抜き録りさえほとんど経験のない私には、未知の世界すぎる。


    「では、この百ひやく戦せん錬れん磨まはななんが、ゲーム収録に対しての心構えをお教えいたしましょう」


    「おっ、お願いします花名先生っ」


    「むふふふふ。では、手取り足取り腰も取り、じっくりたっぷりねっとりと……ってやると、涼すずちゃんに怒られそうなので真ま面じ目めにやります、はい」


    　見れば、涼すず風かが花はな名なさんを睨にらみつけていた。


    「いつかわたしたちの役にも立つことでしょうから、是ぜ非ひとも真面目にやっていただきたいです……ですよね、月つき姫ひさん」


    「はい、はななん先生。お願いしますなの」


    　二人に言われて、ふむ、と鼻を鳴らす花名さん。


    　そして架か空くうの眼鏡めがねを触る仕し草ぐさをして、ぴんと背せ筋すじを伸ばした。


    「は～い、では始めますよ？　皆さん、ちゅうも～く」


    　全員でダイニングテーブルを囲い、私が花名さんの隣へ。


    　涼風と月姫さんが向かい側から身を乗り出して、台本を見る。


    「まずゲームの収録がアニメと決定的に違うのは、先ほど涼ちゃんも言ったとおり、抜き録どりになるということです。抜き録り、またはオンリー録りというのは、一人だけで収録することを言います。またゲームの場合、長なが丁ちよう場ばになるので椅い子すに座って収録することもあります」


    　台本を捲めくっていく花名さん。


    　後ろのほうのページになると、短い台詞せりふの羅ら列れつがあった。これは戦闘シーン用の台詞とのことで、物語の中の台詞とはまた違うものだそうだ。


    　私にとってゲームと言えば、バスケ物か、落ち物、アクション物くらいで、ＲＰＧとかＳＬＧといった時間のかかるものはプレイしたことがない。


    「アニメと違って絵はないので、台本からしかキャラの表情を読み取ることができません。前後の台詞や場面状じよう況きようを考えた上で喋しやべることが重要です。……とはいえ、アニメでも絵がないことはままあるので、いい経験になるでしょう」


    　私は今のところそういうことはないけど、とてもラフな絵や絵コンテしかない場合もあるとは聞いている。


    「また、アニメドラマＣＤと違ってリハーサルテストも、ほとんどの場合ありません。キャラ合わせという、声の最終確認があるくらいです。そして抜き録りだから前後の台詞も読まれない。なので、事前の読み込みが大切なのは言うまでもありません」


    　箱はこ書がきがほとんどない上に、絵もないとなると、想像しにくいところも多い。しかもファンタジー世界のお話なので造ぞう語ごも多く、長いカタカナも多い。


    「読んでも状況がわからなそうなシーンがいくつかありそうなんですが……しかもなんですか、これ？　お、おりは、るこんあ、ろー？」


    「オリハルコンアローよ。少しファンタジーを囓かじってればわかる単語なのにね。あなたはもう少し、こうしたオタク一般常識を養うべきだわ」


    　涼風が呆あきれた顔を見せる。


    「常識って……」


    　けど、私のもうすぐ十六年になる常識の中にオリハルコンアローという言葉はない。


    「月つき姫ひもわからないから、一緒に養っていこうね、心こ鳥とりちゃん」


    「うぅ、ありがとうございます。やっぱり、チームメイトがいるって心強くていいですね」


    「なの～」


    　月姫さんが差し出してくれた手のひらにタッチ。


    「わからない単語があるなら教えてあげるから、わたしに訊ききなさいよね」


    「うん、ありがとう涼すず風か」


    　遠えん慮りよがちに差し出された涼風の手のひらにもタッチ。


    「そうそう。わからなければ、訊いちゃえばいいんです。それでもわからなかったものはチェックしておいて、収録前にスタッフ……ディレクターさんやライターさんに質問します。ぶっちゃけ、なんでも訊いちゃえばいいのでーす」


    「迷めい惑わくがられませんか？」


    「台詞せりふへの質問を迷惑がるスタッフはいませーん。むしろわからないままで収録の流れを止めてしまうほうが迷惑かつ、自分のテンションにも影響が出まーっす」


    「……なんだか変な喋しやべり方になってきたわ」


    　テンションの上がってきた花はな名なさんに、涼風がぼそっと突っ込む。


    　だけど私には、その突っ込みに乗る余裕がない。


    「も、もし、ディレクターさんやライターさんがいなかった場合は？」


    「馬ば鹿かね。いくらなんでも、音響監督しかその場にいないなんてこと……」


    「絶対にないとは言い切れないところが怖こわいでーっす」


    「え！」


    　驚きの声をあげる涼風。月姫さんもぎょっとする。


    「その場合はもう、自分の思ったとおりにやりまーっす！　キャラクターをいただいた時点で、この子はもう自分です。だから自分が思ったように喋るのでぇーっす」


    　それが花名さんがいつも言っている、キャラクターに血を通かよわせる、ということだろう。


    　──以前アニメの収録現場で、リテイク指示されたベテラン声優さんが逆にディレクターに対して自分のキャラクター像を語って、リテイクを取り消してもらっていたことがあった。


    　誰だれにでもできることではない。でも、ベテランだから許されるというわけでもない。キャラクターを自分のものにできていたからこそ、周囲を納得させられたのだろう。


    「声優の世界は、喋れて当たり前、がスタートだからね。収録中にわからない言葉、読めない言葉があるなんて言ごん語ご道どう断だんだよ。たとえそれが、まだ見ぬ世界であってもね」


    　喋り方が戻って、真ま面じ目めになる花名さん。


    「そうよ。その世界に生きてる人にとっては、オリハルコンだってミスリルだって珍しいものじゃないんだから、言葉を詰まらせるわけにはいかないわ」


    「そういうファンタジー語だけど、人間にだって方言やイントネーションの違いはあるんだから、ちょっとした音の違いくらいならキャラ性ってことで許されるだろうしね。駄だ目めなら、後日録とり直しになるだけだよ」


    　オタク一般常識に造ぞう詣けい深い涼すず風かと花はな名なさんの鼻息は荒い。


    「月つき姫ひも早く、ファンタジー世界やＳＦ世界のキャラクターになってみたいの」


    　月姫さんの微ほほ笑えみに、私もほころぶ。


    　演劇の世界とは似て非ひなる声優の世界。私はこの世界で、エルフや美少年になって戦ったり、美少女になって恋をしたり、小動物になって癒いやしや笑いを与えたりしたい。


    「この世界の住人になれるよう、台本をしっかり読んでキャラ作りします！　わからないことがあったら教わりに行きますので、どうぞよろしくお願いいたします！」


    「いつでもどーぞ」


    　花名さんともハイタッチして、みんなで頷うなずき合う。


    　ここにいるみんなとは、同じ気持ちを共有し合える。なんて素す敵てきなんだろう！


    「では、最後にもうひとつ……この六百ワードだけど、たぶん一日で収録しきっちゃうんじゃないかな～と」


    「……え？」


    　全員の視線が、花名さんへ。


    「戦闘用台詞せりふとか短いのも多いし、そもそも普通の一ワードも長くない。ま、ゲームだしね。メッセージウインドウに表示できる文字数なんて、たかが知れてるし……。たぶん、一時間百から百五十ワード目め処どってところじゃないかなぁ。なら、四時間で終わるよね。休きゆう憩けいも入れるとして、五時間ってところかな……六時間取ってもらえたら、超ラッキー！　時間との勝負ってところもあるから、体調万全で向かうのは当然としても体力持じ久きゆう力りよくが必要になるよ。途中で喉のど潰つぶしたり、体力的に持たなくなったりしたら大変だからね？　気合い入れてかかるように！」


    「……は、はい」


    　やっぱり、朝のジョギングを早めに再開しなければならないのかもしれない。


    



    　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊


    



    「ただいま～っと……ふぅ。今日も夕飯、美お味いしかったね、涼風っ」


    　学生寮での夕食を終え、涼風と二人でマンションに戻ってきた。


    　花名さんはネットラジオの収録と、新作オーディションのスタジオ審しん査さ。月姫さんも同行していて、帰宅は早くても九時を過ぎるとのこと。


    「美味しかったわよ。けど、ちょっと食べすぎじゃないの？」


    「涼風が少なすぎるんだよ。よくあれだけで持つよね？　運動してたら、お腹なか空すかない？」


    「私は十分食べてるわ。あなたがそれ以上に食べてるだけで……。まぁ、肥こえなければ問題はないけど」


    「横には伸びないんだよね。縦たてばっかりで……」


    　とはいえ、百七十一センチちょうど。高校女子バスケ選手だとすれば、高くはない。


    　対して涼すず風かは頭とう頂ちよう部が私の目くらいの百六十センチ弱。だけど、胸囲は何段階上になるだろう。


    「……な、何よ？」


    「羨うらやましいなぁと思って」


    「何がよ!?」


    　胸部を見る私の視線を感じたのか、頰ほおを赤らめて叫ぶ涼風。


    「全部だよ。ちょうどいい身長も、大きなバストも、柔らかそうな体つきも、でも太ってないところも、肌は白くてきめ細こまやかだし、髪はすっごく艶つややかでどんな髪型も自在だし、唇くちびるは厚くもなく薄くもなくそれでいて存在感があって、綺き麗れいな瞳ひとみには吸い込まれそうで……」


    　何度見ても見飽あきない、高級感の漂ただよう美少女。


    　私なんて、背ばかりぬぼーっと高くて、手足はにょろーんと長くて、凹おう凸とつの少ないつるーんとした体で、まるで男みたい。


    　児童劇団の舞台でも、女性役より男性役が多かったなぁ。


    　声優業でも、デビュー作こそ女性キャラだったけど、冬クールのレギュラーは男キャラ、そしてこの春のレギュラーも男、今度のゲームでも男キャラ。


    　私、自分の性別に自信なくなってきた……。


    「……っ……」


    　息を呑のんだ涼風に目を向ける。


    「どうかした？」


    「あ、あなたがいきなり変なこと言うからでしょ!?　いつの間にご飯の話から、外見の話になってるのよっ。も、もうちょっと筋すじ道みち立てて話しなさいよね……」


    　確かに変なことを言ったかもしれない。まるで、そのときのノリで口調や態度を変える花はな名なさんのように。


    　ぷいっと顔を逸そらして洗面所へと入って行く涼風を追う。


    　交代で手を洗い、念入りにうがいをし、お風ふ呂ろの栓せんをして自動給湯をセット。


    「はい、オッケーっと。涼風、お風呂先に入っていいよ」


    「あ、ありがと……あのっ、ちょっと長くなる、かも……」


    「そう？　うん、わかった」


    　涼風のお風呂はいつも長い。だから、特に気にすることでもない。


    　私は部屋に戻って部屋着に着替え、ゲーム台本を手に居間のソファにどっかりと座り込む。


    　一いつ朝ちよう一いつ夕せきで体たい得とくできる技術なんてない。何度でも読んで、キャラクターを自分のものにしなくっちゃ！


    



    「……あれ？　涼すず風か、ちょっと遅いかな」


    　気がつけば、もう一時間以上過ぎていた。


    　長いとは言っていたけど、ちょっと長過ぎる？　私はあまり長湯しないほうなので、少し心配になってしまう。


    「涼風？　涼風、大だい丈じよう夫ぶ？　溺おぼれたりしてないよね？」


    　洗面所のドアをノックして、返事は待たずに開ける……と、ちょうど湯上がりで全身ピンクに染まった涼風がいた。


    「──ッ！」


    「あぁ、ごめん。大丈夫ならいいんだ。……さて、それじゃ私も入らせてもらおうかな」


    「まっ、まだ駄だ目め！」


    「え？　……うわっぷ！　えぇ？」


    　涼風が、今まで使っていたフェイスタオルを投げつけてきた。


    「まだこれからすることがあるのよ！　わたしが出て行くまで、大人おとなしく待ってなさい！」


    　両腕でお腹なかを押さえながら叫ぶ涼風……隠すところが違うのではないだろうか。

  


  [image: ]


  
    「髪乾かすのくらい、部屋ですれば……」


    「他にもあるのよ！　顔とか体とか、脚だって……いっ、いいから早く出て行きなさぁい！」


    「はっ、はいはいっ」


    　化粧水の瓶びんを握られたので、慌あわてて逃げ出して戸を閉める。


    　涼すず風かが洗面所から出てきたのは、それから三十分以上も経たってからのことだった。


    



    「ふは～～、気持ち良かった。ねぇ涼風、お風ふ呂ろに何入れたの？　いい匂においがしてリラックスできたよ……あれ？」


    　返事がないと思ったら、涼風はソファでうたた寝をしていた。


    　膝ひざの上には、春クールのレギュラー出演アニメ第六話の台本。そういえばちょうど今夜、第二話が放送される。


    　今夜が二話なのにまだ四話を収録していないとなると、かなりタイトなスケジュールかも。


    「涼風？　寝るならベッドで寝なよ」


    　ふと時計を見ると、十時近い。


    　いつもの涼風ならまだ寝る時間ではないのだけれど、長風呂で疲れたのだろうか。


    　そのせいか、心なしか入浴前よりも肌が綺き麗れいに見える。髪の毛の色艶つやも良く、まつげも張りがあってつけまつげなどなくても目元の印象が強い。


    　いつ見ても、何度見ても、涼風は美少女だと思う。


    　……そしてやっぱり、寝起きさえ良ければな、とも。


    「涼風……涼風？　ほら、ベッドで寝たほうが楽だよ？　ちょっとだけ起きて、部屋に戻ろう？」


    「ん……うん……もうちょっとぉ……」


    「何がもうちょっと？　ねぇ涼風っ。すーずーかーってば……」


    　ふと、月つき姫ひさんが涼風の目を覚まさせたときのことを思い出す。


    　大声を出したりはせず、優やさしく穏やかに声をかけていた。


    　それで起きてくれるなら、そのほうがいい。


    「そういえば、二人ともまだ帰ってきてない……ん？」


    　涼風に腕を掴つかまれていた。


    「あぁ、起きた？　……どうする？　もう寝る？　それとも……涼風？」


    「むにゃ……お休みするぅ……んむ、むにゅ……んぅん……」


    「はいはい。それじゃ部屋に戻ろう？　立てる？」


    「ん──」


    　両手を突き出して、だっこして？　のポーズ。


    「子どもじゃないんだから、自分で歩いてよ。ほら、引っ張るよ？」


    「や──！　ピヨピヨだっこぉ！」


    　しまった。これ、頭の中は寝てる状態だ。


    「ピヨぉ～、だっこぉ……むにゅ、んん……ピョピョ～～……」


    「も～～！　その呼び方恥ずかしいってばっ。二人に聞かれたら──」


    　ガチャンッと玄関の鍵かぎが回り、勢いよくドアが開かれた。


    「たっだいまー！　神かん崎ざき花はな名なあーんど恵え比び寿す月つき姫ひ、ただいま帰宅いたしました～！」


    　花名さんの声に合わせて、頭の中で血の気が引く音が聞こえた。


    　その隙すきを突かれ、涼すず風かに抱き寄せられてしまう。


    「わっ、とっ、おっ……すっ、すずっ、か!?」


    　気持ち良さそうにとろけた目が、嬉うれしそうに微ほほ笑えむ口元が、甘い吐と息いきが、温かく柔らかな肌が、染しみ込んでくる鼓こ動どうが、私を酷ひどく惑まどわせる。


    「やー、遅くなっちゃったー。けど、いい仕事できたよね姫ひめちゃん」


    「うんっ」


    　涼風の顔を目の前にしながら、歩み寄ってくる花名さんたちの声と足音を聞く。


    「ん、んん～～……ピヨピヨぉ……んふふ、だっこぉ……ぎゅ～～」


    「あぁもうっ、涼風っ、涼風ってば！　起きてよ～～！」


    「あぁん、駄だ目めピヨぉ、一緒に寝るぅ……んふふ、ピヨピヨと一緒ぉ……ピョ～～」


    　今すぐこのプリッとした唇くちびるを塞ふさぎたい！


    　……しかし、時すでに遅し。


    「あぁ、いたいた。たっだいま～！　ねぇちょっと聞いてよ。姫ちゃんってホント、演技に入るとすご……あ」


    　涼風の顔越しに、花名さんと目が合う。


    　顔から火が出るのがわかった。


    「はっ、花名さんっ、今のは……っ」


    「おっ、お邪じや魔まだった!?　ごめ……っ」


    　私たちの声が被かぶる。


    　そしてお互い、首を傾かしげる。


    「お邪魔って？」


    「今のはって？」


    　見れば、花名さんもずいぶんと朱あかい顔をしている。何な故ぜだろう。


    「……あら、涼すずちゃんおねむなの？」


    　月姫さんが気づいて寄ってくる。


    　いけない。涼風はまだ寝ぼけてる！


    　ここは涼風を抱っこして部屋へ逃走。しかる後に寝ぼすけ対策を……って、この体勢から涼風を抱き上げるのがまず無理！


    「ふふっ、甘えちゃって可か愛わいいの。涼すずちゃんって、本当に心こ鳥とりちゃんのことが大好きなのね」


    「い、いえ、そんなことは……ただ寝ぼけてるだけですからっ。ほら涼すず風か、二人とも帰ってきたから、一度起きてよ～、ちゃんと起きてよ～」


    「んん、んぁ～ん。寝るぅ……寝るのぉ、ピヨピヨと一緒に──」


    「わ──!!　うわああああ!!　すっ、涼風!?　な、何を寝ぼけて……小鳥ちゃんの夢でも見てって、私のことじゃなくて小鳥です小鳥っ、ピヨピヨ鳴く鳥のほうですよ、あははははは！」


    　言い訳にさえなってない気がする。


    「あぅん……うるさいピョ～～……んん、ピヨピヨぉ、抱っこぉ……んふっ」


    　終わった──。


    　抱きつかれてピヨピヨ言われたら、それが私のことだとわかるだろう。


    　この図ずう体たいでそんな風ふうに呼ばれているだなんて、いい笑いものだ……。


    「涼ちゃんってば可愛いの。でも、心鳥ちゃんが困ってるから、そろそろ離してあげて？　ゆっくりとベッドで寝ましょうね？」


    「んぅう、一緒に寝るのぉ……一緒ぉ……んむんむ……」


    　月つき姫ひさんの言葉でも起きる気配がない。


    　鎖さ骨こつあたりに口元を押しつけて、ふるふると顔を揺すってくる。こそばゆいけど、もう好きにすればいい。


    「うーん、どうしても一緒に寝たいみたいなの。心鳥ちゃん。一緒に寝てあげられる？」


    「一緒にって！　何言ってるんですか月姫さんっ。私と涼風は毎晩一緒に寝てるわけじゃないですよ!?　そりゃ、今までにそういうことがなかったとは言いません、けど……あれ？　あの、笑わないんですか？」


    「何をなの？」


    　きょとんとする月姫さん。


    　花はな名なさんを見ると、訳知り顔で肩をすくめた。


    「笑うって……涼ちゃんの甘えん坊ぶりのこと？　それとも、心鳥ちゃんのことを寝ぼけてピヨピヨ呼んでること？」


    「ひい！」


    　聞かれてた!?　もうとっくにバレてたなんて。


    「別に笑わないよ……って言うか、もう二日目の朝から聞こえてたし。もちろん今朝も」


    　花名さんは、Ｖサインをしながらニカッと笑う。


    「可愛い呼び方なんだから、おかしくなんてないの。でも、こう寝ぼけてると……あぁもう、涼ちゃんってば仕方ないの。これはもう諦あきらめるしかないの～」


    　月姫さんは涼風を起こすのをあっさりと諦めて、小走りでダイニングから離れていった。


    　二人のあっけらかんとした態度を見ても、私は恥ずかしさに身み悶もだえる。


    「うぅ……聞かれてたなんて……」


    「あたし、耳いいんだよね。だから、心こ鳥とりちゃんたちの朝のやりとりは、聞き耳立ててなくてもだいたい聞こえてたんだ。だからぁ……心鳥ちゃんがピヨピヨ言われるのを嫌いやがってる割りに、ちょっと嬉うれしそうな声こわ色いろになってるのもばっちり聞こえてるよっ、てへ！」


    「うっ、嬉しそうなんてことないですよ!?」


    「はいはい、わかってますって。だから今まで突っ込んだりしなかったでしょ？　それに、涼すずちゃん専用の愛称なんだろうから、そう呼ぶのは我が慢まんしてるし……駄だ目めなんでしょ？」


    　物欲しそうな顔をする花はな名なさん、だけど。


    「駄目ですっ、駄目駄目っ……涼すず風かだって、起きてるときにはもう絶対言わないんですからっ」


    「ほほう。もう、ということは、前にはそう呼んでたんだ」


    　大失しつ言げん！


    「やっぱ、同居経験のある二人は仲良し度が違うね～。いいなぁ、あたしも専用の愛称で呼ぶ相手欲しい～。ぶっちゃけ嫁欲しい～」


    「そんなんじゃっ……違うんですっ、これは、前に二人暮らししてた時にちょっと喧けん嘩かして、その時、涼風がそんな呼び方して、笑っちゃって……んぐえ！　す、涼風っ、苦しいっ」


    　涼風の腕の力が増した。


    「うーるーさぁい！　ピヨピヨっ、もう仲直りしたんだから怒んないでよ──！」


    「怒ってないってば！　いつまで寝ぼけてるのさ！　いい加か減げん、怒るよ!?」


    「んぅうううっ、ピヨピヨの馬ば鹿かぁ……もう……大……すぅ～～……くぅ～～、んす～～ぅ」


    　本当に寝てるのか!?　寝てるのか!?　わざと言ってるんじゃないだろうか。


    「喧嘩したのに、今ではこの仲良しっぷり……そういうの、羨うらやましいなぁ」


    「なんですか、そういうのってっ」


    　喧嘩したことが、だろうか。花名さんはおかしなことを言う人だ。


    「……さて、いつまでもこうしてても仕方ないね。涼ちゃんを寝かせてあげないと」


    「ですから、起こすしかないじゃないですか。言っておきますけど、抱き上げて運ぶなんて真ま似ねはできませんよ？　寝てる人間って重いんですからね？」


    「そっかー。あたしには無理だけど、心鳥ちゃんならできるかと思った」


    　あっけらかんと言う花名さん。


    「できませんっ。しかも、涼風は二段ベッドの上ですから、とてもじゃないですけど運び上げたりできませんよ？」


    「そーだねー。じゃあ、ここでみんなで一緒に寝ようか！」


    　花名さんはまたも笑ってＶサイン。


    「は～い、お待たせなの。お布ふ団とん持ってきたの～」


    「…………はぁ!?」


    　花はな名なさんの提案を見抜いていたかのように、月つき姫ひさんが布ふ団とんをかついでくる。


    　よっしゃーと叫びつつ、花名さんがソファをどかし、テーブルをどかし、あっという間に布団を敷くスペースを作る。


    「ほらほら、お二人はこちらにどーぞ？　っていうか、退どいてくれないとそのソファ動かせないよ。ほらほら、早くっ……少しくらいなら、抱きかかえられるでしょ？」


    　動き出してしまった花名さんを止めることはできない。


    　てきぱきと布団を用意する花名さんと月姫さんを眺ながめつつ、涼すず風かを抱かかえて横になる。


    「さぁ姫ひめちゃん。あたしたちもぱぱーっとお風ふ呂ろ入って、早くみんなで一緒に寝よう！」


    「うんっ。みんなで寝るの、修学旅行みたいで楽しそうなの」


    　髪のリボンをほどきながら、月姫さんが愛らしく微ほほ笑えむ。


    　同じように、花名さんも髪ゴムを引き抜いた。


    「それじゃ、心こ鳥とりちゃん。あたしたちお風呂入ってくるけど、出るまで起きててくれる？　それとも、もう寝ちゃってるかな？」


    「……こんな体勢じゃ寝られませんよ」


    　なはは、と笑いながら脱衣所に消えていく花名さんと月姫さんを見て、ホッと一息。


    　これで、またしばらくは二人きり。涼風がどんなに寝ぼけても構わない。いや、もうバレてしまったのだから気にしなくても……いやいや、やっぱりあの呼ばれ方は恥ずかしい。


    「それにしても、花名さんはともかく、月姫さんものりがいいな……花名さんが移ったかな」


    　小さな寝息をたてる涼風に聞かせるように呟つぶやく。もちろん答えは返ってこない。


    　思えば、二人は最初から息が合っていた気がする。仲良くなるまで時間がかかった私と涼風とは大違いだ。


    「むにゅ～、んん……んふ、んふふ……ピヨぉ～……んん、ピョ、ピョ～……」


    「はいはい。ピヨピヨだよ～……まったくもう、普段もこれくらい可か愛わいければね」


    　花名さんに見透すかされていたとおり、私は寝ぼけてる涼風が嫌いじゃない。むしろ、すごく可愛いと思ってる。


    　ただしそれは、起こさなくて良ければ、ということ。


    　つまり、今。


    「おやすみ、涼風」


    　誰だれにも聞こえないように、囁ささやいた。
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    ｔａｋｅ．３　城き戸ど涼すず風か


    



    　日曜日。朝早くの電車に乗って、一時間少々。鎌かま倉くらにある心こ鳥とりの実家にお邪じや魔まする。


    　中学時代のコスプレ写真を見せてもらう、という不純な動機だったにもかかわらずご家族の歓かん待たいを受け、お昼には鎌倉野菜と生しらすをふんだんに使った食事をいただき、帰るにはまだ早いと引き留められつつも、おみやげにと有名なサブレーを持たせていただいた。


    　最初は恥ずかしがっていた心鳥だったけどまんざら悪い気分でもなかったようで、帰り道では鼻歌交まじりで古都鎌倉の街並みを案内してくれた。


    　わたし──城戸涼風の故こ郷きようは、石いし川かわ県の古都金かな沢ざわ。街の風景は違えども古都の雰囲気に同じものが感じられて、心がほんのりと温かくなる。


    　わたしと心鳥の心の根っこには、似たものが流れているのかもしれない、なんて……。


    「あの、涼風？　ごめんね？」


    「…………はい？」


    　車窓から、離れ行く鎌倉の景色を眺ながめていたわたしに、ボックス席で隣に座る心鳥が恐おそる恐おそる声をかけてくる。だけど、いきなり謝られる意味がわからなくて、ちょっとムッとする。


    「わざわざ来てもらったのに、なんだか呆あきれさせちゃったみたいで……あ。それとも帰り道で歩きすぎた？　ごめんね、大おお川かわ軒けんのレーズンサンドはどうしても買いたくて……。すっごく美お味いしいんだよこれ。帰ったら食べようね？」


    「おうちにお邪魔したいって言ったのはわたしのほうだし、呆れるどころか堪たん能のうさせてもらったわ。それに、美味しいスイーツを買うためなら何十キロでも歩いてあげる。レーズンサンドもサブレーも、ちゃんと美味しくいただくから安心しなさい」


    　大きく息を吐はいて安あん[image: ]どする心鳥。この子は何な故ぜ、わたしが不ふ機き嫌げんでいるなどと思うのかしら。


    　生せい家かに来させてもらえて、ご家族に挨あい拶さつさせてもらえて、愛蔵のぬいぐるみコレクションも見させてもらえた。そして最大の目的だった中学時代のコスプレ写真を大量に見させてもらえて、なおかつ劇団に所属してた小学生時代の舞台映像も見せてもらえて、ご馳ち走そうをいただいてお土産みやげもいただいて、土地の案内までしてもらって、もう少しゆっくりとしていきたいと思っているだけなのに、どうして!?


    「いやホント、堪能させてもらったよね～。心鳥ちゃんのコスプレ、どれもこれも完成度高くてびっくり。確かにあれは、作品ごとの女性ファンの目は釘づけになるよね～……しかも衣装のほとんどをお姉さんが作ったっていうんだから、びっくり二乗だよ」


    「恐きよう縮しゆくです。姉は昔から裁さい縫ほうが得意でして……ぬいぐるみを作るのも上じよう手ずなんですよ！」


    　心鳥が私から目を逸そらし、花はな名なさんに向いた。そのすらりとした鼻を摘つまんで、こちらに向けさせたくなる。


    「ヌイグルミって、心こ鳥とりちゃんのベッドに置いてある可愛かわいいやつ？　市販品じゃないな～と思ったけど、あれもお姉さんが作ったんだ？」


    「そうなんです。私のお気に入り、ピヨ子とネコ子とクマ子です！　抱き心地最高ですよ！」


    「その単純明快な名前も可愛いね。今度、抱かせてもらってもいい？」


    「どうぞどうぞ。ピヨ子たちも喜ぶと思います」


    　花はな名なさんに褒ほめられて破顔する心鳥。


    　わたしだって、花名さんみたいに心鳥を笑顔にしたいと思ってるのに……。


    「涼すず風かはピヨ子が好きなんです。だから今、姉に頼んでピヨ子マークツーを作ってもらってるんですよ。ねー、涼風。できあがるのが楽しみだよねっ」


    「そ、そうだけど、いちいち言わなくてもいいでしょ？　と言うか、マークツーって何よ。もうちょっと可愛い名前にしなさいよ！」


    「えぇ？　じゃ、じゃあ、二代目とか……ふがぁ!?」


    「可愛くなーいっ」


    　思わずカッとして、心鳥の鼻を摘つまむ。


    「い、いひゃいよ涼風ぁ～、はにゃ取れひゃうよ～～」


    「まったくもうっ……」


    　どうしていつもこうなっちゃうのかしら。


    　その答えはわからないけど、心鳥の鼻はいつものように摘みやすくて、指先に心地よかった。


    



    「よしよし、開場までまだ三十分以上ある。余裕で間に合ったね！」


    　花名さんの提案で、早めに着いた帰路。


    　寄り道した駅のロッカーに荷物を預け、身軽になって訪れたのはオールスタンディングでおよそ千人が収容可能な有名ライブハウス・ソリッドルーム。


    　今日ここで、声優ユニット・ＹＯＵ‐ＳＹＵのセカンドライブが開催される。


    「あたしから心鳥ちゃんへの誕生日プレゼント……って言えれば良かったんだけど、チケットは頂いただきものです、てへっ」


    　心鳥の家でもう少しゆっくりしていたかったのに、早めに帰って来た理由。それが、このライブだった。


    「バックステージパスはないのでＹＯＵ‐ＳＹＵのお二人にご挨あい拶さつにはいけませんが、その分、しっかりとライブを楽しんで盛り上げましょう。そしてっ、しっかりと勉強もしましょう。あたしたちもいずれ、こうしたライブを開くことになりますのでねっ、ね～っ！」


    　そう。これまではただお客として見るだけだったライブだけど、遠からずわたしも……わたしたちも見られる側になる。


    　さすがは花名さん、おちゃらけているようでしっかりと引き締めることを言ってくれる。


    「私、声優さんのライブって初めてです。今日はうちに来てもらったり、ライブが見られたり、賑にぎやかな誕生日になってくれて嬉うれしいです！」


    「ふふっ、良かったの。……ところでね？　月つき姫ひはライブ自体初めてなの……この、ライブってコンサートとは違うものなの？」


    　月姫さんに尋たずねられた心こ鳥とりは、案あんの定じよう首を傾かしげる。


    「意味は同じだよ。ま、今日はライブハウスでやるからライブってことで」


    　花はな名なさんの大ざっぱな説明に頷うなずく二人。たわいない話をするわたしたちの横を、同じライブに向かうのだろう人々の群れが横切っていく。


    「さっ。あたしたちも早く入ろう？　おっと、先にサイリウム買わなくちゃ。タオルもっ。みんな、急いで急いで！」


    　月姫さんの手を取り、小走りで駆かけ出す花名さん。


    「待ってくださいよ、花名さん、月姫さんっ……あ」


    　その後を追おうとした心鳥が、慌あわてて振り返り……手を差し出してくる。


    「行こう、涼すず風かっ」


    「……はいはい」


    　まだ慌てるような時間じゃない。


    　ソリッドルームなら何度か来たことがあるので、物ぶつ販ぱんの混み具合も予想できる。ここからなら、のんびり歩いていても間に合うはず。


    「涼風はライブやイベントにも詳しいんだよね？　もう何度も見に行ってるんでしょ？」


    「そうね。ＹＯＵ‐ＳＹＵさんのライブは初めてだけど、他の人のライブには何回かね。ここにも来たことがあるわ」


    「そうなんだ。じゃあ、もし迷子になっても安心だね」


    「わたしと一緒にいればね？　だから、一人でどこか行かないように注意しなさい」


    「うんっ」


    　わたしよりずっと背は高いのに、まるで子どものように笑う心鳥。


    　その細く長い指が離れないよう、一本一本絡からめて握ろうとする……けど。


    「涼風、今日はうちに遊びに来てくれてありがとう」


    「だ、だからそれは……」


    　あまり喜ばれると、自分の不純さを責められている気になっちゃうじゃないの。


    　心鳥の無む垢くな笑顔が眩しくて、握る手に力を込めるだけで、指は絡められなかった。


    「中学のときの写真とか、劇団の頃ころの写真見られるのなんて恥ずかしかったけど、楽しかった」


    「……馬ば鹿かね。わたしたちはこれからいっぱい写真を撮られて、映像も残されていくんだから、人に見られるのを恥ずかしがる余裕なんてないのよ？」


    「だって、子どもの頃の写真や映像だよ？」


    「いつのものでもよ。わたしだって中学時代の映像がまだネット上にあるんだから、あなたのももっと露ろ出しゆつするくらいでいいの」


    「涼すず風かは、自分が好きでコロコロ動画にアップしたんじゃないか」


    「あなただって、好きで子役をしていたんでしょう？　コスプレだって、どの写真を見てもノリノリだったじゃないの」


    「ノリノリだなんてことはっ……あぁでも、そうだったかも」


    「そうって？」


    　肯定するとは意外だわ。


    「コスプレをさせてもらってたおかげで、演じることの楽しさを忘れずにすんだっていうことはあるかも、と思ってさ」


    「……なるほど」


    　そのおかげで声優の道を進んでいるのだとしたら、わたしはお姉さんに感謝しなければならないわね。


    　そんな思いはおくびにも出さず、ただ握った手に力を込める。


    「おーい、心こ鳥とりちゃん、涼すずちゃん、早く早く～！」


    　よく通る声で叫ぶ花はな名なさんに、通りすがった人たちまで目を向ける。


    　一瞬、その視線が恥ずかしく思えてしまったことを、はーいと即答する心鳥に悟さとられないようにしないといけない。


    「ほら行こう、涼風。ライブのこと、色々と教えてよね」


    「えぇ」


    　見る側のことなら、なんでも教えてあげるわ。


    　見られる側のことは、これから一緒に学んでいきましょう。


    　わたしと心鳥、月つき姫ひさんと花名さんの四人で始める女子高生声優ユニット・フォーチューンで！


    



    　今日はたくさん汗をかいたので、スキンケアもヘアケアもいつもより念入りにした。


    　自分だけではなくて心鳥の面倒まで見ていたから、気づけばもう日付が変わろうという時間。ようやく寝支じ度たくをすませて自分のデスクに着いて、ホッと一息。


    　だけど、まだあまり眠くない。ライブの興こう奮ふんが残ったままなのね。


    　あんなに興奮したのに、心鳥はもう深い深い夢の中……健康的で羨うらやましい。


    「……そういえば、ライブに行ったのも久しぶりね」


    　前に見たのは去年末。大人気声優、風かぜ樹き蘭ら々らライブツアー・東京公演ファイナル。


    　まだ金かな沢ざわの実家に住んでいたとき、【ライト・ウインド・オーケストラ】の収録で東京に出て来たのとタイミングを合わせて見に行った。


    　以来四か月ぶり……以前は三か月とおかず、声優のライブやアニメのイベントに足を運んでいたのに。


    　ここのところ引っ越しに同居に入学にと立て込んでいたから。特に四月からは慌あわただしくも楽しい日々が続いていたので、外出する時間がなかなか取れなかった。


    　それなのに今日は、心こ鳥とりの実家に行った後でライブ。なかなか濃厚な一日だった。


    　おかげで心鳥は帰宅して早々、レーズンサンドを食べることなく就寝。


    　夜遅くに甘いものを食べるのはよろしくないから、わたしも今日は我が慢まんしておく。疲れているから甘いものを、なんて自分を騙だますのが体のたるみへの第一歩なのよ。


    　心鳥のようにどれだけ食べてもスリムな体型を維持できる、なんて便利な体じゃないんだから、ちゃんと節制しないとね。


    　……なんて、甘いもののことを考えていると我慢できなくなるのでやめ。


    　今日のライブのことを思い返すほうがいいわよね。


    　オメガ・セブン所属の若手人気声優、大おお倉くら優ゆうと岩いわ原はら秋あき奈なの二人組ユニットＹＯＵ‐ＳＹＵ。ファーストアルバムを引っさげてのセカンドライブで千人規模の集客。


    　アルバムに収録された全曲と、ここ最近それぞれが出演したアニメの主題歌を二曲ずつの全十六曲、プラスアンコール二曲という構成。


    　もちろんわたしはこのアルバムを持っているし、彼女たちが出演したアニメ四作品中三作品は見ていたので、その主題歌もバッチリ覚えていた。


    　というか、大倉優さんとは【ライト・ウインド・オーケストラ】でご一緒させていただいて、作品主題歌を歌ってもらえたので、そのときのわたしはテンションマックスだったのだけど。


    　このライブに行くことになって急きゆう遽きよアルバムを聴かせただけの心鳥も、やはり自分が出演した作品の主題歌は覚えていたようで、このときばかりは跳とび上がって喜んでいたっけ。


    　やっぱりライブでは、知っている曲を歌ってもらえると盛り上がる。


    　……いいえ。それはきっと、ライブに限った話ではないのでしょうけど。


    　中学時代、コロコロ動画にアップした〝歌ってみた〟動画も、知名度が高い曲ほど再生数が多かった。今、まだ残してある動画を見ても、その順位は変わっていない。


    　もっとも、再生数そのものはさほど多くはない。当時わたしは頑かたくなにアニソンばかり歌っていて、コロコロ動画内で人気のある楽曲には手を出さなかったから。


    　自前のノートＰＣを開き、一番多く再生されている自分の動画を開いてみる。


    「……当たり前だけど、プロの歌とは比べるべくもないわね。自分では自信満々のつもりだったけど、まだ恥じらいが見える……こんな出来でいきがってたなんて恥ずかしいわ」


    　今日、プロのステージを見てきたばかりだからか、過去の自分の稚ち拙せつさが悲しい。


    　しかもこの動画はちゃんとした音楽スタジオで歌録どりをしているし、曲はスタジオミュージシャンに演奏していただいたもの。わたし以外のクオリティが高いことが、余計にあらを目立たせることになっている。


    　さらに恥ずかしいのは、ここ半年ほどの新しいコメント。わたしが声優デビューしたことを知ったユーザーからのお祝いコメントが、嬉うれしくも恥ずかしい。


    「うぅ……心こ鳥とりには偉そうに言ったけど、やっぱり恥ずかしいものは恥ずかしいわね……」


    　声優デビューしたときに再生数上位十曲だけを残して後は削さく除じよしたのだけれど、今改めて見るとすべて消したくなってしまう。


    　だけど、この動画を見てくれたセレスティアル・エンタテインメントのスタッフから【ライト・ウインド・オーケストラ】オーディションの誘いを受けたことがきっかけで、声優への道が開けた。


    　未熟な出来だけど、わたしにとってはとても大切な動画だわ。


    　もしかしたら、見てくれている人たちにも大切に思ってもらえているかもしれないじゃない。わたしだって、気に入っていた動画がなくなっていたら寂さびしいもの。


    「そうよね」


    　だから、動画は消さずにノートＰＣを閉じる。


    　過去のものだからといって、恥ずかしがる必要なんてない。この動画を良いか悪いか判断するのは見てくれる人たちであって、わたしじゃない。


    　プロ声優になったからには人に見られるのを恥ずかしがる余裕なんてない。


    　今後はもっと、恥ずかしくない歌を披ひ露ろうできるようにならなければ。


    　わたしは声優だけどそれと同じくらいに、いえそれ以上に歌うことが好き。歌とともに生き、歌とともに死す。今さらなんのためらいがあると言うのかしら。


    　声優ユニット・フォーチューン、そしてアニメ作品【天てん空くうのフォーチューン】をいただけて何が嬉しいかと言えば、歌の豊富さにほかならない。


    　オープニング、エンディングテーマは元より、劇中歌がキャラクター別に二曲、合唱で六曲もあるという素す晴ばらしさ。


    　残念ながらまだ作詞も作曲もできていないようだけど、早く歌いたくて仕方ない。


    　より良く歌うための練習も、もっともっとしなくちゃいけないわよね！
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    「うーん……やっぱり歌って難しいよね……」


    　放課後。ホームルームが終わると同時に飛び出していった花はな名なさんを教室で待っていると、心鳥が不意にぼやいた。


    　歌が難しい、苦手だと言う心鳥だけれど、一般的な高校一年生に比べれば十分歌唱力はある。だけど、わたしたちはプロの声優として、一般的な、というレベルと比べてはならない。もっと自分たちに厳しくなくてはならないはず。


    「歌どころか、今日はリズムトレーニング中心だったじゃないの。それなのにあんなにトチってたら、この先が思いやられるわ……。ダンスが得意だなんて、聞いて呆あきれるわね」


    「うぅ、酷ひどいよ涼すず風か。慰なぐさめてよ」


    　肩を落とす心こ鳥とり。だけど、心を鬼にしなければならない時もある。


    「ユニットで一緒にやっていくのだから、あなたがヘマをすればわたしたち全員の失敗になるのよ？　慰めるだなんてとんでもない、まだまだお説教が足たりないわ」


    「あう～～」


    　凹へこみまくる心鳥に倣ならって、月つき姫ひさんも首を垂れる。


    「ごめんなさい。月姫も歌うの下へ手たっぴだから、涼すずちゃんとはななんの足引っ張っちゃうの……」


    「い、いえ。月姫さんは確実に上達していますよ。ですから、もっと練習をしていけばきっと大だい丈じよう夫ぶです」


    　困ったことに、月姫さんは心鳥よりもミスが多い。というより、歌うことそのものにまだ慣れていない。聞けば、カラオケさえあまり行ったことがなかったというから驚くよりほかにない。


    　だからといって心鳥と同じように説教するには、月姫さんはいたいけすぎる。


    「……えこひいき」


    「するわよ、当たり前でしょ」


    「心鳥ちゃんも頑がん張ばってるの。月姫ももっともっと頑張るから……」


    　歩み寄っていた月姫さんが、不安げな顔を見せる。それがあまりに可愛かわいらしくて、つい、いつも花はな名なさんがしているように月姫さんを抱き締めてしまう。


    　普段ツインテにしてることが多い月姫さんが今日はレアなポニテモードだから、一層愛らしく感じられる。


    「大丈夫ですっ、月姫さんは頑張っていますからっ」


    「むぎゅー」


    　この、むぎゅーがたまらない……すぐに月姫さんを抱き締める花名さんの気持ちがわかる。


    「ん～っぷはぁ！　……ねぇねぇ、涼ちゃんはどうしてそんなに歌が上じよう手ずなの？　いっぱい練習したの？」


    「そうですね、自分では結構してきたつもりです。小学生の頃ころからボイストレーニングもボーカルトレーニングもしてきました。近くに、そうした私塾がありましたので」


    「わぁすごいね。それじゃ、小学生のときにはもう声優になるつもりだったの？」


    「声優もですけど、幼い頃はまずアイドルが目標でしたね。それからアニメを知って、アニソンを知って、歌って踊れる声優になろうと決めたのは五年生くらいだったかと」


    「五年生？　……月姫、その頃は家の手伝いで忙しかったの」


    「それは、ご家族思いで素す敵てきじゃないですか」


    　しょんぼりする月つき姫ひさんを抱き締める。


    　自分のことにばかり夢中で、家事手伝いをしたことのないわたしのほうがよほど情けない。


    「ねぇ？　心こ鳥とりちゃんは、自分から子役になろうって思ったの？」


    　わたしの腕の中で、心鳥に目を向ける月姫さん。


    「いえいえ、とんでもない。幼い頃ころはとても引っ込み思じ案あんだったので、親に連れられて……。小二から初めて、人前に立てるようになったのは五年生になってからでした」


    「ふふっ、二人とも同じくらいにこの道に進み始めたのね。……そして、はななんは四年生からもうプロの声優になってる。うーん、やっぱり月姫だけすごく出遅れてるの。みんなの二倍三倍練習しないといけないの～～」


    「そ、そうかもしれませんけど……私だってまだまだですよ！　それに、月姫さんは声優として声も演技もとても魅力的ですから！」


    　しょげる月姫さんに、ガッツポーズを見せる心鳥。わたしも合わせて頷うなずく。


    「そうですよ。歌についても、月姫さんは飲み込みが早いと思います。心鳥と違って一度注意されたところはすぐに直るじゃないですか」


    　慰なぐさめではなく、本心から思う。


    　確かに月姫さんはまだ歌唱力に未熟な部分が多いけれど、驚くほど上達が早い。


    　うかうかしているとあっと言う間に技術面で追い抜かれそうな気がするわ。


    「今日のリズムの授業でだって、私よりコツを掴つかむのが上じよう手ずでしたし……」


    　心鳥がため息を漏もらしながらぼやく。


    「あなたはコツを摑むのが下へ手たと言うか、勘かんが悪いのかしら……ダンスは得意なのに、どうしてリズムを取るのが下手なのよ」


    「どうしてと言われても……ダンスだけなら体が動いてくれるんだけど、歌を歌いながらってなると、なんだかよくわからなくって」


    　わたしは、歌で最も大切なのはリズム感だと思っている。


    　同じくリズム感が重要なダンスにおいて、心鳥は類たぐい希まれな才能を持っている……なのに、どうして歌唱になると途端にリズム感がなくなるのかしら。


    「……わからないなら、わかるまで練習するしかないわね」


    「そうだね！　今日は仕事ないんだから、いっぱい練習を……どうやってやればいいのかな」


    　心鳥が首を傾かしげる。釣られるように、月姫さんも小首を傾げた。


    「無闇に歌うだけでは駄だ目めね。ちゃんとリズムを意識した練習をしないと……とにかく、花はな名なさんが戻ってきたら相談しましょう。校内のレッスンスタジオを借りるか、それともカラオケボックスに行って……」


    「おーっ待たせ──！」


    　タイミング良く花はな名なさんが戻ってきた。


    　わたしの腕の中で大人おとなしくしていた月つき姫ひさんが、まるで磁石のように花名さんに吸い寄せられていく。


    「はななん、おかえりなの～」


    「ただいま姫ひめちゃん、五分ぶり～～ぅりゃあ！」


    「むぎゅ──っ」


    　わたしのときよりワントーン高い……今日もいいむぎゅーいただきました。


    「ずいぶん慌あわててましたね、花名さん、そんなにトイレ近かったんですか？」


    「お馬ば鹿かっ。そうだとしても、そういうことを言わないのっ」


    　乙おと女めチックな小物やぬいぐるみが好きな割りに、言動のところどころが下品……というか男子っぽいのが心こ鳥とりの悪い部分だと思う。


    　それを気にしないでケラケラ笑う花名さんもどうかと思うけど。


    「いやね？　せっかく今日はみんな仕事ないから、補習授業しようかと思ってスタジオ借りてきたんだ～。さぁ行こう、すぐ行こう、みんなでリズムトレーニングしよう。グループでグルーヴを高めようぜぃ、いぇいいぇい」


    「いぇいいぇいって、いきなりそんな……って、あら？　花名さん、今のわたしたちの話、聞いて……るわけないですよね」


    　花名さんの行動はいつも突とつ飛ぴで、呆気に取られることもしばしばある。


    　だけどこの行動力が、声優としての底力を鍛きたえている気もする。


    　この人は、わたしたちとは声優としての力量が違うのよね。だから頼れる。


    　何を隠そう、わたしはずっとはななんファンだったので、こうして一緒にいられることがたまに不ふ思し議ぎになる。


    　彼女と同じ土ど俵ひように立てている今の自分が誇らしく、そして、怖こわい。


    　わたしなんて本当はまだまだ心鳥に説教できるほどの立場じゃないのよね。花名さんから見れば、わたしも心鳥も同レベルの新人なのだから。


    「すごいですよ花名さん！　今ちょうど、もっと練習しようって話してたところなんです！」


    「あ、ホント？　いやー、あたしってばみんなの心読んじゃってたかな～？」


    　心鳥が興奮気味に叫び、花名さんがニンマリと笑う。


    「ふふっ。それじゃはななん、月姫の心の中も読めちゃう？」


    「余裕ですよ！　ふむんっ。チューするならほっぺにどうぞ？　了解了解。それでは、むっちゅ──」


    「なっ、何してるんですか花名さん！」


    　わざとらしく、タコのように唇くちびるを突き出す花名さん。月姫さんの頰ほおにキスする寸前に、何とか押しとどめる。


    「なはは、心配しなくても、涼すずちゃんのほっぺにもチューしてあげるから」


    「心配してませんっ、しなくていいです！」


    　せっかく感心したのに、こういう風ふうに突拍子もない行動をされると本当に困る。


    　それに、教室に残っていたクラスメイトたちからの好奇の視線が痛い。


    「時間がもったいないですから、早くスタジオに行きましょうっ。先生を待たせるのも悪いですし……」


    「あぁ、スタジオを借りただけで先生はいないよ？　声出しはあたし、リズムは涼ちゃん主導でやろうと思って。涼ちゃんは基礎がしっかりしてるから、二人にも教えられるでしょ？」


    「えぇ!?　そ、そう言っていただけるのは嬉うれしいですけど、わたしもまだまだ……」


    　いきなり真ま面じ目めになる花はな名なさん。こういうところが特に、対応に困る。


    「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。教えてあげられるのは今のうちだけだよ。二人とも吸収が早いから、すぐに同じくらいになるって。ね～？」


    　心こ鳥とりと月つき姫ひさんに笑いかける花名さん。


    　二人はすぐに目の色を輝かせて頷うなずく。


    「はいっ、頑がん張ばります！　どんな訓練にも耐えてみせますので、ビシバシしごいてください！」


    「よろしくお願いしますなの。はななん先生、涼ちゃん先生」


    　二人に頭を下げられては、無下に断ることはできない。もとより補習を拒こばむ気はなかった。


    　わたしだって、もっともっと練習したい。花名さんに認めてもらうためにも。心鳥と並び立つためにも。月姫さんに追い抜かれないためにも。


    「それでは、手て加か減げんなしでやらせていただきますので、気合いを入れて取り組んでください！」


    「て、手加減はしてくださ……いひゃいいひゃいっ、涼ふぁ、いひゃいよ～～っ」


    　心鳥の鼻を摘つまむ手にも、いつもより力が入った気がした。
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    　平日朝。二時間目が終わって早退し、マネージャーの数す寄き屋やさんの車でスタジオへ。


    　今日はテレビアニメではなくて、ドラマＣＤの収録。


    　青年漫まん画が【放課後いのせんと】の単行本四巻限定版特典ドラマＣＤ。三巻までの累るい計けいで四十万部を数えるヒットコミックのドラマＣＤ化とあって、販売部数も期待されている作品とのこと。


    　内容はちょっとエッチな中学生ラブコメ。わたしの役も、ちょっとした喘あえぎ声が必要になる……喘ぎ声！　あえぎごえって！


    「涼すず風かちゃん、緊きん張ちようしてる？」


    「ひゃっ、はひっ!?　だ、大丈夫ですっ。昨夜こっそり、はななんにコツを……あふっ」


    　数す寄き屋やさんの問いかけに焦って、思わず両手で顔を覆おおってしまう。


    　深呼吸して、テイクツー。


    「は、花はな名なさんにレクチャーを受けてきましたので、大だい丈じよう夫ぶです……たぶん」


    「ふふふ、みんなで仲良くできてるみたいで良かったわ」


    「……いつもは、はななんなんて馴なれ馴なれしく呼んでませんよ」


    「馴れ馴れしくしてもらうための同居生活じゃない」


    　くすくすと笑う数寄屋さんに、そうですけども、なんて片手で顔を覆いながら呟つぶやく。


    　数寄屋さんには毎週のアニメ収録のときにも付き添ってもらっているけど、ユニットメンバーに比べるとまだ緊きん張ちようのほうが強い。


    　仕事にまでこの緊張を引っ張らないようにしなければ。


    「この役は原作者さんからのご指名でいただいたものなんだから、胸を張って演技していらっしゃい。【ライト・ウインド・オーケストラ】の花はな井いささの役が気に入ってくれたっていうことだから、似た感覚でやればいいと思うわ」


    「はいっ！」


    　気合いを入れて、スタジオのドアをノック。


    　キャスト表を見るにわたしが一番の下っ端ぱなので、おはようございますの挨あい拶さつも元気良く。


    「セレスティアル・エンタテインメント所属の城き戸ど涼すず風かです。本日はよろしくお願いいたします！」


    　音響監督さんに、原作者さんに、そして次々と現れる共演声優の皆さまにも……。


    「うわぁ、女子高生がいる！　制服いいなー、かーわいーなー！」


    　かつんっと頭に響く声が届いた。


    　振り返るとそこには今作のメインヒロインを演じる声優。そして、つい先日ステージ上で見たばかりの声優ユニット・ＹＯＵ‐ＳＹＵの一人、岩いわ原はら秋あき奈なさんがいた。


    「は、はじめまして！　セレスティアル・エンタテインメントの城戸涼風です。森もり重しげ舞まい花か役で共演させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします！」


    「お～、舞花ちゃん役か。こちらこそよろしくっ、オメガ・セブンの岩原秋奈です」


    　差し伸べてくれた手を取る。


    　ステージ上ではあんなにも大きく見えたのに、その手はまだ二十歳はたちの華きや奢しやなもの。


    「あ、あのっ、先日のライブ、見させていただきました！　すっごく良かったです。感動しました！」


    「えっ、ホント？　うわぁ、嬉うれしい。ありがとう……あ。ねぇ涼風ちゃん、セレスティアルさんってことは、花名ちゃん知ってる？　神かん崎ざき花名。確か移籍したって聞いたんだけど……」


    「はっ、はい！　わたしたち同じ高校に通かよっています。今頃ごろ、花名さんは授業中です」


    　岩原さんの表情が、ふっと緩ゆるんだ。


    「お～、やっぱりそっかー。セレスティアルさんだし、女子高生だし、そうじゃないかと思った～。花はな名なちゃん、元気にしてる？　最近会ってないのよね」


    「あの方はいつも元気ですね。先日のライブも花名さんと一緒に見に行かせていただいたんですよ」


    「え？　なんだ、そうなの？　ちぇー、控え室来てくれれば良かったのになぁ、水くさいの」


    　そういえば、花名さんと岩いわ原はらさんは去年の秋クールに放送していた作品で共演していたはず。先日のライブではその作品主題歌も歌っていた。


    　やっぱり経歴が長いだけあって、花名さんは顔が広い。


    　初対面の声優さんとも話が弾はずむのは、彼女の交友関係のおかげ。こういうところでも、花名さんには助けてもらっている。


    「じゃあ明日、花名ちゃんに会ったら、私が会いたがってたよ～って言っておいてくれる？　そうだ。是ぜ非ひ制服で会いましょうって。その制服着た花名ちゃんに会いた～い」


    「は、はい。伝えておきます」


    　今夜、帰宅したらすぐにでも。


    「さーて、そろそろみんな集まってきたみたい。涼すず風かちゃん、今日はよろしくね」


    「こちらこそよろしくお願いします。頑がん張ばります！」


    「気合い入れすぎて硬かたくならないようにね？　ラブコメなんだから、ちょっと気を抜いてるくらいのほうがいいわよ」


    「はい、ありがとうございますっ」


    　とは言うものの、上う手まい気の抜き方なんてまだわからない。


    　下っ端ぱがトチって邪じや魔まするわけにはいかないんだから、気合い入れなくっちゃ！
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    　……入れすぎました。


    「あはははは！　喘あえぎ声だけ録とり直しって。それでこんなに遅くなったって！　……っぷ、あはははは……は～～、お疲れさま～～」


    　予想時間から二時間ほど遅れ、疲労困こん憊ぱいで帰宅したわたしを待っていたのは花名さんの爆笑だった。


    　いっそ笑ってもらったほうが、とは思ったけれどあまりに容よう赦しやなく笑われると凹へこむ。いったいどれだけ顔を覆おおっていればいいのかしら。


    　人の温ぬくもりが恋しくて、ソファの隣に座った心こ鳥とりにもたれかかる。


    「録り直しって、涼風一人で居残りしてやったの？」


    「そうよ……広いブース内にわたし一人でずっとハァハァ言うだけ……最後にはもう、自分が何をしてるのかわからなくなってたわよ……」


    　心鳥の質問に答えつつ、きつめに縛っていた髪をほどいて、ようやく少しだけ気が抜けた。


    「しかも、他の声優さんたちは皆さん先に帰っちゃうし……そりゃ、ずっと聞かれていても恥ずかしいけどね？　寂さびしいというか、切ないというか……」


    「あぁ、それわかる。私もこの前、居残りしたばっかりだから」


    　心鳥の言葉で少しだけ安あん[image: ]どする。


    　傷を舐なめ合うみたいな真ま似ねはしたくないけど、共感できる思いがあるのは嬉うれしい。


    「居残りなんて、まるで学校みたいなのね。そんなことってあるものなの？」


    「そうだね～、結構あると思うよ」


    　隣のソファに座った月つき姫ひさんと花はな名なさんが話題を繋つないだ。


    「これまで付き添わせてもらった収録では、そういうことはなかったの。はななんも居残りしたことあるの？」


    「最近はないかな。でもあたしだって、小学生の頃ころはちょいちょい居残りしたよ？　中学時代だってそれなりに……ん～～、あったっけ？　忘れたっ」


    　月姫さんの問いに、照れ笑う花名さん。


    　花名さんも通ってきた道だというなら、ホッとはする……けれどわたしの場合、喘あえぎ声が下へ手ただったという理由が情けない。


    「けどさ、喘ぎ声って意外に難しいよね。実は、ちょっと心配してたんだ」


    「あ、喘ぎ声喘ぎ声言わないでください……恥ずかしいですから」


    　花名さんにかけられた言葉で、また俯うつむいて顔を隠す。頬ほおは火が出そうなほど熱かった。


    「恥ずかしくないよ。喘ぎ声だって立派な声、演技の一環だよ……感情解放が足たりてないぞ～？　『あっ、あぁん。ん、んぁあ、はぁ、はぁ……あっ、あん！　んん、はぁ、んはぁはぁ』」


    「なぁ!?」


    　まるで悪いた戯ずらしようとしている猫のように、四つん[image: ]ばいで歩み寄ってくる花名さん。


    「『あはぁ、はぁはぁ、あっふ、んん……んはっ、あ、ひゃふっ、ぁふう！　そ、そこは駄だ目め、そこはぁ……あぁん』『ふふふ、何が駄目なんだい？　キミだって、こんなにも悦よろこんで……』」


    「そっ、そういう喘ぎじゃありませんっ！　んもうっ、はななんのエッチ！」


    　そんな台詞せりふは【放課後いのせんと】にはなかった。


    　花名さんが勝手に作り上げた台詞なのだろうけど、女性役も男性役も臨場感に[image: ]あふれすぎていて困る……いや、正しい臨場感なのかどうかはわからないけれど！


    「なはは。まぁ、こんな昼ドラ的な喘ぎはともかくとして、みんなだって今後、喘ぐシーンはあるだろうし、できなくちゃいけないんだから、今日の涼すずちゃんの失敗を教訓にさせてもらわないと……さぁ涼ちゃん、何がいけなかったのかみんなに説明しておくんなまし」


    「説明までさせられるって、どんな羞しゆう恥ちプレイですかっ」


    　迫る花はな名なさんから逃げるように、心こ鳥とりにしがみつく。


    　ふと見ると、心鳥も顔を真っ赤にして引きつっていた。


    「だーかーらー、恥ずかしいことじゃないんだってば」


    　自分のソファ席に戻って、月つき姫ひさんとくっつく花名さん。


    　月姫さんの頬ほおも少し赤かったけど、表情は真剣だった。


    「どんなに恥ずかしい台詞せりふでも、どんなに泣ける台詞でも、あたしたち声優はちゃんと言えないと駄目でしょ？　心は冷静に、しかし声は感情的に……官能的に」


    　花名さんの声こわ色いろはいたって真ま面じ目めなもの。


    　心鳥も我われに返ったようで、真剣な顔をして頷うなずく。


    　ならば、わたし一人が恥ずかしがっているほうがおかしい……いや、恥ずかしいけど。その恥ずかしさを抑え込むことも演技の練習になるのかもしれない。


    「……とにかく、自然じゃないって言われましたね。だ、だって、自然に喘あえいだことなんてないじゃないですか？」


    「自分が経験したことしか話せないんじゃ、ファンタジーやＳＦ作品どころか、動物役もやれないよん」


    　正論すぎる。花名さん厳しい。


    「自然な喘ぎっていうのがずっとわからなくて、居残りの最初にはしばらくアドリブで喘いでみろって言われました。けど、それがまたわからなかったんですよね……しかもドラマＣＤだから、絵がないじゃないですか。それがまた……」


    「けど、原作の漫まん画がは読んだんでしょ？」


    　心鳥が口を挟む。


    「もちろんよ。けど漫画のほうは意外とそんなにハァハァとは言っていなかったから……」


    「そうだったっけ？　なんか、結構エッチだったけどな」


    「エッチだけど、台詞でハァハァって言うのはあんまりなかったのよっ」


    　シチュエーションがエッチなだけで、いわゆるラッキースケベというシーンばかり。成人向け漫画ではないのだから、ハァハァなんて台詞が羅ら列れつされてるわけじゃない。


    　鞄かばんから原作コミックを取り出して、全員でさっと回し見る。


    「……なるほど、確かに」


    　心鳥の言葉に、全員頷いた。


    　そして月姫さんが口を開く。


    「自然な喘ぎ声……確かに、あたしもどうやったらいいかわからないかも。涼すずちゃんが最終的にオッケーをもらったのは、どんな演技だったの？」


    「それが、あまりにもリテイクしすぎて、どれがオッケーされたのかわからなくて……」


    「そうなの。本当に大変だったわね……お疲れさま、涼ちゃん」


    　月つき姫ひさんの優やさしい言葉が染しみる。とても幼げな声なのに、まるでお母さんに労いたわられているかのようにすーっと入り込んでくる気がした。


    「……ねぇ涼すず風か、もしかしてそれが良かったんじゃないの？」


    「それって何よ」


    　得意げな顔をする心こ鳥とりに、つい言葉尻じりがきつくなる。


    「エッチな喘あえぎ声って言うからわかんなかったけど、私も──」


    「いちいちエッチなってつけないでっ」


    「ごめんごめん……私も結構ハァハァ言ってるなと思って。今やってる【バーニングファイト・ブレードマン・激闘編】のガイウスくんも、前の【絶ぜつ界かいの破竜剣士ジークフリート】のカールくんも」


    「え……そう？」


    　それぞれの作品での登場シーンを思い出してみるけど、あまり言っていなかった気がする。


    「ハァハァって言うか、息づかい？　鼻息？　んっと、たとえば……『んっく、んん、んっはぁ、はぁはぁ、ま、負けるものかっ……んっく』……って」


    「あぁなるほど。息、なの」


    　月つき姫ひさんが、ぽんと両手を合わせた。


    　心鳥の演技を聴いて、わたしも思い出す。確かに心鳥は、そうした息の演技をよくしていた。


    「そうか、バトルものだから、苦しさに喘ぐことがあるっていうわけね」


    「そうそう。まぁ、エッチなのとは違うのかもしれないけど、出してる声の質としては、似たようなものじゃないかな……違う？」


    「正確に言えば違うでしょうけど、あなたの言ってることはわかるわ」


    　わたしが頷うなずくのを見て、心鳥が微ほほ笑えむ。


    「疲れてしまって苦しくなって、それで肩の力が抜けた息の演技ができたのかもしれないわね。確かに、エッチなというよりは苦しさの喘ぎだったのかもしれないけれど、気持ちはちゃんと込めていたつもりだし」


    「喘ぎって、実際にはただハァハァって言うわけじゃないもんね。息づかい……ブレスが重要だったんだよ」


    　ガッツポーズをとる心鳥。


    「そうね。言われてみれば、共演の人たちは皆さんそうだった気がするわ……。もっと皆さんの演技を聴いて、自分に取り入れれば良かった」


    　初めての仕事で、周囲に気を配る余裕がなかった結果がこれというわけね。


    　本当に、まだまだ素しろ人うとの域を抜けられないわ……と、ため息をひとつ。


    「喘ぎだからって、字じ面づらどおりハァハァ言ってちゃ駄だ目めってことよね。確かに色っぽい演技って言うのは、言葉の使い方だけじゃないもの……息づかいや間の取り方が大事なんだわ。そうですよね、花はな名なさん」


    「うん、そうだね。涼すずちゃん、今やってる羽う衣いちゃん役ではそれができてるんだからさ。今日はホントに気負いすぎちゃったかな」


    「えぇ、本当に」


    　この春クールでレギュラーをいただいているライトノベル原作アニメ【僕らのワガママEducation】の水み無な瀬せ羽衣はドジッ子駄だ目めっ子キャラなので、ちょっと走るだけでも必要以上にハァハァ言ってしまう。


    　でもそれはエッチな息づかいではなかったから、参考にならないと思っていた。


    　エッチな喘あえぎ、なんて言葉尻じりに騙だまされて、普段の演技ができなかったことのほうがよほど恥ずかしい。


    「ありがとう、みんな。次はもっと上う手まくできる気がするわ」


    　厳しい現場だったけど、いい経験をさせてもらえた仕事になった。しかもわたしの失敗がみんなの知識にもなったのなら、頑がん張ばった甲か斐いもあったというものじゃない。


    「……ううん、気がするじゃなくて、きっと上手くやるから期待しててくださいね！」


    　そうですよね、花はな名なさん！


    「おお～。それはつまり、涼にゃんのエッチな喘ぎがまた聴けるってことかにゃ～？」


    「はぁ!?　にゃっ、にゃに……何言ってるんですか花名さん！」


    「今日録とってきたドラマＣＤも早く聴きたいけど、もしかしたら今やってるアニメのほうとかでエッチな喘ぎが聴けるかも？　いにゃ～ん、早く聴きた～い……あ、そうだ。もう、今ここで喘いじゃうのはどうかな？　どうかにゃ～？」


    「喘ぎませんっ……んも～～っ、はななんのエッチぃいいい！」


    　両手で触れた顔は、やっぱりとても熱かった。
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    　一日の汗を流したお風ふ呂ろ上がり。髪をタオルで巻き上げて一休み。


    　ダイニングに来ると、綺き麗れいな金髪の少女がソファでたたずんでいた。


    「お風呂空あきましたよ、月つき姫ひさん……あら、なんの雑誌ですか？」


    「声優さんの本なの」


    　表紙を見せてくれたそれは、今月発売されたばかりの声優情報誌。


    　ありがたいことに、毎月数冊出る情報誌のすべてを数す寄き屋やさんが用意してくれている。


    「写真がいっぱい載のっててすごいの。みんな、モデルさんかアイドルさんっていう感じ」


    「そうですね。今や声優はアイドルと同じ扱いですから……遠からず、わたしたちもその誌面に載ることになるでしょうし」


    　わたしと心こ鳥とりも、すでに何度か声優情報誌に写真が載ったことはある。


    　わたしはまだほんの小さな記事だけだけど、心こ鳥とりは【絶ぜつ界かいの破竜剣士ジークフリート】アニメ化の際に大きく取り上げられていた。


    「うーん、まだ信じられないの……。本当に月つき姫ひも、こんな風ふうに雑誌に載のるの？」


    「何言ってるんですか。月姫さんが載ったら、きっと大騒ぎですよ？　この透すき通るような金髪、澄すんだ瞳ひとみ、白い肌、すらりとした鼻はな筋すじ、薄桃色の唇くちびる……あぁ、楽しみで仕方ありませんっ」


    「そ、そんなことないの……。月姫、きっと写真写り悪いと思うの」


    「あら、そうですか？　月姫さんなら大だい丈じよう夫ぶですよ……それに、ご安心ください。写真写りを良くする方法は、ちゃんと教えて差し上げますからね……ふふ、ふふふっ」


    　幼い頃ころから父と兄たちに写真を撮られまくってきたわたしは、写真の撮られ方があることを知っている。


    　月姫さんの可愛かわいらしさを余すところなく写し出してもらうために、教えられることはすべて教えてあげなければならないわ。


    「そんなワザまであるのね。声優さんって、思ってたよりもずーっと大変なお仕事なの」


    「そうですね。ですけど、だからこそ楽しいと思っています。花はな名なさんなんて、その楽しさのすべてを味わい尽くしてる感じじゃないですか」


    「ふふっ、そうかも。えーっと……ほらほら、こっちの雑誌にはそういうお話をしてるインタビューが載ってるの。涼すずちゃん、もう見た？」


    　テーブルに積まれた先月発売号の雑誌を取り、付箋紙の貼ってるあるページを開く。


    　八ページにわたって花名さんのグラビアとインタビューが載のっている。しかもアニメやゲームのタイアップではなく、あくまでも一人の声優としてのインタビューが。


    「えぇ、もちろん見ました。驚いたんですよね、この記事……」


    「そうなの？」


    「わたし、花名さんが天てん空くう学園に入学するとは知らなかったんです。それなのに、もう制服着て写ってるじゃないですか。コスプレのわけはないし……ですけど、やっぱりあの日までは制服を着てるだけだと思って半信半疑だったんですよ」


    　心鳥が一緒に入学するのは知っていたけど、他にも声優がいるとは聞いていなかった。ましてやそれが大ファンのはななんだなんて、想像すらしていなかった。


    　グラビアの中の、いつもと変わらない笑顔を見せるはななんに見惚ほれる……うーん。さすがに花名さんも、写真の写り方をちゃんとわかってるわね。表情作りは元より、肌も髪も普段の三割増しで綺き麗れいに見える。


    　月姫さんの綺麗な金髪も、このレベルで撮影してもらえればいいのだけれど。


    「……月姫さん、ヘアケアってどうされてますか？」


    「なぁに、いきなりヘアケアと言われても……うーん、特にしてないの」


    「えぇ？　けど、とても綺麗ですよ？　さらさらですし、手触りも……あ、すみません。勝手に触ってしまって」


    「ううん、いいの。涼すずちゃんは……今、それって何かしてるの？」


    　そういえば、そろそろちゃんと乾かわかさないと。


    「いえ、今はタオルドライです。これからアウトバストリートメントをして……」


    「あうとばす、とりーと、めんと……？」


    　えっ。わからないの？　と、思い切り顔に出してしまった。


    「髪を乾かす前に使うトリートメントですよ？　月つき姫ひさんだって、長いんですから乾かすの大変ですよね？　ずっとドライヤーを当ててたら、傷いたんじゃいませんか？」


    「そういうのあんまり気にしたことがないの。最近は、はななんが色々してくれてるし、前はお母さんがしてくれてたから……」


    　自分では何もしてない!?


    「ちょっ……花はな名なさん？　花名さーん！」


    　部屋にいるだろう花名さんを、つい大声で呼んでしまう。


    　ややあって、部屋のドアが開いた。


    「ほーい。呼んだ～？」


    　まだ入浴していなかった花名さんが、ついでとばかりにタオル一式を持って現れる。


    「月姫さんがヘアケアしていないようなのですが、花名さん、ちゃんとしてますか？」


    「ちゃんとって言われるとわかんないけど……普通にシャンプーして、トリートメント、またはコンディショナーかな。全部使うのは週一か、せいぜい二回くらいで……姫ひめちゃんの頭洗ってあげる時も、同じようにしてるけど」


    「アウトバストリートメントは？」


    「あうと、ば……何？」


    「ひい！」


    「悲鳴!?　何っ、あたしたち、恐おそれられるようなコトしてた!?」


    　たじろぐ花名さんの髪に触れてみる。


    　多少ごわごわはしてるけど、それはまだ今日洗髪していないから……と思うことにする。


    「そ、そういえば、心こ鳥とりもヘアケアに気をつかっていない？」


    　一緒に入浴するときでもあの子は烏からすの行ぎよう水ずいだし、髪を乾かすのにさほどかからないから、ドライヤーは短時間しか使わない。


    　けど、短時間だからと言って使い方を間違えていてはなんの意味もない。それは、花名さんたちにも同じことが言えるわけで……。


    「あの～、涼ちゃん？　さっきから、顔、近いよ？」


    「髪へのダメージはあまりないようですね。お肌も綺き麗れいだし……あぁでも、ちょっと脂あぶら性しよう肌ですか花名さん」


    「ぎくり」


    　擬ぎ音おんを口にする花はな名なさん。だけど、笑って見過ごせる問題ではない。


    「ちゃんと肌質に合った洗顔料や、髪質に合ったシャンプーやコンディショナー使ってますよね？　いえ、そもそも使い方を間違ったりしていませんよね？」


    「え？　ど、どうだろ、わかんない」


    「なんでわかんないんですか！　みんなもう高校生なんですから、スキンケアヘアケア、ちゃんとしないと駄だ目めじゃないですか！　あっ、枝毛！」


    「ひい！　涼すずちゃん怖こわい！」


    　見れば、やはり毛先にダメージがある。目をこらせば小鼻の角かく栓せんもちらほら。


    「若さに頼ってケアをおろそかにするなんて許せません。わたしたちはこれから顔出しも増えるんですから、一層外見には気をつかっていかないと……特にユニットの出だしは重要です。お化粧についても考えていかないと」


    「ひえ～～。涼ちゃんってば美容マニア～～!?」


    「自分磨きするのは普通のことです！　花名さん、これまでグラビアのときのお化粧とかはどうしてたんですか!?」


    「えっと、おばあちゃんにお任せで。あ。前はおばあちゃんがマネージャーだったから」


    「なるほど。では、おばあさまにもいろいろお伺うかがいしなければなりませんね」


    「何を!?」


    　心こ鳥とりも化粧水と保湿クリームくらいは置いてあるけど、ちゃんと肌質に合っているのかしら。子役だったのだから化粧も知ってるでしょう……なんて甘い考えはしないほうがいいかもしれない。舞台演劇の場合は化粧の方法自体が違うんだし。


    「あ、そうでした、月つき姫ひさんっ。これまでお化粧の経験は？」


    「え？　したことないの……」


    「ぬふう！」


    　えぇそうでしょう、そうだろうと思いました。


    　ですけど、このきめ細やかな白い肌は元もと々もとの肌レベルの高さを証明している。だからといって、放置していいわけなどありませんがっ。


    　悲しげな顔をする月姫さん。その顔をじっくりと見る。


    「す、涼ちゃん、お顔が近いの……」


    「ふむ、肌は綺き麗れいですね。むしろ、半端な化粧をしていなかったおかげでしょうか……」


    「わぁ！　すっ、涼すず風か!?　月姫さんに何してるのさ!?」


    　背後から聞こえた心鳥の声に振り返り、歩み寄り、その顔を掴つかんで引き寄せる。


    「ふえ!?　涼風っ、何？」


    「うむむむむ。あなたはきめが粗あらいわね……これは、放置するわけにはいかないようだわ」


    「何を？　は、花はな名なさん、月つき姫ひさん、助けてくださーい」


    「ごめん、無理」


    「ごめんね、月姫にも無理なの……」


    　悲鳴をあげる心こ鳥とりから、花名さんも月姫さんも距離を取った。なのでもう一度じっくりと心鳥の肌を見る……やっぱり、唇くちびるの端はしなんかに荒れがある。


    　そんな心鳥はもちろんのこと、これまで一番顔出ししていたはずの花名さんでさえ、美容に対しての意識が低い。仮にも芸能人であるところの声優業に従事する者として、外見へのこだわりを持たなくてなんとするのでしょう。


    　これは、わたしがしっかりしなければ！


    「みんな、明日は仕事ありませんね？　放課後はわたしに付き合ってもらいます。全員の美容意識とコスメ知識を養っていただきますので、よろしくお願いします！」


    　何か喋しやべろうとする花名さんを制し、さらに言葉を繋つなげる。


    「服装もですよ？　中身も重要ですけど、外側も重要なんです。高校生だからって、制服グラビアだけというわけにはいきませんからね!?　ついでに夏物をいくつか見繕つくろいましょう……ふふっ、楽しみだわ」


    「ふ、服まで？　あの、涼ちゃん？　あたし今お金があんまり……」


    　花名さんの言葉に、心鳥も月姫さんも激しく頷うなずく。


    「ご心配なくっ。ケア用品も化粧品も夏物も、わたしから一[image: ]そろえプレゼントさせていただきます！　今さらですが、入学祝いとして受け取ってください」


    「いやそんな、悪いよ……」


    　花はな名なさんの言葉に、心鳥も月姫さんも震えながら頷く。


    「問題ありません。コスメはともかく、夏物はわたし好みのものを着せて差し上げますので……ふふっ、みんなに似合う夏物……グラビア用の素す敵てきな衣装を！　いい機会なので、みんなにも美容とファッションについてもっと意識してもらうことにしましょうね……ふふふふふ！」
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    　学校帰りにそのまま買い物に行き、マンションに戻って私の部屋へ。


    「いらっしゃいませ。どうぞ遠えん慮りよなくあがってくださいね」


    　この日初めて、同じマンションの最上階にあるわたしの部屋にみんなを招く。


    　同居を始めてからは着替えや日用品、本などを取りに来たくらいで、こちらの部屋で飲食や寝泊まりはしていない。


    　両親や兄たちも部屋の鍵かぎは持っているけど、最近来た様子はなさそうだった。


    「へぇ～、ここが涼すずちゃんの部屋か～～……おぉ。やっぱ八階は景色が違う！　見晴らしいいなぁ。ほらほら、みんなも見てみなよ」


    　花はな名なさんは遠えん慮りよのえの字もなく、早さつ速そくバルコニーから外を眺ながめる。


    　心こ鳥とりと月つき姫ひさんも、わたしが頷うなずくのを見て花名さんの招きに応じる。


    　わたしも久しぶりに景色を眺めてみるけど、ギラギラとした駅の明かりと喧けん噪そうには、今はまったく興味が持てなかった。


    「それより、早く服を着て見せてください。さぁ脱いで脱いでっ、着て着てっ」


    　花名さんを引き寄せて、買ってきた服を押しつける。


    「す、涼すずにゃんって、コスメやファッションのことになるとキャラ変わるんだねー」


    「にゃん言わないでください」


    「にゃ～ん、代わりにはななんと呼んでいいから～ん」


    「呼んだら脱がせてもいいですか？　わたしの好きな服着せまくっていいですか？　すっごいのありますよ？　胸元がこう、ばーんと開いてるような……」


    「イジメだ！　人の肉体的特徴をあざ笑う卑劣な行為だ！」


    「……そんなに卑下するほど小さくもないでしょうに」


    　Ｃカップはある自分の胸を抱きかかえてふるふると身み悶もだえる花名さん。だけど、顔は笑ってるので怒ってはいないとわかる。いつものおふざけね。


    「とにかく、わたしはファッションが大好きです。コスプレも好きです。自分が着ることも、人に着せることも大好きなんです！　可愛かわいい格かつ好こうが大っ好きなんです！」


    「……それで、私のコスプレにあんなに食いついてきたのか」


    　心鳥のぼやきは無視して、今日買ってきた服を広げる。


    「さぁ皆さん、早く着て見せてください。もたもたしている人は、本当に脱がせますよ!?」


    「あーれー、ご無む体たいな──……ってやるには、簡単に脱げすぎるよねー、この制服」


    　言いながら、てきぱきと脱いでいく花名さん。


    　その隣で月姫さんも脱いでいくけど、心鳥はまだうじうじとしたまま。人前で脱ぐのが恥ずかしいわけではなく、衣装自体に抵抗があるのはわかっていた。


    「さぁ、月姫さん。こちらをどうぞ……月姫さんにはワンピースがぜっっったい似合うんです。誰だれがなんと言おうと完かん璧ぺきな見立てです……あ、そうだ。手持ちの帽ぼう子しとバッグで合わせられるのがありますから持ってきますね」


    　衣装置きにしてる部屋に駆かけ込み、去年買った夏物のつば広帽とついでにストローハット、いくつかのバッグを持ってくる。


    　戻るとそこには、花びら型にデザインされた真っ白なワンピースを着た月姫さんがっ。


    「はぁうっ……にっ、似合う……可愛いっ……ですよね、花名さん！」


    「そのことに異論はナッシン！　涼ちゃんの見立てはパーヘッ！」


    　花名さんとハイタッチして、そのまま手を握り合う。


    　それだけで、花はな名なさんとの距離がぐっと近づいた感じがする。


    「二人ともテンション高すぎ……」


    　ぼやく心こ鳥とりを二人で睨にらみつける。


    「こんなに可愛いんだから、当たり前じゃないの！」


    「そうだよ心鳥ちゃん、可愛かわいいは正義なんだから！」


    　わたしと花名さんで月つき姫ひさんを挟んで、心鳥に見せつけるように押し出す。


    「月姫さんが可愛いのはわかってます。問題は、私が可愛くないことで……」


    「そんなことないの。心鳥ちゃんはとっても可愛いし、美人さんなの」


    「ありがとうございます。そう思ってくれるのは月姫さんだけですよ」


    　うじうじとする心鳥の、なんと苛いら立だたしいことか。


    　そんないじけ虫はひとまず放っておいて、花名さんの着替えを手伝う。


    「あら、花名さんも可愛いじゃないですか。よくお似合いですよ」


    「なはは、こういうフリフリなのは、それこそグラビア撮影のときしか着ないから照れちゃいますなぁ」


    　花名さんには、わざとらしいくらいにフリルを多用したアイドルちっくな服を用意した。もちろん、ステージ衣装ではなくて私服で着られるもの。


    「花名さんには、ご自分のアイドル性を意識していただこうと思いまして」


    「世にはばかることなきアイドルボイスアクトレスでございますが何か？　……って言うか、せっかくだし涼すずちゃんも着たら？」


    「着ますけど、わたしはいつも買ってるブランドなので……あぁ、そうだ。他にもわたしの衣装、着てみませんか？　気に入ったものがあれば差し上げますよ」


    　月姫さんと心こ鳥とりはサイズが違うから流用できるものはあまりないけれど、花名さんなら着られるものも多いはず。


    　またも衣装部屋に駆かけ込んで、いくつか服を持ち出した。


    「月姫さん、このカーディガン羽は織おってみてください。これならサイズも合いそうですし、きっとそのワンピースにも合うかと」


    「ありがとう、涼ちゃん。着てみるの～」


    　ほんのりとした薄桃色のカーディガンが、白のワンピとよく似合う。


    「花名さんには、こちらを。このあたりも乙おと女めチックで、可愛らしいと思うんです」


    「えー？　こ、これはちょっと花柄すぎない？」


    「花柄でも子どもっぽいデザインではないでしょう？　騙だまされたと思って一度袖そでを通してみてください。花名さんには似合うと思うんですよ」


    　いそいそと着替え、まんざらでもないと微ほほ笑えむ花名さんにわたしも自然と笑みが[image: ]あふれる。


    　さて、あとは……。


    「心こ鳥とり。いつまでボサッとしてるの？　早く着て見せてちょうだい」


    「だ、だって、こんなに可愛い服なんて……」


    「今まで、色々なコスプレをしてきているのに……」


    　呆あきれるわたしに、じとっとした目を向けてくる。


    「これは普通の服じゃないか……ううん、普通じゃなくて、すごく可愛かわいい服」


    　可愛らしいものが好きな割りに、自分でそういう衣服を着ようとしない心鳥。


    　演劇やコスプレでは男性的な衣装が多かったようだし、バスケとダンスに明け暮れていた中学時代はスポーツウェアばかりだったのだろう。


    　可愛い服を見るのは好きでも、自分で着るとなると抵抗があるのはわかる。だけどそれは、着たことがないから想像できないだけで、一度でも着てしまえば想像の幅は広がっていくはず。だから、無理にでも着せてあげればいい。


    「わたしの見立てが信用できないの？　それはつまり、わたしが信用できないっていうことなの？　あなたは信用できない人間とユニットを組もうって言うの？」


    「……着ます」


    　まったく、面倒な子なんだから。


    　心配しなくても、月つき姫ひさんのようなロリちっくなものではないし、花はな名なさんみたいなフリフリでもない。ちゃんと心鳥に似合う、大人おとな可愛い系コンセプトの一[image: ]そろえ。
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    「着る……けど。そんなに見られてたら着にくいよ……」


    「全ぜん裸らになれって言ってるわけじゃないんだから、気にしすぎよ。だいたい、いつもの部屋着だって下着みたいなものなのに、着替えくらいで何を恥ずかしがっているの？」


    　スラッとした体型が丸見えのシャツとスパッツが部屋着でしょうに。


    　わたしみたいなぷにぷに体型なら、恥ずかしがるのもわかるけど。


    「なんなら、あなたのことも着替えさせてあげましょうか？」


    「うぅ……涼すず風かはスタイルいいから気にしないだろうけどさぁ」


    　カッチーン！


    「心こ鳥とりにそんなこと言われたくないわ！」


    「えぇ!?　な、なんで怒るの？　今、私褒ほめたよね？　……花はな名なさん、月つき姫ひさ～ん」


    　わたしから逃げて、二人に助けを求める……けど。


    「……心鳥ちゃん。そりゃ、今のじゃ怒るよ」


    「うーん。心鳥ちゃんが言っていいことじゃないかも……」


    　呆あきれる花名さんと、苦笑する月姫さん。


    「えぇえ!?　なんですか、みんなして～～」


    　良かった。二人もわたしと同意見だ。


    　これで、自分のことがわかっていないのは心鳥自身だけだと証明されたことになる。


    「もういいから早く着替えなさい。まだ拒こばむなら、押さえつけてでも着せるわよ？」


    「おぉ、それいいね涼すずちゃん！　それじゃ、あたしが足を押さえるから、姫ひめちゃんには手を押さえてもらって、涼ちゃんが脱がす係を……」


    「何怖こわいこと言ってるんですか花名さん！」


    　本気で怖がる心鳥が哀あわれで、可か愛わいい。


    「それがイヤなら……ふふっ」


    「あぁもう、わかったってば。着替えるから、みんなで見つめないでよ──っ」


    　抵抗もむなしく、その後心鳥は一人ファッションショーを強しいられることになった。


    



    　わたしの部屋でのファッションショーを終え、共同部屋のほうに戻ってお風ふ呂ろタイム。


    　恥ずかしさで疲労困こん憊ぱいになった心鳥を引き連れて入浴し、今日買ってきたスキンケア用品の使い方を教えることに。


    「……ほらっ、あんまりゴシゴシしないっ。マッサージするように、軽く優やさしく撫なでるだけでいいのよ」


    「軽くって言われても……擦こすらないと、垢あかは落ちないんじゃないのかなぁ」


    「それじゃ、落とさなくていい角かく質しつまで落としちゃうでしょ？　後になってヒリヒリするのはあなたなんですからね？」


    「はーい……うぅ、加か減げんが難しい……というか、しっかり擦こすりたい……」


    　こうした基本はもう何度も教えているのに、一いつ向こうに身についていなかった。


    「洗顔もそうだけど、この、泡だけで洗うっていう感覚が掴つかめないんだよね」


    「できてるわよ。実際、やり始めてから肌の質感良くなってるでしょ？」


    「自分じゃわからないよ……」


    　顔を泡だらけにしてぼやく。


    「なってるの。わたしが言うんだから間違いないわ。あと、あがったら今日買ってきた美容液を忘れないようにね。保湿もちゃんとしないと駄だ目めよ？」


    「……やることがいっぱい」


    「まだよ。明日は産うぶ毛げの処理もするから」


    　それを聞いて、げぇ、という顔をする心こ鳥とりを無言で睨にらみつける。


    「うぅ、ありがとうございますぅ」


    　……こんなに誠意のない感謝の言葉は初めてだわ。


    「自分のためなんだから、ちゃんと覚えなさいよね？　あと、今日買ったケア用品と化粧品、少しでも肌に合わないって感じたらすぐに言うのよ？」


    「なんだか色々調べられたんだから、あれが私に合ってるんじゃないの？」


    「そうだけど、何回か使ってみてわかってくることもあるのよ。まぁ、わたしも気にしててあげるから、ひとまずは安心して使っていなさい」


    「はーい……ん～～っぷはぁ！」


    　ピーリング洗顔を終えて、ようやく解放されたとばかりに微ほほ笑えむ心鳥。


    　一緒の湯船に入ってきたので、その顔を凝ぎよう視しする。


    「どう？」


    「えぇ、いいわ。これからは、これを最低週一でするのよ？　産毛剃そりやパックもね」


    「……涼すず風かがお風ふ呂ろ長い理由がわかったよ」


    「馬ば鹿かね、まだまだこんなものじゃないわ。ほら、この美顔ローラーも貸してあげる。わたしが使ってるところ、見たことあるわよね」


    「あるけど、なんだかワケのわからないことしてるなぁ、としか思ってなかった」


    　まったくこの子はっ。


    「顔用はこっち、腕用にはこっちのローラーね。これも強く擦りつけちゃ駄目よ？　優やさしく転ころがすの……ほら、こうして」


    　顔用のローラーをあごのラインに沿って転がす。


    　おっ、と声を漏もらして肩の力を抜く心鳥。その様子を見れば、気に入ったのはわかる。


    「ん～～」


    　目を閉じて、あごを上げて、心地よさそうにする。


    　むにむにと蠢うごめく唇くちびるが気になって、つい目を逸そらしてしまう。


    「は、はい、自分でやってみなさい？」


    「はーい……んん、気持ちいいかも……ん、んん……あー、いいかも～～」


    「だから、強くしないのっ」


    　頬ほおが変形するほど押しつけるのを見て、そのおでこにチョップする。


    　しばらくはわたしが監視してるところでしか、やらせられないわね……。


    　ため息を吐はきつつ、湯船を出る。


    　心こ鳥とりにばかりかまけていられない。わたしは髪を洗うのに時間がかかるのよね。


    「あ。髪、洗ってあげよっか？」


    「いいけど……あんまりゴシゴシしないでよ？　頭皮だって肌なんだからね？」


    「何度も聞いたよ。ほら、座って座って……シャンプーを、まずはたっぷり泡立てまーす」


    　去年の夏、初めて二人でお風ふ呂ろに入ったときは、それはひどい洗髪をされたものだった。


    　もっとも、心鳥にはずっとそうしてきたのでしょうね。お姉さんの髪も、こうして洗ってあげていたと言ってた。


    「痒かゆいところはありませんか～？」


    「耳の裏とうなじ。ついでに首くび筋すじをマッサージして」


    「注文多っ……はいはいっと。ん、んん……こう？　こんな感じで良かったっけ」


    「えぇそう。いいわ……んっ、んん……いい。ん、んふ～～、あぁ……はぁ、んはぁ」


    　もう何度かしてくれているので、力加か減げんもお手のものらしい。


    　わたしはかなりの肩凝こり性なので、首筋をさすってもらえるとうっとりとして声が漏もれてしまう。心鳥の手って、気持ちいいのよね……んっく。


    「んん、んはぁ……はぁ、はぁはぁ。あぁいい、気持ちいいわ……んん、んっふ」


    「涼すず風か、変な声出さな……あれ？　あはは、ちゃんと喘あえぎ声出てるじゃない」


    「なっ、何言ってるのよお馬ば鹿かっ。これは別に喘ぎじゃっ……なくはない、かもれしないけど」


    　この子はまた、いきなり変なこと言い出して！


    「怒らないでよ。別に、エッチな、なんてつけてないでしょ」


    「当たり前よっ……せっかく気持ち良かったのに、そんな風ふうに言われたら気になって息までできなくなっちゃうじゃないの」


    　別に恥ずかしいことではないはずなのに、意識するとおかしな気分になっちゃう。


    「気にしなくてもいいよ？　そういう声出してくれてるほうが、私も嬉うれしいし」


    「なぁっ」


    　なぁんですって!?　と、はしたなく口を開けたままになってしまう。


    「だって、私のマッサージで気持ち良くなってくれてるってわかるじゃない？　それに涼風が気を許してくれてるときって、可か愛わいいから好きだよ」


    「なっ……にっ……」


    　何を言い出すのよこの子は！　睨にらみつけるけど、まったく堪こたえてないみたい。


    「ほらほら、肩の力抜いて？　こんなに強こわばらせるから凝るんだよ。こっちもちょっと揉もんであげるから……っと。ん、んん、うわぁ、硬かたぁい」


    「……っ……っ……」


    　肩まで揉んでだなんて頼んでない……けど、気持ち良くて嬉うれしい。


    　心こ鳥とりの細い指が、わたしの気持ちいい部分を甘く刺激する。ツボに入る。


    「おっぱいが大きいと肩凝こるって本当なんだね。私、小さくて良かっ……うーん、やっぱ良くない。せめてもうちょっと欲しいなぁ……いいなぁ、涼すず風か……分けてほしいなぁ」


    「──ッ──ッ──」


    　だから本当に、何を言ってるのよこの子は──！


    　そんなこと言われながら触られたら……揉まれたらっ。


    「うぅん、ヌルヌルしてやりにくい。すべる……ぬめるぅ……んんっ、んっ……んしょっと」


    「んふっ！」


    　何今の。体がビクンってした。


    「あ、ごめん。痛かった？　それじゃ、もっと優やさしくするね……んしょ、んしょっと」


    「はふ……うっ……くはぁ、はぁはぁっ……っ……こ、心鳥ぃ、ちょっと……んっ、んんっ」
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    「緊きん張ちようするから痛いんだよ。ほら、もっと力を抜いて……私に任せて？　ね？」


    「んはぁあっ……あ……あぁ……い、痛くない。ないけどぉ……んんっ、はん、あぁんっ」


    　痛くはない。それどころか、気持ちいい。


    　気持ち良すぎて……声が……出ちゃう。心こ鳥とりの指が気持ち良くてっ。


    「はぁ、心鳥……こっ……はぁはぁ、心鳥ぃ……あ、あの、そこ……今のとこ……」


    「うん、何？　どこがいいの？　ん～、ここかな？　はいはい、もっと強くする？」


    「はぁはぁ、そ、そこでいい。そこが……いい……心鳥っ、そこっ……ことっ、り……っ！」


    　声がっ。


    「うんうん。涼すず風か、いい声してる……ん～しょっと。可か愛わいいよっ」


    　声がぁあああああああああ！


    「ん、んん？　……あれ？　涼風、もたれかかってきたら揉もめないよ？　……涼風？」


    「はふ～～～～…………────」


    「あ、あれ!?　なんで寝ちゃうの!?　起きてよ涼風、いくら何でもお風ふ呂ろで寝ないでよ～！」


    



    　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊


    



    「『おはようございます、ゆうべはおたのしみでしたね』」


    　中年男のような声を出す花はな名なさんに、首を傾かしげてみせる心鳥。


    「何言ってるんですか花名さん、全然楽しくなかったですよ。むしろ疲れただ……けなんてことはないよ？　涼風のおかげで髪のキューティーなんとかがクルクルしてるよ」


    　わたしの視線に気づいたのか、慌あわてて振り返ってあわあわする心鳥。


    　そんな心鳥の鼻を軽く摘つまんでから、洗せん濯たく物ものを干している花名さんと床掃そう除じをしている月つき姫ひさんに朝の挨あい拶さつ。


    「昨夜は醜しゆう態たいを晒さらしてしまって、すみませんでした。……あの、何かお話があったんですよね？」


    　マッサージの気持ち良さでそのまま寝てしまいそうになりながらも、なんとか髪を乾かしてスキンケアはした。けど、他のことは何もできず倒れ込むように眠ってしまった。


    　風呂あがりのわたしたちを花名さんが鼻息荒く呼び止めたことだけは覚えていたので、気になって今朝は早めに目が覚めたのだけど。


    「話？　はなし……あ──！　あるあるっ、すんごい話があるのだよ！　いや～、何があったのか知らないけど、昨夜の涼ちゃんってば意識朦もう朧ろうでさ？　せっかくの大ニュースも眠気には勝てなかったと言うかなんと言うか」


    　……だって、あんなことされたんだもの。仕方ないじゃない！


    　捲まくし立てる花名さんに負けじと声を張りそうになるけど、ぐっと堪える。


    「あの、それでいったい何が？」


    「うんっ。だから昨夜、涼すずちゃんたちがお風ふ呂ろ入ってる間に百ゆ合り子こさんが来て、【天てん空くうのフォーチューン】のオープニングとエンディングの楽曲一[image: ]そろえ置いていったんだよ。収録は来月中だって！　上旬と下旬でずいぶん違ってくるけど、一にも二にもまずは練習あるのみだね！」


    「なるほど、そんなことがあったんですね」


    「そうそう、あったんだよ。あたしたちフォーチューンの、最初のシングルになる歌だよ～」


    「なるほど、シングルですか……シングル……──」


    　その言葉が、わたしの中に染しみ込んできて……。


    「そうそう、シングル！　やったね涼ちゃん、本領発揮の場が来たよ！」


    　やっと、前ぜん頭とう葉ように到達した！


    「うっ、歌ぁああ!?　ちょっ、はななん、なんでそんな落ち着き払ってるんですか!?　主題歌でしょ主題歌っ、わたしたちの初めてのユニットソング！」


    「あうっ、あうっ、そっ、そーだねー、あうっ」


    　花はな名なさんの両肩を取って、前後に揺すっていたことに気づく。


    「あぁっ、す、すみませんっ」


    「なはは。涼ちゃんのリアクションが派手になってきてくれて嬉うれしいなぁ」


    　同居生活も一か月近くが過ぎ、以前よりも気楽に接することができるようになってきてるのはわかる。


    　理屈はともあれ、今、わたしは興奮を抑えられなかった。


    「それで歌は？　歌詞は？　曲は？　仮かり歌うたは？」


    　そこ、と花名さんが指さした先、ダイニングテーブル上に一[image: ]え置いてあった。


    「み、見てもよろしいでしょうか」


    「もっちろん。それは、あたしたち全員の歌だよ」


    　わたし以外は──心こ鳥とりさえ──昨夜のうちに見たのだろう。


    　悔くやしささえ覚えながら歌詞を手にすると、全員が同じ笑顔で頷うなずく。


    「【天空のフォーチューン】オープニング主題歌……ＡｉｔｈｅｒＬｉｎｋ。エンディング主題歌は、ｒｅｔｒｉｅｖｅ……リトリーヴは取り戻すとか回復っていう意味でしたっけ。アイテールリンクってなんでしょう……作中にアイテールという単語はありましたよね」


    「幸福のエレメント・アイテールね。たぶん、それに関した造ぞう語ごなんじゃないかな」


    　花名さんが、たぶん、と言うのも仕方ない。【天空のフォーチューン】について、わたしたちはまだ数ページの企画書と、まだトレーラー──予告映像さえ載のっていない公式サイトから得た情報しか持っていないのだから。


    「なるほど……歌詞にもいくつか作中用語が使われてますね。なるほど。これは、いかにもアニソンらしいアニソンと言いましょうか……あぁ、テンション高そう……仮歌っ。仮歌もあるんですよね!?」


    　言いながら、ＵＳＢメモリを見つける。


    　早くＰＣを起たち上げないと、と思った矢先、花はな名なさんがＣＤプレイヤーを起動する。


    　スピーカーから流れ出したのは初めて聴く楽曲。聞き慣れぬ女性の歌声が、メロディに合わせて紡つむがれる。


    「これが主題歌……わたしたちの歌……」


    　まずは主旋律が。そして高音域、低音域が混じり合い、綺き麗れいなハーモニーになる。


    　仮歌を歌っている人がすべてのパートを歌っているので、音色に物もの足たりなさはあるけれど、それを差し引いても聞き惚ほれるには十分過ぎる。そして、これがわたしたちの声になれば、と期待感が膨ふくらむ。


    「あぁ、ハモり……。誰だれがどのパートを歌うのかももちろん決まってますよね……。あぁ、はいはい、個別の楽がく譜ふも……ふむふむ」


    　優やさしげなＡメロから、物語性を感じさせるＢメロ、そしてアップテンポのサビへ。ハモりの流れとテンションの上げ方が上う手まく、引き込まれるようなオープニング曲になっている。生楽器をふんだんに使った楽曲であることも耳に心地いい。


    「リトリーヴはバラードですね。あぁ、こちらもいいハモりです……けど、アイテールリンクのような難しさはないですね。声も楽器のひとつというイメージでしょうか……いい歌ですね」


    　エンディング曲もアコースティックで、心を優しく撫なでられているような感覚がある。


    　オープニングとエンディングを一通り聴いて、わたしは感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。まだ詳しくは知らない作品のイメージが一気に花開くような感覚がある。


    　このオープニングに絵がつけばもっと明確に世界観や物語を理解できるだろう、アニソンとして申し分ない楽曲に仕上がっていると思える。


    　もちろん、わたしたちがこの歌を表現し切れれば、だけれども。


    「そう。いい歌……なんだけど、これかなり難しいタイプの歌だよね」


    　やっぱり花名さんも、そう感じたのね。


    　花名さんの言葉に、心こ鳥とりが不安げに同意する。


    「私、この歌、ちゃんと歌えるかどうか心配です。足手まといになりたくない……も、もちろん練習はしっかりしますけど」


    「そうだね。みんなでたくさん練習しよう。ちなみに、音域に関しては問題ないんだよね？　ちゃんとキー合わせはしたんでしょ？」


    　花名さんがわたしたち全員に目を向ける。


    「あの、キー合わせ……って、なんですか？」


    　首を傾かしげる心鳥に花名さんが唖あ然ぜんとするけど、すぐにフォローを入れる。


    「お馬ば鹿か。去年二人でやったじゃないの」


    「え、そうだっけ？」


    「そうなの。ですから、わたしたちは問題ないと思います……。月つき姫ひさんは合わせてあるんですか？」


    　心こ鳥とりと同じように首を傾かしげている月姫さんに、花はな名なさんが笑いかける。


    「姫ひめちゃん、四月頭にあたしと一緒にスタジオ行って、そのとき、残っていろんな声出ししたでしょ。覚えてる？」


    「うん。あれがそうなの？」


    「そうそう。綺き麗れいな高音出てたし、音程も安定してたからなんの心配もしなかったんだけど……まさか、リズム取るのが苦手とは思わなかったよ～」


    　なはは、と笑う花名さんに恐きよう縮しゆくする月姫さん。


    「ごめんね？　覚えちゃえばなんとか歌えるんだけど、知らない歌とか、リズムを取る練習ってまだよくわからなくて……」


    「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。ここ一か月弱の授業だけでもだいぶ上達してるし、覚えればいいんでしょ？　これから猛特訓だね～」


    「はーい、よろしくお願いしまー……むぎゅー」


    　言い終える前に花名さんに抱きつかれる月姫さん。


    　花名さんとのやりとりを見る限り、月姫さんは問題なさそうね。


    　なら、心鳥の面倒はわたしが見なくっちゃ。心鳥も月姫さんと同じように、覚えてしまえば大丈夫だと思うし。


    　……と、わたしの視線を察したのか、ガッツポーズを取って頷うなずく心鳥。


    　こうしたアイコンタクトができるのは、やっぱり嬉うれしいものね。


    「歌ができあがってきたとなると、これからは動きが速くなりますね。練習する時間をちゃんと確保しておきませんと」


    「はいはいっ、頑がん張ばって時間空あけますっ」


    　わたしの言葉に、花名さんが挙きよ手しゆして答える。


    　確かに今、一番時間が取れないのはレギュラー仕事の多い花名さんだろう。


    「あたしは、一人でもいっぱい練習しなくっちゃ……頑張るからねっ」


    　月姫さんが、心鳥のようにガッツポーズを取る。


    「えっと、【天てん空くうのフォーチューン】の放送は十月からですよね。まだ四月だから……いえ、もう四月も下旬ですもんね。気合い入れてかからないと」


    　ぐっと拳こぶしを握って、気合いを入れる心鳥。


    「そうだね。シングルＣＤを出すんだから、ジャケ写はもちろん、ＰＶも必要になるだろうし……この作品には、制作会社さんもうちのプロダクションもかなり力を入れてくれてるから、結構派手なことやらせてもらえたりして？」


    　花名さんの言葉に、全員の目が輝く。


    「ＰＶということは、演技みたいなことしたり、ダンスしたりするんですかね？」


    「キャラのコスプレもさせてもらえるかもしれませんね。そうしたら、衣装の採寸もしないといけなくなりますよ」


    　心こ鳥とりの言葉に次いで、わたしも想像していたことを口にする。


    　わたしだってコロコロ動画に歌をあげたとき、キャラのコスプレをしていた。心鳥ほどさまざまなコスチュームを着たわけではないけど、コスプレは大好きなんだから！


    「キャラ衣装でダンスＰＶか～。いいねぇ、アガるねぇ！」


    「アガりますよね！　楽しみです！」


    　花はな名なさんと、ニンマリ笑い合う。


    「コスプレってしたことないから、楽しみなの。心鳥ちゃんみたいに似合うといいな～なの」


    「月つき姫ひさんは何を着ても可愛かわいいに決まってますよ！　コスプレ姿、すごく楽しみですね。ダンスも楽しみですし……あぁっ、なんだかもう待ちきれません！」


    　月姫さんが、心鳥が輪に入る。


    「よーっし！　それじゃ今日も、楽しい高校生活あーんど大好きな声優生活、そして嬉うれしい共同生活を一緒に満まん喫きつしよーう！」


    「「「お──！」」」


    　共同生活をするようにと言われたとき、わたしは本当にできっこないって思っていた。


    　だけど今は、[image: ]そろって声をあげることに、もう、なんのためらいもないのよ。

  


  [image: ]


  
    



    ｔａｋｅ．４　恵え比び寿す月つき姫ひ


    



    　ふと目が覚める。まだ暗い、五時少し前。


    　だけどちょうどいいから、起きて朝ご飯の支し度たくをしよう。月姫は身を起こすが、すぐにその必要がないことに気がついた。


    　実家では、料理が好きで台所に立っていたけど、ここは東京。この家は寮として借りているマンションで、朝ご飯は食堂に行って同居してる友人たちとで食べるのだ。


    　楽ではあるけど、好きな料理ができないのは寂しい。だけど月姫は、料理の手伝いをしてくれていた幼い弟妹のことを思い出して、ふふっと笑った。


    「……ひー姉ちゃんがいなくても、お母さんの手伝いちゃんとできてるかな」


    　弟妹に呼ばれていた愛称は、自分でも気に入っている。一部の親しい友人たちも、思い思いの愛称で自分を呼んでくれていた。


    　上京して、寮生活を初めて半月少々が過ぎ、月姫はふっと郷愁に駆られた。


    「……あれ？」


    　居間のほうから話し声が聞こえた気がした。こんな朝早くに？　気になって二段ベッドの上から降りると、下で寝ているはずの花はな名なの姿がないことに気づく。


    　花名は毎朝起きるのが早い。同じく早起きタイプの心こ鳥とりと、朝から元気良く話し合ってるのか……そう思いつつ部屋を出ると、聞き覚えのない声の少女が物ぶつ騒そうなことを言い始めた。


    「『この城は龍りゆう脈みやくの交こう叉さする危あやうき地にそびえ立った砂さ上じようの楼ろう閣かく。要かなめを失えば滅びるのみ』」


    「滅びるって……んん？」


    　居間には台本を持った花名しかいなかった。


    　演技に熱中していて月姫に気づいていない花名。月姫は黙って花名の演技を見続ける。


    　話し声が聞こえたのは、花名が自分のキャラだけではなく他キャラの台詞せりふも口にしていたから。しかも、男性キャラは男性キャラっぽい声こわ色いろで。


    　月姫は目の前で見てるから花名が演技してるとわかるが、男性キャラも女性キャラも、それぞれ声を作って話しているから、上等な一人芝しば居いを見ている気になる。


    「『あなたがたは逃げてください。ここより遙はるか彼方かなたまで』……ん？　あれ、姫ひめちゃん……あ！　声大っきかった？　起こしちゃったかな？　ごめんごめん、素す読よみのつもりだったんだけど、つい力が入っちゃって……」


    　月姫と目が合い、照れる花名。


    「ううん、大だい丈じよう夫ぶなの。目が覚めたのは自然と……。はななんこそ、ずいぶん早起きなのね」


    「今日収録だから、もう一度読んでおこうと思ってさ～」


    　手にしているのは、この春クールに出演してるテレビアニメのアフレコ台本。


    　彼女──神かん崎ざき花名は、高一にしてテレビアニメレギュラー三本を掛け持つ人気声優。月つき姫ひの同居人でクラスメイトで、同じ職業、声優としての大先輩にあたる。


    　そしてもうひとつの部屋で寝ている、高たか見み沢ざわ心こ鳥とりと城き戸ど涼すず風かも同じく声優。


    　月姫はこの三人と声優ユニット・フォーチューンを組んで仕事をしていくことになってる。


    「やっと出番が増えるから、テンション上がっちゃってね～。いやぁ、レギュラーって言っても、一、二話以来久しぶりの出番だからキャラチェックもしとかないといけないじゃない？　まさか……『おいおい、前とキャラ違うんじゃない？』とか言われたくないもんね～。大事な大事なあたしのリュンクスちゃん。今日も可か愛わいくしてあげるからね～～ん～っちゅ！」


    　台本にキスする花はな名な。見れば、表紙にその担当キャラ、リュンクスが描かれている。……リュンクスのパートナーだという、ちょっと薄気味悪い男性キャラも描かれているけど。


    「事前の練習を欠かさないなんて、やっぱりはななんは偉いの」


    「なはは、こんなの普通普通。むしろ練習し足たりないくらいだよ」


    「けど、昨夜も遅くまで起きてたの……」


    　過去に花名が出演していたアニメを、台本と見比べながら十二時過ぎまで起きていた。


    　月姫としては、台本とは違うアドリブの具合なども確認できてとても勉強になった。


    「はななん、ちゃんと寝たの？　睡眠は大事なの」


    「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。今日は、う～ん、四時間くらいだけどこのとおり元気いっぱい。それに、朝から姫ひめちゃん独ひとり占めできて嬉うれしいし～～……うりゃあ！」


    「むぎゅっ」


    「んは～～、落ち着く～～。やっぱ姫ちゃんギューは最高の癒いやしだよ～～」


    　初対面の日から花名は、こうして抱きついてきた。その遠えん慮りよなさが逆に心地好よくて、月姫はすっかり抱かれ慣れていた。妹や弟に抱きつかれてた感覚と似てたからかもしれない。


    「ん～～……っぷはぁ。練習の邪じや魔ましちゃってごめんなの？」


    「ううん、大丈夫。そろそろブログの更新しようと思ってたし……。姫ちゃんは？　二度寝する？　って、もうあんまり時間ないかな」


    「うん、大丈夫なの。それより、ブログ、見せてもらってももい～い？」


    「もちろんいいよ～」


    　窓際のソファに促うながされる月姫。


    　ローテーブルには、すでに起動している花名のノートパソコンがある。


    　月姫は電子機器類が苦手で、自分のパソコンは持っていない。携帯電話もスマホに乗り換えられずにいるが、それで困ったことはなかった。


    「このケーブルで～、スマホとパソコンを繋つないで～……写真を転送して～っと。そしたらブログに写真をアーップ！　こっちもアーップ、こいつもアーップ」


    「写真を載のせることをアップって言うの？」


    「正式にはアップロードね。写真だけじゃなくて、音楽データでも文字でも、ネット上にあげることを……こっちから転送することを言うの。逆に、ネット上にあるものを持ってくる場合はダウンロード」


    　今どきは書籍や音楽もダウンロードで買うのだ、とは聞き覚えがあった。


    「ブログって、毎日書いてるの？」


    「なるべくなら毎日したいけど、今はできるだけってとこかな。ネタがなかったり、眠かったりするとね。今日は、昨日の夕飯が美お味いしかったからアップップ～っと。そんで、ご飯について褒ほめつつ、自分の出演作品でご飯食べてたシーンを思い出して……咀そ嚼しやく音について……楽しいけど、汚きたない音にならないように注意しなくっちゃね……っと」


    　見る間にブログを書き綴つづっていく花はな名な。その早業に、月つき姫ひは唖あ然ぜんとする。


    　文章を書き終え、今夜放送する出演作も見てね、と締めくくって投稿するボタンを押す花名。その間なんと、十分足たらず。


    「……終わりなの？」


    「うん、終わり。記事になってるのはこちら……はい、どうぞ」


    　ざっと眺ながめていくと、だいたい三日に二日のペースで書かれていた。


    「いつの間にこんなに書いてたの？」


    「夜とか、朝とか、収録待ちしてるときとか。ネタのひとつひとつは他た愛わいないものだし、ボリュームも特にないしね」


    「そうだけど……ホントにちゃんと寝てる？　大だい丈じよう夫ぶなの？」


    　花名とは朝から晩まで一緒にいるつもりだったけど、ブログを書いていた場面はほとんど記き憶おくにない。朝早くか、夜遅くに書いていることが多いのだろう。


    「大丈夫大丈夫っ、元気だってば」


    　花名の声に翳りはない。月姫は不安感を強引に引っ込めた。


    「あと、残念なのは、同居してることが書けないことかな。一緒に遊びに行ったり、学校でのこととかはある程度書いてもいいけど、プライベートすぎるのはちょっとね。涼すずちゃんもブログ書いてるから、二人で話して決めたんだ～……ほら、涼ちゃんのページはここね」


    　切り替わったページは、いかにも涼すず風からしいといえる可か愛わいいデザインのブログ。


    　見れば、花名ほどではないにしても、週に二、三回は更新されている。


    「二人ともすごいの……。心こ鳥とりちゃんも、ブログ書いてるの？」


    「ううん、やってないって。別に無理してやるものでもないけど、興味あるの？　やりたいなら、あたしのパソコンでやってもいいよ。ページ作ってあげよっか？」


    「え？　で、できないの……書くこともないの」


    　語尾が弱くなる月姫に、花名がなははと軽く笑う。


    「ネタなんてなんでもいいんだけどね。声優として、とか身構えなくてもいいしさ。仕事が始まれば書くことも増える……あぁでも、書いちゃいけないことも多いから、そのあたりわかってないと難しいかな。もちろん、そのときは教えてあげるね」


    「ありがとう。本当に、はななんには色々教わってばっかりなの。どうしたらお礼できるか……むぎゅう」


    「お礼ならこのギューでオッケーっす。もしそれ以上のことをしてくれると言うのならば……」


    「ならば？」


    「うーん……膝ひざ抱っこか、それとも膝枕？　枕と言えば抱き枕!?」


    「膝抱っこ？　それはさすがに重いの──」


    「姫ひめちゃんが重かったら、あたしなんてどーすればいいのか!?」


    　月つき姫ひの頰ほおを取り、顔を寄せる花はな名な。


    　しかしその力説も虚しく、月姫はぷんっと顔を逸らす。


    「んもうとにかく重いから駄だ目めなのっ。膝枕……あ、そうなの。耳かきはどう？　月姫、耳かき上じよう手ずにできるの」


    「マジすか！　美少女に耳かきしてもらうとか男のロマンじゃないすか！」


    　さらに力説する花名に、月姫は軽く吐息を漏らす。


    「はななん、いつから男の子になったの？」


    「あ、あたしの中に住んでる架か空くうの男が、毎日のようにロマンを囁ささやくのです……てへっ」


    「……たまにエッチな言動をするのはそのせいなのね」


    　これまで色々なキャラクターを演じてきたことで、花名の頭の中には何人もの自分がいるのかもしれない。それはまだ、月姫にはわからない感覚だった。


    「じゃあ、ロマンする？」


    「するするっ、して～」


    　まるで弟妹がそうするように、月姫の膝に頭を乗せてくる花名。


    　ころんと丸まる姿が幼子を思わせる。期待に満ちた横顔がとっても可愛かわいらしく見えて、月姫はついふふっと笑った。


    「ん？　どったの？」


    「ううん、なんでもないの。それじゃ耳かきを……あれ、結構綺き麗れいなの」


    「声優にとっては耳も重要。なので、それなりの頻ひん度どで耳かきしてますからっ」


    「なら、しなくても……」


    　がっかりする月姫に、花名は寝転んだまま叫ぶ。


    「だからロマンだってばロマン！　してもらうことが大切なんだってば！」


    「……そうなの？」


    「そうなの！」


    　納得したのか、耳かきを手にする月姫。そして……。


    「えい」


    「アッー！」


    　花はな名なが、おかしな喜びの声をあげる。


    「えい」


    「ア────ッ！」


    「……終わりにする？」


    　耳かきをしているときに声を出されるのは困る。そう思った月つき姫ひは呆れた声を投げかけた。


    「黙ってるので続けてくださいお願いします」


    　月姫は花名の喜びの表現方法が弟妹とかなり違うことに戸と惑まどったが花名のおかしな言動は今に始まったことではない。月姫は微ほほ笑えみながら耳かきを続ける。


    　右耳を、そして左耳をほじほじし終えたとき、別室から悲痛な叫びが聞こえてきた。


    「──いい加か減げん起きてってば涼すず風か──っ！」


    「いやー、心こ鳥とりちゃんのこの声を聞くと、朝が来たんだなーって思うの」


    「ふふっ、そうかも」


    　月姫の膝の上で仰あお向むけになって笑う花名。


    「それじゃ姫ひめちゃん、今日も元気良く行こうか！」


    　元気のいい花名の言葉に、月姫も笑顔で頷うなずいた。
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    　昼休みの学食。今日もメロンパンを手にする月つき姫ひに、涼すず風かが目を向ける。


    「月姫さん、唇くちびるの端はしにお砂さ糖とうが付いていますよ？」


    「んっ……ありがとう」


    　自分の唇の右端を指さす涼風。月姫は頷うなずいて、自らの唇を拭う。


    　指先に付いた砂糖をぺろりと舐めると、涼風が、そして居合わせている心こ鳥とりも花はな名なも破顔した。その目は、愛らしい幼子を見る温かいもの。


    「月姫さんは、今日も花名さんの付き添いですか？」


    「うん。その予定なの」


    　頷く月姫に、心鳥が口を開く。


    「月姫さんいいですね。たまには私も花名さんの仕事を拝はい見けんしたいですよ……あ。この煮物いかがですか？　いつもメロンパンだけじゃ物もの足たりないんじゃないかと。うどんも食べます？」


    　格かつ好こういいアルトボイスとともに、月姫の前に煮物の小こ鉢ばちが差し出された。


    「ありがとう、心鳥ちゃん。それじゃ、煮物をいただくの」


    　月姫は小鉢から手た綱づなこんにゃくを取ってて、心鳥に返す。


    「それだけですか？　もっといいんですよ？」


    「うん、でもこれ以上食べられないから大だい丈じよう夫ぶなの」


    　それに、これ以上もらってしまっては大たい食しよく漢かんの心鳥ちゃんに悪い。


    「月姫さんはもっと食べたほうがいいと思いますけど……」


    「しっかり食べてるの」


    　と、メロンパンを食べる月姫に、全員の目が少し冷ややかになる。


    「確かに朝晩は食べてますけど……なんで、お昼はメロンパンだけなんですか？」


    　食欲旺盛な心鳥が、ついに全員が思っていたことを口にした。


    「月姫的にブームだから、なの！」


    「「「…………」」」


    　力強い月姫の言葉に、三人は納得せざるをえなかった。


    「ま、まぁ、マイブームはあるわよね。……それに、みんながみんな、あなたみたいな大おお食ぐらいじゃないのよ。まったく、定食の他にカレーうどんだなんて、どんなお腹なかしてるわけ？」


    「どんなって言われても……」


    　涼風の突っ込みに、心鳥がしゅんとする。


    「心鳥ちゃんの食べっぷり、月姫は好きなの。健康的で清すが々すがしいの」


    「いえ、そんな」


    　月姫の言葉に、俯いていた顔をぱっと上げて目を輝かせる心鳥。


    　一見、クールで落ち着いた印象のある心鳥だが、実は喜き怒ど哀あい楽らくがわかりやすい。澄まし顔をすることの多い涼すず風かも、わかりやすさでは心こ鳥とりと大差なかった。


    　そしてもとろん、花はな名なの表情は誰にでもわかりやすい。


    「……今日はもう無理だと思うけど、次の機会には見学できるように頼んでおこうか？」


    　花名が口いっぱいにオムライスを頬ほお張ばりながら話を戻す。


    　心鳥は目を輝かせたまま、花名に向かって頷うなずいた。


    「本当ですか!?　ありがとうございますっ、是ぜ非ひ！」


    「心鳥。あなたももうプロ声優なんだから、見学だなんてそんな……」


    　苦い顔をする涼風に向かっても、心鳥の笑顔は消えない。


    「じゃあ涼風は行かないの？　花名さんの仕事現場見せてもらえる機会なんて、そうそうないよ？」


    「だ、だけど、すぐに四人で一緒に仕事をすることになるんだから……」


    　心鳥も涼風もまだデビューして半年ほど。芸歴五年になる花名の仕事ぶりはやっぱり気になるようだった。


    「それでも私は行きたいですっ。花名さん、よろしくお願いしますっ」


    「りょーかーい」


    「あっ、ずるいっ。わたしも行きまっ……い、行かせてください……」


    　気楽な花名の応対に、頑なになっている自分が恥ずかしいと、涼風も手を挙げる。しかし声を張ったのが恥ずかしかったのか、片手で顔を覆おおって俯うつむいた。


    「了解了解っと」


    　涼風の様子も気にせず、花名はスマホでメールを打つ。その指の動きが忙せわしない。


    「ほい、連絡しといたから、あとは百ゆ合り子こさん任せね」


    「……連絡？」


    「今の話、百合子さんにメールしといたんだよ」


    　月つき姫ひの問いに、きょとんとして答える花名。文章を打つスピードに驚いているのだとは気づいていないようだった。


    「さーって、それじゃ今日もお仕事行ってきます。姫ひめちゃん、行ける？」


    「うん」


    　頑がん張ばってくださいね、と言う心鳥と涼風に頷き、花名の後を追う月姫。


    　午後の授業に出ないで仕事の現場に行くということが、早くも常態化しつつあることに、月姫はまだ深く思いを巡らせてはいなかった。


    



    　校門前で百合子の車に乗ってスタジオへ連れて行ってもらう月姫たち。


    「送り迎えをしてもらうのは嬉うれしいけど、甘やかされてるみたいでこそばゆいの」


    「あたしはずっとおばあちゃんに付き添ってもらってたから、慣れてると言えば慣れてるかな。それに、高校生になったとは言え、昼間に街を歩いてたら補導されちゃうこともあるかもだしね……誤解はすぐ解けても、それで現場に遅刻するのはまずいっ」


    　声優は時間厳守。時に何十人にもなるスタッフ・声優陣に対して、自分一人が遅刻して仕事の手を遅らせるわけにはいかない。


    　高校生だけど、仕事をしてる社会人としての責任があった。


    「それでは、また帰りに迎えに来ますね」


    　月つき姫ひたちをスタジオに送り届けると、百ゆ合り子こは会社に戻っていった。


    　スタジオ入りした花はな名なは慣れた様子で、スタッフや共演者たちに挨あい拶さつして回っている。


    　もちろん月姫もついて回る。花名に紹介されるんじゃなくて、自己紹介は自分でする。


    「セレスティアル・エンタテインメントの恵え比び寿す月姫です。本日はガヤで参加させていただきます。よろしくお願いいたします、なの」


    　今日はガヤで参加させてもらえるとのことで、月姫も挨拶に一層気合いが入れる。


    　一番最初に花名のアフレコに付き添ったときは、レコーディングブースにも入れなかった。次は入れたが、ただ見ていただけ。声はもちろん、音を出してはいけないことが大変だった。


    　前回、別の作品でガヤをやらせてもらって、今回もやらせてもらえることになった。


    　名前付きの役をやらせてもらえるのはまだまだ先になるけど、こうした積み重ねが、声優としての力になっていくのは月姫にもわかる。


    　そしてもちろん、花名をはじめ、役を持っている声優たちの演技を間近で見られることが、とても勉強になるとわかってきた。


    「今日もはななんの演技、全部見てるの。頑がん張ばって欲しいの！」


    「なはは、照れますな……気合い入れて頑張りますぉ！」


    　ブース内にコの字に配置された椅い子す。その中央に花名たちメインキャストが座る。


    　ガヤだけの月姫はドアに近い端はしに座る。その横の並びには、まだ若い男女が五人。台本を持っていないということは、彼女たちも見習いらしい。


    　こそこそと話してる内容からして、どうやら声優専門学校の学生のようだった。月姫がそっと目を向けると、一人挟んだ向こう側の女性と目が合う。


    「おはようございます。その金髪すごく目立つわね。……あなたもガヤで参加するの？　どこかの養成所の子？」


    「はい、おはようございます。セレスティアル・エンタテインメントの恵比寿月姫です。よろしくお願いしますなの」


    「へぇ、セレスティアル……え？　ジュニアじゃなくて、もうプロ？」


    　驚く女性の声に、並んだ全員が月姫を見る。


    「うっそ。まだ中学生じゃないの？　それどこの制服？」


    「天てん空くう学園高校なの」


    「えっ、あの芸能人学校!?　それじゃ芸能科なの？　すごーい！」


    　頷うなずく月つき姫ひを、隣に座った女性が羨望の眼差しで見つめる。


    「高校生でプロ声優かぁ、いいなぁ。あたしたちなんて十九になって、授業の一いつ環かんでようやくガヤに出させてもらえるようになったばっかりなのに」


    「ねぇねぇ、あれって神かん崎ざき花はな名なさんでしょ？　あの人なんて小学生デビューなのよ？」


    「ホントだ……うわぁ、高校生でメインキャストかぁ、いいなぁ、羨うらやましいなぁ」


    　並んで座る女性たちが、心底羨ましそうに声を漏らす。


    　彼女たちの視線に釣つられて、メインキャストたちを眺ながめた。その視線に気付いた花名が、小さく手を振って月姫に笑いかける。


    　専門学校生たちは月姫を羨ましげに見た。


    　……と、音響監督の声が響き、ブース内が静まり返る。


    　専門学校生たちが息を呑のむ。


    　月姫も深呼吸を一つ。しかしガヤの出番は一番最後なので、それまではずっと人の仕事ぶりを見ているしかない。


    　月姫は、花名の隣に立つ自分を想像するが……まだ、上手く思い描けなかった。


    



    「お疲れさまでしたー！」


    　声優全員で声を合わせてのコールで、今日の仕事を終える。


    　そそくさと帰る人もいれば、のんびりと雑談を始める人たちもいる。さすがにレコーディングブース内にどっかりと座り込んだりはせず、順次出ていって待合室で話し始める。


    「お疲れさま、はななん。今日も素す敵てきだったの」


    「えへへへへ、ありがと～……うりゃっ」


    「むぎゅ」


    「姫ひめちゃんもお疲れ～。いや～、今日も疲れたけど楽しかった……けど、癒いやしぷりーっず」


    　仕事を終えたばかりの花名の体は、まるでダンスの授業の後のように熱い。それだけ体力を使う仕事なんだと痛感月姫は感嘆の吐息を漏らす。


    「あ、あの……神崎花名さんですよね？」


    「はい、そーでーっす。あぁ、姫ちゃんの隣にいた人たち」


    　一様に興こう奮ふんした面おも持もちの専門学校生たちが、花名と月姫を取り囲んだ。


    「あたしたち、日本ボイス専門学校で声優の勉強してます。今日は参加させてもらえて嬉うれしかったです」


    「神崎さんのリュンクス、すっごい可か愛わいかったです。原作のイメージのまんまって感じで、超萌もえました！」


    「なはは、ありがとう。皆さんも、ガヤお疲れさまでした」


    　女子二人が前のめりで花はな名なに話しかける。


    「あたし神かん崎ざきさんの【鳳ほう凰おう剣けん姫きかぐら】すっごい好きで、ブルーレイも買ってるんですけど……今持ってるんです！　もし良かったら、サインいただけたりしませんか？」


    「いいですよ～。えっと、今日は四月の……っと。お名前は？」


    　嬉々として名を告げ、サインをもらってはしゃぐ女の子。


    　花名は、次の人にも、また次の人にも……アニメのブルーレイやＤＶＤ、アニメのカードゲームにまでサインをしていった。


    「神崎くん恵え比び寿すくん、ちょっといいかな？」


    「はーい。……それじゃ皆さん、また共演しましょうね」


    　音響監督に呼ばれたのを見て、専門学校生たちは去って行った。サインをもらえたことを喜ぶその後ろ姿に、やはり花名は一流の声優なのだと感心する月つき姫ひ。


    　だけどそれは、友達として誇らしいような、どこか遠くに感じてしまうような……月姫の胸中には、様々な思いが巡っていた。


    「監督～、お疲れさまでした！」


    「あぁ、お疲れさん。さすがに人気者だな、神崎くんは」


    　スタジオに隣接した事務所の方に招かれる花名と月姫。やせ型で背の高い今作の音響監督が、仕事中とはうって変わって優やさしい声をかけてきた。


    「いやいや、物珍しいだけですよ。何せジョシコーセーセーユーですから！」


    　その場でくるりと一回転する花名。そのスカートがまくれ上がり、危うく下着が見えかける。花名自身は気にしなかったが、月姫の方が慌てていた。


    「確かに制服で来られるとちょっと驚くね。しかも今日は、恵比寿くんと二人で目立ってたし」


    「なはは……ところでご用ですか？　姫ひめちゃんも呼んだということは、もしかして……」


    「あぁ、その、もしかしての件」


    　音響監督が月姫を見て、ウインクする。


    　月姫は首を傾かしげるが、目が合ってようやく、この人が先日参加させてもらったオーディションのスタジオ審しん査さでも音響を担当していた監督だと気がついた。


    「この前のオーディションね。【アナログモンスター】の織おり姫ひめ役、恵比寿くんに決まったから。よろしくね、恵比寿くん」


    「…………え？　あ、はい、なの」


    　音響監督から差し出された手を反射的に握る月姫。しかしその表情は、何を言われてるのかよくわかっていないよう。


    　むしろわかっているのは、隣にいた花名だった。


    「おっ、おっ、おおおおおおおおおおっめでとおおおおおおおおおおう！」


    「むぎゅう！　はっ、はななん!?」


    　まるでタックルするかのように月つき姫ひに抱きつく花はな名な。


    　その体が、先ほどとは違う熱を帯びてる。


    「レギュラーだよレギュラー！　しかも四クール作品のヒロインだよ!?　やったやった、いやったぁあああああ！」


    「レギュラー？　ヒロイン？　……月姫が、なの？」


    　花名の胸の中で小首を傾かしげる月姫。大きな目が、まん丸に見開かれている。


    「そう！　【アナログモンスター】シリーズ第四弾、【アナログモンスターＢＦバトルフロンテイア】！　ヒロインの和泉いずみ織おり姫ひめ役ゲットだよ！　姫ひめちゃんが、初めて自分の力で手に入れた役だよ～っ、おめでとう！」


    【天てん空くうのフォーチューン】は指名の役なので、確かに自力とは言いがたい。


    　しかもまだ何も始まっていないので、本当にその仕事があるのかどうかもわかってなかった……月姫には、実感が湧わいてなかった。


    　──もしかしたら、声優仕事そのものにも。


    「二人にも連絡しなくっちゃっ……あっ、その前に百ゆ合り子こさん？　小こ塚づかのおじさま？　あれ。事務所のほうには話通ってますよね？」


    「そりゃそうだよ。今日決定したばっかりだけど、もう話は行ってると思う。まぁ、ちょうど二人ともいたから、教えてもいいかと思ってね」


    「ありがとうございます監督。超朗報です。速報最高です！　ねっ、姫ちゃん！　……姫ちゃん？」


    「え？　あ、うん。良かった……のね？」


    「あったりまえだよ！　おめでとう、姫ちゃん！」


    　まるで自分のことのように満面の笑みを浮かべる花名。


    　音響監督も、笑顔で握手をしてくれる。


    「ありがとうございます……えっと、頑がん張ばります、なの？」


    　だから月姫も、笑顔を返した──。


    



    　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊


    



    　中学に入ってすぐ、月姫は声に特徴があるからと放送委員会に推薦された。


    　最初は放送委員会が何をするのかもわかっていなかった月姫だったが、面倒見の良い先輩たち、仲の良い同輩たち、そして活発な後輩たちに囲まれて……いつしかそこは、月姫にとって居心地のいい場所になっていた。


    　そして中学三年生の夏。月姫たちの放送委員会は、全国中学放送コンクールの全国大会の切符を手に入れた。委員会悲願の全国大会出場だった。


    　そこで月つき姫ひは、初出場にして朗ろう読どく部門での優勝を勝ち取った。


    　大会を見に来ていたセレスティアル・エンタテインメントのスタッフがいたことが、月姫の人生を変えていくことになる。


    　声優のことなど何も知らなかった月姫だが、セレスティアル・エンタテインメントの熱心なスカウトと委員会の友人たちの後押しもあって、今、声優の道を歩き始めていた──。


    



    「おはようございます、月姫さん。今日も気持ちのいい朝ですねっ……月姫さん？」


    「おは……ぴょぅ……ござぃ、ぁ……すぅ～～……」


    「あ、うん。おはようなの。心こ鳥とりちゃん……涼すずちゃんも」


    　今朝も元気な心鳥に手を取られて、朝に弱い涼すず風かも起きてくる。


    　同じオーディションで合格して、同じアニメでデビューした二人だけど、性格も見た目も、もちろん声質もまったく違う。


    「ほら涼風、ちゃんと起きて？　……あ。もしかしたら、月姫さんも今日は眠いんじゃないですか？　昨日、ゆっくり眠れました？」


    「……うん、ありがとう。大だい丈じよう夫ぶなの」


    「そうですか。いやぁ、私なんてオーディションに合格した日は、興こう奮ふんして眠れませんでいたよぉーっとっと。ほら涼風、ちゃんと立って？」


    　眠さで倒れそうになる涼風の腰を抱いて、抱き寄せる心鳥。月姫の目には、その姿がなんとも男前に見える。


    「心鳥ちゃんでも眠れなくなるようなことがあるの？」


    「ありますよ。だって合格ですよ、合格っ。声優として仕事がいただけたんですから、興奮しまくり……あぁいえ、寝たのが遅かっただけで、次の日お昼頃ごろまで寝ちゃったんですけどね」


    　今まさに興奮しているという顔つきで、はきはきと喋しやべる心鳥。彼女のキャッチフレーズは、健康、健全、健けん啖たん、というところか。


    「ふわぁっ……あぁ……うぅ、眠い。寒い……ぴょ……」


    「ピヨ言わないのっ。動けばあったかくなるよ？　はい、今日は床掃そう除じ当番ね」


    　まだ寝ぼけ半分の涼風を立たせ、フロアモップを手渡す心鳥。


    　涼風はモップを杖つえのようにしつつも、のろのろと掃除をし始めた。


    「うぅ、お風ふ呂ろ入りたい……」


    「今日は駄だ目め。朝のうちにテストの予習するんでしょ？」


    「テストぉ？　あぁ、実力テスト……そうだったわね。んん、ふわぁ～～……ふぅ。おはよう心鳥。あ、月姫さんも、おはようございます」


    「おはようなの、涼ちゃん」


    　まだとろんとした目つきだけど、涼風の滑かつ舌ぜつがはっきりし始める。しっかりと背せ筋すじを伸ばしたその姿には、さっきまでのだらしなさはどこにもなかった。


    「月つき姫ひさん、今夜のおめでとうパーティーですけど、昨夜のうちにいくつかデリバリーを頼んでおきましたので、ご安心ください。帰りに飲み物だけ買ってくれば大だい丈じよう夫ぶですよ」


    「本当にパーティーするの？　デリバリーなんて高いんだから、食堂で十分なの……」


    「何を言うんですか、月姫さん。初オーディション合格記念ですよ？　本当なら、どこかのお店でパーティーを開きたいところです」


    「そんなのいいの～っ。……も、もしかしたら、何かの間違いかもしれな──」


    「間違いじゃないよ！」


    　月姫の語尾が弱くなったところに、花はな名なの声がかぶさった。


    「おっはよう、みんな。涼すずちゃん、デリバリー予約ありがとう。後であたしも半分払うね」


    「私も出しますから、三分の一で」


    　心こ鳥とりも前のめりで言うけど、涼すず風かはさして気にした様子もない。


    「あの月姫も払う……」


    「「「駄だ目めっ」」」


    　三人に手のひらを突き出され、たじろぐ月姫。


    「……ありがとうみんな。でも、本当に大おお袈げ裟さなの」


    「まだそんなこと言ってるの？　合格記念なんだから、もっと喜ぼうよ。しかも名作[image: ]ぞろいの【アナログモンスター】シリーズ最新作だよ？　あぁもう、楽しみで待ちきれないよ！」


    　昨日から興奮しっぱなしの花名が、腕をぶんぶんと振り回す。


    　そんな花名に合わせるように、心鳥も手をぐっと握りしめて声を弾ませる。


    「私、【アナログモンスター】シリーズって見たことないんですけど、私がやらせてもらってる【ブレードマン】シリーズと同じ少年アニメですよね。しかもメインヒロインだなんて凄すごいです。私も楽しみで仕方ないです」


    「シリーズ最初の作品にうちのお父さんが出てたから、全話ＤＶＤで持ってるんだ。近いうちに持ってくるから、みんなで見てみない？　姫ひめちゃんには、【アナログモンスター】の世界観をわかってもらうためにも是ぜ非ひ見てもらいたいな」


    　花名と心鳥に詰め寄られ、月姫はたじろぎっぱなしだった。


    「……うん、ありがとう。見させてもらうの」


    「どうしましたか、月姫さん。昨夜からずっと、心ここにあらずという感じですよ？」


    「そ、そう？　そんなことないの……」


    「ですけど、いつもみたいに笑っていないじゃないですか……」


    　う、と息を詰まらせる月姫に涼風は頰ほおを紅潮させて笑いかける。


    「オーディションに合格すると、嬉うれしすぎて夢かと思ってしまうこともありますけど、これは夢ではありませんよ？　ですから、自信を持って喜んでください」


    「そうなの……声優としてお仕事がいただけたんだから、もっと喜んでいいはずなの」


    　月つき姫ひの淡々とした言葉に、全員が頷うなずいた。


    　それを見て、月姫は微ほほ笑えむどころか、更に表情を暗くする。


    「あのね？　あの……あの役なんだけど、本当に月姫で良かったのかな？」


    　花はな名なが、そして心こ鳥とりも涼すず風かも、すっと息を呑のんだ。


    「なんで、月姫なのかな？」


    　続けざまに放たれる月姫の不安に、全員耳を傾ける。


    　茶化す者は誰もいない。全員が真剣な眼差しを交換していた。


    「あの役をやりたかった声優は、他にもいっぱいいたはずなの。セレスティアルからも、他の事務所からもいっぱい応募があったのそれなのに、なんで……」


    　何百、何千という声優がいる。


    　何年、何十年とキャリアを積んでいる声優がいる。


    　だけど、ひとつの役には一人の声優しか選ばれない。


    　それが当たり前なのはここにいる全員……声優業に携るすべての人がわかっている。


    「はななんだって同じ役で審しん査さしてもらったのに、なんではななんが選ばれなくて月姫が──」


    「そりゃあもちろん、姫ひめちゃんの声と演技が、あの役にぴったりだったからだよ」


    　月姫の言葉に被かぶせるように花名はピースしながら言う。


    「何十人、何百人がその役を欲しがっていたかはわかりません。けど、選ばれたのは月姫さんなんです、だから自信を持ってください！」


    　心鳥は両手でガッツポーズをして見せた。


    　しかしまだ、月姫の心は晴れない。


    「自信なんて……月姫はただ、高校生をしながら働けるからって、スカウトされるままここにいるだけで……。練習しても、スタジオに行っても、声優になってるっていう実感なんてなくて。ただちょっと声が目立つからって、それだけで声優の才能なんて──」


    「才能があるかどうかを決めるのは、月姫さんご自身ではありませんよ？」


    「え……？」


    　涼風がぴしゃりと言う。


    「才能は他の人が見つけてくれるものです。そして今回、月姫さんの才能が見み出いだされたんです。何百人という声優の中から……花名さんよりも、この役は月姫さんに合っていると判断されたんです。それを、才能、と言っていいとわたしは思います！」


    「涼すずちゃん……心鳥ちゃん……はななん」


    　三人が、月姫の目を見てから頷く。それは、月姫の才能を認めている証。


    　月姫は、以前同じように温かい眼差しをくれた、放送委員会の仲間たちを思い出す。今でもメールのやりとりをしている、今では遠く離れた友人たち。


    　素敵な声優になってねと送り出してくれた友人たちと、共に声優として頑がん張ばろうと言ってくれている友人たち。そのどちらも、月つき姫ひにとってなくてはならない人々。


    「ありがとう、みんな」


    　月姫の頰ほおが、自然とほころぶ。それはいつもと同じ、温かい笑み。


    　花はな名なも心こ鳥とりも涼すず風かも、ほっとして微ほほ笑えみ返した。


    「みんなと並んで恥ずかしくない声優に、月姫はなるの！」
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    「ぷへ～～、疲れた～～」


    「お帰りなさい、はななん。お仕事お疲れさまなの。……ずいぶん遅かったのね」


    　時計を見れば、すでに二十三時を回ってる。


    「仕事は六時には終わってたんだ。ちょっと時間あるかと思って、家に戻ったついでに久々にスポーツクラブのプールにも行ってきたんだけど……いや～、もうキツイわ～。今月は二回しか行けてないし、来月もどれだけ行けるか……よいしょっと」


    　花名は大きく膨ふくれ上がったトートバッグから取り出した化粧箱やトールケースを、ダイニングテーブルに置いていく。中には、古びた台本まであった。

  


  [image: ]


  
    「はいこれ、【アナログモンスター】第一期のＤＶＤボックス。二期シリーズもあったから持ってきちゃった」


    「わぁ、取りに行ってくれてたの？　ありがとう。でも、ずいぶんいっぱいあるのね」


    「【アナログモンスター】一期と二期はそれぞれ四クール、あとこれが一期の劇場版ね……まぁ、一気見しなくても少しずつでいいんじゃない？　ひとまずは初期シリーズだけでもいいし。アフレコ開始は八月くらいからだろうから、まだ時間はあるし……なんて言ってると、あっと言う間に時間が過ぎていく恐怖」


    　自分の体を抱いて震える仕し草ぐさをする花はな名な。


    　冗じよう談だんめかしてはいるけど、四クールアニメを見ようと思ったら千分以上かかる。確かに、時間が過ぎるのは早いだろう。


    「今放送中のアニメだって見たいし、人気のゲームだってしたいし、次の台本も読んでおきたいし、日々のトレーニングも大切……あぁ、水泳は体力作りには一番なんだけどなぁ」


    「この上スポーツクラブ通がよいは大変なの。はななん、そんなに泳ぐの好きなの？」


    　月つき姫ひはさほど水泳が得意ではないので、水泳にこだわっている花名に首を傾かしげる。


    「うんっ。けど時間の問題もあったから、今日は三十分泳ぐのが精せい一いつ杯ぱいで……っくしゅん！　このへんのスポーツクラブに入り直すか、それともしばらく様子見するか……でも泳ぎたいなぁ」


    「体育の授業に水泳があれば良かったのにね」


    「そだねー。そしたらみんなで泳げる……。そうだ！　みんなでスポーツクラブに入会っ……しても、行ける時間がまちまちじゃ、あんまり意味ないか」


    　花名は今、アニメなどの収録で週に三回は仕事に出ている。心こ鳥とりと涼すず風かは週一。しかし、稀にレギュラーアニメ以外の仕事も入るので、全員でスポーツクラブ通いするとなるとタイミングを合わせるのが難しいだろう。


    　それはわかっているようで、花名はがっくりと肩を落とした。


    「とりあえず、今のスポーツクラブは退会しよっと。さて、それはともかく、百ゆ合り子こさんから話聞いてるよね？　次のオーディション用のボイスサンプル、明後日には録とりたいんだって。はいこれ原作コミック。今日中……明日までには読んでおいてね？　明日の放課後、キャラ合わせしよう」


    「え？　あ、ありがとう、なの」


    「それと……涼すずちゃんたち起きてるかな？　ちょっと見てくるねっ」


    　花名はトートバッグからいくつかの本を取り出して、飛び跳はねるようにして涼風たちの部屋へ行き、リズミカルにノック。


    「おーい二人とも、起きてるー？　……あー、いたいた。涼ちゃん、前に見たいって言ってたムック本、掘り出してきたよん。心鳥ちゃんには、次のオーディションの原作ラノベ……あー、いいっていいって、ついでがあったんだしさ」


    　彼女たちの部屋からそれぞれのお礼の声が聞こえてくる。


    　月つき姫ひは嬉うれしそうに答える花はな名なの声に、尊敬の念を抱いた。……が、同時に不安も覚える。


    「……ちょっと、忙しすぎる気がするの」


    　呟いた言葉は、当の花名には聞こえていない。


    　月姫は、その忙しささえも楽しんでいる様子の花名に、ネガティブに聞こえてしまうことは言いたくなかった。


    「そいじゃね～、おやすみ～」


    　心こ鳥とりたちにお休みを言って、また居間に戻ってくる花名。


    「はななん、お風ふ呂ろは？　もう最後だから、ゆっくり入ってきたらいいの……」


    「スポーツクラブのシャワー浴びてきたから今日はいいや。歯は磨みがきだけして……あぁでも、ちょっと小腹空すいちゃった。何かつまめるものあったっけ……うーん。まぁ後でいいや。先に明日の台本読んでおこうっと」


    「あれ!?　明日も収録なの？」


    　全員の仕事予定が書いてあるホワイトボードを見るが、明日の欄には涼すず風かの予定しか書かれてない。


    「うん。いきなりだったんだけど、端は役やくもらったんだ～。担当するはずだった声優さんが来られなくなったとかでね？　あたし、その作品の音響監督と仕事しててさ。いつでも呼んでくださ～いってお願いしてたから……あ、しまった。こういうのは姫ひめちゃんを紹介しても……いや、【天てん空くうのフォーチューン】で華はな々ばなしくデビューさせたいんだからもったいないかな。でも、それより仕事を優先すべきか……うーむ」


    「月姫は予定どおりでいいの」


    　以前のような声優業への不安からではなく、もっとしっかりと練習をして、一つ一つの作品に取り組みたい。月姫はきっぱりと答えた。


    「そうかなぁ。仕事は貪どん欲よくに取りに行かないと……」


    　そう言いながらも、台本を捲めくって担当キャラの台詞せりふを探す花名。その目は、すでに真剣そのもの。


    「えーっと……『あのっ……え、やっぱ恥ずかしい……』ん～～、違うかな？　確か原作だともっと儚はかなそうな感じだったような……『あの……えぇ、やっぱ恥ずかしぃ……』。あ、そっか。この後元気になるんだから……」


    　役に没頭しているときの花名は、いつものおちゃらけた感じとは違う。


    　いつもの姿も親しみやすくて好きだけど、真ま面じ目めな姿は凜り々りしくて格かつ好こういい。月姫はどちらの花名も好きだった。


    「……ん？　どしたの、姫ひめちゃん」


    「はななんは、本当に声優業が大好きなのね」


    「えー？　そりゃ大好きだよ。というか、生まれてこのかた声優に囲まれて生きてきたあたしにとってはもう好き嫌いじゃないよね。人生の一部？　ううん、人生そのものかな」


    　嬉うれしそうに言う花はな名なが可か愛わいらしい。花名の思いの深さを知れば知るほど、月つき姫ひも声優業が人生をかけるに値するのだと感じられた。


    「ご両親とも声優なのよね。えっと、お父さんがこの【アナログモンスター】で主人公のライバルキャラをやってる……神かん崎ざきたけるさん？」


    　手元にある【アナログモンスター】のＤＶＤケースを見てみる。


    「そうそう、本名もたける。勇ゆう猛もうの猛の字ね。お母さんは【アナログモンスター】には出てなかったかな。代表作は【プリティムーン】シリーズ第一作のヒロイン月つきヶが瀬せこよみ役の二に木き美み琴こと。二木は旧きゆう姓せいなんだけど、今でも芸名で使ってるんだ」


    　声優やアニメに疎うとい月姫でも、【プリティムーン】シリーズは知っていた。


    　妹が好きだったから、月姫も見ていたのだ。残念ながら、第一作はかなり前に放送された作品なので見てなかったが。それと、弟が好きな特撮ヒーローものも見てた。


    　アニメだけではなく、特撮ものにも声優の活躍の場はある。ＴＶドラマや映画、外画の吹き替え、テレビ番組のナレーションやラジオパーソナリティーなどなど。声優というとアニメしか思い浮かばなかった月姫だったが、仕事のバリエーションの多さに驚いている。


    「お父さんもお母さんも、今でも現役バリバリだからね。もしかしたら、そのうち現場で会うこともあるかもしれないよ……いやぁ、でもそうなったらちょっち恥ずかしいな」


    「親子で一緒の仕事をしてるなんて素す敵てきなの。せっかくだから早く会ってみたい。はななんのご両親だからってだけじゃなくて、一流の声優さんとしてもその仕事ぶりを見てみたいの」


    「なはは……恐きよう縮しゆくですなぁ」


    　言いながら、台本に目を落とす花名。ペンを取って、自分の台詞せりふに書き込みを入れる。


    　仕事モードに入った花名の邪じや魔まをしては悪いと、月姫は花名に持ってきてもらった次のオーディションが行われる原作漫まん画がを手にした。


    「それじゃ、このマンガ読ませてもらうの」


    「はーい」


    「台本に熱中するのはいいけど、先に歯は磨みがきしたほうがいいの。着替えもしたほうが……」


    「はーい」


    　台本に没頭しているせいか、花名の態度は素っ気ない。


    　月姫はもうこの状態の花名を何度も見ているので、不快に思ったりはしない。むしろ心配げに、再度声をかける。


    「あと、あんまり遅くまで起きてちゃ駄だ目めなの。声優は健康第一、なんでしょ？」


    「はーい、大だい丈じよう夫ぶー」


    　笑顔を見せる花はな名なに、月つき姫ひはようやく安堵する。


    　花名くらい仕事に熱中できるようになろう。そう思って、部屋へと戻っていった。
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    「は……はななん？　何、その真っ赤なお顔……っ！」


    「あれ～～？　おや～～？　なんだろう、これ……くらくらする～～？」


    　翌朝、月姫は昨夜の自分を怒りたい気持ちでいっぱいになった。どうしてあのとき、無理にでも花名を休ませなかったのか、と。


    　そして自分がこれまで、花名に頼りすぎていたことも後悔する。


    「なんだろうじゃないの～。こんなに真っ赤な顔して……お熱が出ちゃったの」


    「熱？　なはははは、風か邪ぜなんてここ何年もひいたことないよ～……おっと。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、深夜アニメ見ながら寝落ちとかフツーだから」


    　普段の澄すんだ声とは大違いの乾いた声に、月姫は眉をひそめた。


    「どんな普通なの。まったくもう……ほら、今日はお休みしましょうなの」


    「えぇ!?　何言ってるの姫ひめちゃん、学校は休んでもいいけど仕事は……」


    　今日は急に入った端は役やくの仕事がある。しかしこんな状態で行かせるわけにはいかない。


    「おはようございます、花名さん、月姫さん……あれ、どうかしたんですか？」


    　心こ鳥とりがいつもどおり、まだ半分寝たままの涼すず風かを引き連れて起きてくる。その目が、まん丸に見開かれた。


    「なっ……花名さん、顔真っ赤じゃないですか！　ど、どうしたんですか、風邪ですか!?」


    「大丈夫大丈夫、ホントなんでもないって、これくら──ゲホッ、ゴフ」


    「なんでもなくないじゃないですかっ。足元もふらふらですし。今日は寝てないとっ」


    　目の前で花名に咳き込まれて、一層慌あわてる心鳥。


    「寝る？　……うにゅ、もう寝ていいピヨ？」


    「涼風は起きてっ。ほら、自分で立つのっ」


    　涼風を叱しつ咤たし、一人で立ちさせる心鳥。その横で、花名もふらふらと立つ。


    「あたしも起きてるよ～。自分の足で大地に立ってるよ～、マンションの床だけど」


    「花名さんは寝てくださいっ」


    「そうなの。今日はゆっくり寝てるの。ほら、お部屋に戻って……」


    　心鳥の大声にも、月姫の心配げな声にも、へらへらとした笑いを返すばかりの花名。


    　足取りのおぼつかない花名の手を取った月姫は、その熱さに驚いてため息を漏らした。


    「やだなぁ姫ひめちゃん、大おお袈げ裟さだってば。このくらいなら熱冷ましで抑えられるよ」


    「駄だ目めなの。風邪はひき始めが肝かん心じんなんだから養よう生じようしないと」


    「いやでも、仕事もあるしさ～。休んでなんかいられないって～、なはははは」


    　月つき姫ひは抵抗する花はな名なの手を、逃にがさないように強く握る。


    「ですけど、花名さん。風か邪ぜひいたままスタジオに入るのは、むしろ迷めい惑わくだって……」


    「うっ」


    　心こ鳥とりの正論にたじろぐ。その様子を見れば、まだ花名にも理性があるかと思えた。


    「お仕事の件は百ゆ合り子こさんに相談するから、はななんはお休みするの」


    「じゃ、じゃあ、仮眠取るから仕事には行く……」


    　しつこく食い下がる花名に、月姫の口調も徐々に強くなっていく。


    「熱が下がっても、すぐにお仕事は無理なの。自分の体をもっと大事にしないと駄だ目めなの」


    「だ、大だい丈じよう夫ぶっ。薬をざらざらと飲んで飲みまくって行けばっ」


    　月姫には、花名がもう意固地になってるようにしか思えなかった。


    　以前、弟が風邪をひいた時にも、同じように意地でも遊びに行こうとしたことを思い出す。花名の態度は、わがままな弟の姿と重なって見えた。


    「だから、それで動けたとしても、周りの人に迷惑がかかるの。喉のども腫はれてるみたいで、いつもみたいないい声が出てないじゃないの」


    「それも大丈夫。喉の腫れなら無理矢や理り抑え込む注射があるからっ。あれ、すっごい効くんだよ？　たまに意識失うけど──」


    　パチンッ──


    　月姫は、熱で真っ赤になっている花名の頰ほおを、叩たたくように両手で挟み込む。


    「んも～～！　いい加か減げんにするのっ、ひー姉ちゃんの言うことが聞けないの!?」


    「ふぇ!?」


    　月姫に顔を挟まれ、怒鳴られたことで呆然とする花名。


    　その表情を見た瞬間、弟妹を叱しかる時と同じ態度を取ってしまったのだと気付く月姫。しかし、それを恥ずかしがっている場合ではなかった。


    「風邪は万まん病びようのもとなんだから、甘く見ちゃ駄目なの。明日ちゃんと学校行きたいんなら、今日はゆっくりお休みするの。わっ……わかった？」


    「……………………ふぁい」


    　頬を押さえているせいか、タコの口みたいになってまともに喋しやべれない花名。月姫はその手を放し、ほっと肩の力を抜いた。


    「「「…………」」」


    　花名が、心鳥が、そしていつの間にか目覚めていた涼すず風かも、唖あ然ぜんとして月姫を見る。その視線を受け止めながら、月姫は軽く咳払いする。


    「お仕事も大事だけど、無理して悪化したらどうするの？　それに、スタジオの密室内で風邪菌ばらまくつもりなの？　そんな迷惑なことしていいわけないの」


    「……はい」


    　うなだれた花はな名なの頭を優やさしく撫なでる月つき姫ひ。弟妹を叱しかったときも、必ず最後はこうして頭を撫でて終わりにしていた。叱った後にはフォローも大事だからだ。


    　叱った後にはフォローも大事だから。


    「あのね？　はななんのことが嫌いで怒ったわけじゃないの。むしろ大切だから……」


    「うん、わかってる……でも、ちょっとびっくりした。なはは……」


    　心こ鳥とりも涼すず風かも同じ思いだったのか、まだ少し唖あ然ぜんとしつつ頷うなずく。


    　月姫は、自分が幼く見られることをわかっていた。こういう態度を取って驚かれたことも、すでに何度かある。


    　しかし月姫は長女なので、やんちゃな弟やわがままな妹の面倒は見慣れている。


    　一人っ子の花名、末っ子の心鳥と涼風に比べ、月姫の方が大人っぽい部分があるのは、長女ならではのことだった。


    「それじゃはななん、お着替えしましょうね。まったくもう、制服のまんま寝るなんて……アイロンかけなくっちゃいけないの。……あ、そうだ。心鳥ちゃん、ゼリー飲料持ってたわよね？　ひとつ、はななんにもらってもいい？」


    「は、はい、もちろんっ。エネルギータイプでもビタミンタイプでも、あ、プロテインタイプもありますけど」


    　心鳥が指折り数えて、月姫に告げる。


    「お馬ば鹿か。プロテインはいらないでしょ。ビタミンタイプを持ってきなさい……。月姫さん、わたし風か邪ぜ薬を持っていますので、ゼリーの後に飲ませてあげてください」


    「ありがとう、涼すずちゃん」


    涼風は落ち着きを取り戻して、部屋に薬箱を取りに行った。


    「ふえ～～、くらくらするよ～～、あっついよ～～……」


    「はいはい。着替えてからお休みね。もし今日中に熱が下がらないようなら、お医者さんに行かなくちゃ……あと、百ゆ合り子こさんに連絡を……学校にも連絡しなくちゃなの～～」


    　登校と仕事を諦めた花名はもう抵抗せず、部屋に戻ると即座に眠りについた。


    



    　心鳥と涼風は登校したが、月姫は花名と共に学校を休んだ。


    　そして学校を早退して、近くのスーパーでお米や卵、他にいくつかの食材を買って帰る。


    　このマンションには一通りの調理器具と、基本的な調味料は[image: ]そろっているが、大きな冷蔵庫の中にはおのおのが買ってきたおやつくらいしか入ったことがなかった。


    　それを常々もったいないと思っていた月姫は、買ってきた食材を並べて気合いを入れる。


    「それじゃ、久しぶりにお料理するの～！」


    



    「……あれ～？　姫ひめちゃん帰ってたの？」


    　トイレに起きてきたらしい花はな名なが、寝乱れた髪を整えながらキッチンに顔を出す。


    　月つき姫ひはささっと手を洗って花名の元へ。その手を取って少し引くと、花名は月姫の意図を察したようで顔を寄せてくる。


    「チューするの？」


    　まったく察していなかった。


    　苦笑しつつ、月姫は花名のおでこに自分のおでこを重ねる。


    「ん～……うん。熱は下がってるの」


    　寝起きだからかまだ温かいけど、高熱があるという感じはしない。月姫はほっとして、手を放した。


    「顔色も良くなってるし、今日一日しっかり寝てれば大だい丈じよう夫ぶそうなの」


    「いや～、もう寝疲れちゃったよ。それに、お腹なかも空すいたし」


    「そうだろうと思って、ご飯作ってるの」


    「ホント!?　……えっ、そのために帰って来てくれたの？　姫ひめちゃんって、やっぱ天使？」


    　天使とまで思われていたのかと照れる月姫。


    「恵え比び寿す家特製山やま芋いも粥がゆなの。もうすぐできるから待ってるの～」


    「何それ食べたことない……楽しみ……美お味いしい？」


    　まるでお預あずけを食くらったワンコのように目を輝かせる花名。


    「うん、美味しくて栄養満点なの。これ食べて寝たら、すぐに元気になるの」


    「ありがと～姫ちゃん、愛してる～」


    　ふらふらと歩いて、ダイニングテーブルに着く。花名を見て、月姫はくすっと笑う。


    　朝は弟妹のように思えたけど、今は駄だ目めな旦だん那なさまを見ている気分でちょっとおかしかった。


    「はぁ～～、風か邪ぜひいたのなんていつ以来だろ……中一のときかな、あれ、二年のとき？　どうだったかなぁ……」


    　昨夜遅くまで起きていたのが引き金になったのだろう。


    　だけど、昨夜だけではなく、花名はずっと、月姫や心こ鳥とり、涼すず風かのために色々と骨を折っていた。その上自分の仕事もこなしていたのだ。


    　ずっと忙しくしていたところを見ていたのに……月姫は、またも悔やむ。花名に甘えていた自分を恥じ、風邪をひかせてしまった原因が自分にもあったのだと反省する。


    　しかも、寝かせるためとはいえ怒鳴ってしまったことにも俯かざるをえなかった。


    「……どしたの姫ちゃん？　……はっ！　ま、まさか風邪うつってないよね!?」


    「ううん、大丈夫……ねぇ？　はななんはいつも健康に気をつかってたはずなのに、いったいどうしちゃったの？」


    　自分が無闇に暗くなっていても仕方がない。月つき姫ひは気を取り直して花はな名なを見た。


    「思い当たるのは……プールかな？　髪、乾かしきってなかったかも……」


    「あぁ、昨日はあったかかったものね……。あと、疲れたからってそのままソファで寝ちゃったのは良くなかったわ。こんなことなら、無理にでも寝かせれば良かった」


    「なはは、面めん目ぼく次し第だいもない。声優として恥ずかし……あ！　しっ、仕事は!?」


    　慌あわてて立ち上がる花名に、落ち着いた声をかける月姫。


    「百ゆ合り子こさんと話して、心こ鳥とりちゃんにお願いすることになったの。先方さんも了解してくれたって。今頃ごろスタジオに向かってるの……そろそろ始まった頃かな」


    「心鳥ちゃんか……じゃあいっか。あぁでも自分でやりたかったなぁ。最終回にだけちょっと出てくるかわいこちゃんだったのに……せっかく回してもらった役なのにぃ」


    　くじける花名を横目に、できあがったお粥かゆをよそってテーブルに出す月姫。


    　レンゲはなかったので、大きめのスプーンで代用する。


    「はななんには残念だったけど、心鳥ちゃんは気合い入ってたの。はななんに恥をかかせないよう頑がん張ばってくるって……はい、どうぞ。卵は半熟だから、崩くずしながら食べてね？」


    「恥なのはあたしだよ、情けないなぁ……あ、いい匂におい。美お味いしそう……いただきます」


    「月姫もいただきま～す、なの」


    　少し遅い昼食。二人でふーふー言いながら、角切りの山やま芋いもが入ったお粥を口に運ぶ。


    「はふはふ……あっつ！　……てへへ。熱いけど美味しい」


    「良かったの」


    　花名はすぐに、二口三口と頬ほお張ばっていく。


    　その食べっぷりを見るに、だいぶ回復していそうだった。


    「姫ひめちゃん、ホントに料理上じよう手ずなんだね～。食堂のご飯にも負けない美味しさだよ」


    「お口に合って良かったの。月姫も久しぶりに料理できて楽しかったの。はななんが風か邪ぜひいてくれたおかげ、かな？」


    「なはは……あ。おかわりある？」


    「あるけど、あんまり食べすぎてもお腹なかがびっくりしちゃうの食後には生しよう姜が湯ゆもあるから、ほどほどに～なの」


    「はーい、じゃあもう少しだけちょうだいね……。ひー姉ちゃんっ」


    「あ……んもう、はななんったら」


    　なはは、と笑いながら自分でお粥をよそう花名。


    　軽口を叩たたけるようなら、もう心配ないのかもしれない。月姫の目の前で、花名はおかわりのお粥をぺろりとたいらげた。


    「ごちそうさまでしたー！　美味しかった、ありがとう！」


    「お粗そ末まつさまなの……それじゃ、生姜湯いれてあげる。飲んだら、またお休みするの」


    「はーい、ひー姉ちゃん」


    　今のは、昨夜のような心ここにあらずという返事ではなかった。


    「……あたし一人っ子だから、ああいう怒られ方するの初めてだよ。これからは、妹扱いじゃなくてお姉ちゃん扱いしなくっちゃいけないかな」


    「そんなこと考えなくてもいいの。月つき姫ひは元々、みんなのお姉さんのつもりもあったし……みんな、結構子どもっぽいところあるもんね」


    　月姫の言葉に花はな名なはいつものように、なははと笑う。


    「そーだねー。心こ鳥とりちゃんは食事のことになると子どもっぽい、涼すずちゃんは素直じゃないところが子どもっぽい……あたしは、全部？」


    「……自覚してるの」


    　それは子どもっぽいんじゃなくて、子どもを演じてるだけ……いや、花名の頭の中にいる、子どもの自分なのかもしれない。


    「姫ひめちゃんってば、実は意外と大人おとなっぽいよね。やっぱり、お姉ちゃんだからなのかな」


    「どうなのかな……それは、お姉ちゃんを演じてる月姫なのかもしれないの」


    　今まで月姫はそんな風ふうに考えたことはなかった。


    　花名は、そんな姫ちゃんも可か愛わいいよと言って、いつものように抱き締めた。


    



    　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊


    



    　軽快なジャズミュージックが全身にビリビリと響く。


    　クラスの男女二十名ほどが全員で同じダンスを踊っている。


    　目立っているのは心鳥。とても軽快なステップで、全員のお手本になっている。


    　そんな中、月姫は自らの未熟さに荒い息を吐はく。動きが速すぎても駄だ目め、もちろん遅くても駄目。全員で同じ動きをする。息を合わせ、動きを合わせ、気持ちを合わせる。


    「恵え比び寿すっ、縮ちぢこまるんじゃないの！　もっと大きく動く！」


    　女性講師の声に叩たたかれるが、月姫は返事をするのも辛かった。


    　大きく動くと動きが緩かん慢まんになる。もっと速く。でも速すぎず。リズムを自分の体に教え込まなくちゃいけない。


    　ダンスはとても大変だけど、体力、リズム感、呼吸法などいろんなことを体に叩き込めるので、今の月姫にとっては一番ためになる授業だと思えた。


    



    「たは～～、病やみ上がりにはきっついわ～～」


    　今日最後のダンス授業を終えて、へたり込む花名。


    　月姫もほぼ同時に尻しり[image: ]もちをつくようにして座り込んで、肩で息をする。


    「病み上がりのわりによく動きますし、よく食べましたよね。朝もおかわりしてましたし、お昼だって心こ鳥とり並みの食事量だったじゃないですか」


    「いやいや、心鳥ちゃんには負けるって。あたしはせいぜい一・五人前ってところでしょ」


    「それでも十分です。だいたい、ダンスの授業があるってわかってて、よくあんなに食べられますよね……心鳥、あなたもよ？」


    　荒い息を吐はきながらも普通に話している花はな名なと涼すず風か。心鳥はあまり疲れた様子もなく、清すが々すがしい笑顔を見せる。


    「だって動くんだから食べないと！」


    「あー、はいはい。エネルギーが必要よね……なんて燃費の悪い子なのかしら」


    「ね、燃費が悪いのは昔からだから……」


    　涼風に呆れられ、しょんぼりする心鳥。しかしこれだけ動いてけろっとしてるんだから、燃費が悪くても問題ないのではないか、月つき姫ひは心鳥を羨うらやましく思った。


    「私からしたら涼風や月姫さんが、あれだけしか食べてないのによく動けるなって思いますよ……月姫さんなんて、私の五分の一も食べてないじゃないですか」


    「体の、大きさが、違う、から……大だい丈じよう夫ぶ、なの」


    　心鳥の語りかけに、月姫は息も絶え絶えに答える。


    「スポーツ選手じゃないんだから、無理矢や理り食べなくてもいいとは思うけどね。でも姫ひめちゃん、お粥かゆは結構食べてたよね？」


    「山やま芋いも粥のこと？　確かにあれは好きなの……けどお粥だから、多く見えたんじゃないかな」


    　月姫の言葉に、花名はなるほどと頷うなずいた。


    　そんな花名を、心鳥と涼風が羨ましげな目で見る。


    「わたしもそのお粥、いただきたかったです」


    「私も私も！　月姫さんの手料理食べてみたいですよ！」


    　涼風の言葉に乗っかって、心鳥も声をあげる。


    「いや！　嫁の料理は旦だん那なだけのものだから！　そして姫ちゃんは俺の嫁だから！」


    　月姫が答える代わりに、何な故ぜかピースサインを突き出す花名。


    　ふんすと荒い鼻息を噴ふくけど、心鳥と涼風の視線は冷たい。


    「嫁、と言われましても……ねぇ、涼風」


    「そうね。先日の様子から見るに、花名さんは旦那ではなくて弟というところなのではありませんか？」


    「ちょっ……せめて妹って言ってよ涼ちゃん！」


    　花名のピースは、しおれた花のように曲がった。


    　心鳥も涼風も、最初の頃ころは花名に対して自分から線を引いていた節ふしがあったけど、最近はずいぶんと気さくになっているように見える。月姫はふふっと微ほほ笑えんだ。


    「まったくもう……男キャラだったら、こんな風ふうに姫ひめちゃんギューできないのにねぇ」


    「むぎゅっ」


    　汗でしっとりとした花はな名なに抱き付かれる月つき姫ひ。お互い汗まみれだが、不快感はなかった。


    「ふふっ……あれ？」


    「ん？　どうかしたの姫ちゃん」


    「……ううん、なんでもないの」


    　月姫は、いつの間にか、自分の呼吸が整っていることに気がついた。


    　少しは体力がついてきているのかもしれない。でも、もっともっと頑がん張ばらないといけない。


    「考えてみれば、あのマンションには調理器具も[image: ]そろってるんですし、台所をもっと活用しない手はないですよね……私は、お湯の見張り番くらいしかできませんけどっ」


    　心こ鳥とりが、身の丈たけに合った提案をする。


    「そうは言っても、料理は手間が……というか苦手なのよね。だけど、わたしもお菓か子しならたまに作りたいかな、最近作ってないし──」


    「お菓子!?　涼すず風か、お菓子作れるの!?　ケーキは!?　タルトは!?　パイは!?」


    　涼風の言葉に、心鳥が目を輝かせる。


    「食いつきすぎよ、はしたない。……オーブンレンジの使い勝手にもよるけど、まずは簡単なところからかしら。パウンドケーキくらいならすぐにできると思うわ」


    「パウンドケーキ！　涼風っ、食べたい！　涼風食べたい～～！」


    「だから食いつきすぎって……わかった、わかったわよもう！」


    　じゃれ合う二人見て和なごむ。花名と月姫。


    　そして花名は、意を決したように声をあげる。


    「よーっし。それじゃ今日の帰り、みんなで商店街寄って、お料理関係のものいろいろと買っていこうか」


    　その言葉に全員が、おーっと手を挙げた。


    



    「こんなこともあろうかと、全員分のエプロンを用意しておきました」


    　帰るなり最上階にある自分の部屋に行き、満面の笑みで戻ってくる涼風。


    　何がどう、こんなこと、なのかは誰にもわからなかったが、月姫は喜んでエプロンをまとう。


    「いきなり色々ものが増えちゃったわね……しかも、全部買ってもらっちゃって。ありがとう、涼すずちゃん」


    「どういたしまして。わたしも楽しませていただきますから、遠えん慮りよなく使ってください」


    　買ってきたのはお菓か子しの食材だけでなく、ケーキ型やハンドミキサー、可か愛わいらしい食器やカトラリーまで。


    「さて、それではわたしはパウンドケーキを……月姫さんはどうされますか？　オーブン、先に使うのでしたらどうぞ？」


    「月つき姫ひはオーブン使わないからいいの。えっと、蒸し器を……心こ鳥とりちゃん、上の棚たなに背の高いお鍋なべがあると思うんだけど取ってもらえる？」


    「はーい、なんなりとお申しつけくださいませー」


    　学校からずっと笑顔のままの心鳥。手作りお菓子が食べられるのがよほど嬉うれしいらしい。


    「月姫さんは蒸し器で何を？　肉まんですか？　あんまんですか？　もしかして焼シユー売マイとか……」


    「スイーツだって言ってるでしょうがっ。ほら、用があったらまた呼ぶから、あなたは大人おとなしくしてなさい」


    　問われた月姫の代わりに、涼すず風かの喝かつが飛ぶ。


    「は～い」


    　しかし心鳥の笑顔は崩くずれないまま。蒸し器を置いて、まるで食事を待ちわびる子犬のように月姫の周囲を歩き回る。


    「ありがとう、心鳥ちゃん。月姫が作るのはプリンなの。冷やしておくから、お夕飯後に食べましょう」


    「プリン……ッ！　プリンって、手作りできるんですね……月姫さんってもしかしてパティシエ声優だったりするんじゃないですか？」


    「ふふっ、プリンなんて簡単なの。あと、茶ちや碗わん蒸しも似たようにして作れるの」


    「茶碗蒸し……ッ！　そんなのもう和食料理人じゃないですか……私はいったいどうしたら」


    「どうもしなくていいわ。むしろ邪じや魔まだから座ってなさいっ」


    　またも涼風が一喝する。


    「は～い」


    　返事はするものの座りはせず、月姫と涼風の作業を横で見つめ続ける心鳥。


    　二人の料理の邪魔になると思ったのか、花はな名なが心鳥を呼び寄せた。


    「心鳥ちゃん、こっち来てこのあたりの読んでたら？」


    「……あれ、花名さん。それってアニメ化予定のあるマンガだったりするんですか？」


    　ダイニングテーブルに積まれた漫まん画が本を見て、心鳥が首を傾かしげる。


    「ううん、単に最近の料理マンガを集めてみただけ～……これらを読めば、あたしも料理が上じよう手ずに──」


    「なりませんよ？」


    　笑顔も崩くずれる呆あきれっぷりだった。しかし、すぐ気を取り直して花名の横に座る心鳥。


    　マンガ本は手に取らず、花名に話しかける。


    「花名さんは、料理はできるんですよね？」


    「できるってほどじゃないけどね。野菜炒いためとか、インスタントラーメンとか……うちは両親共働きだったから、やむにやまれずというところもあったし……あ。お菓か子しは無理。グラム単位で考えなきゃいけないとか面倒くさすぎる」


    「そ、それは私もですね……。あれ？　そう言えば、おばあさまは一緒に住んでなかっ……らっしゃらなかったんですか？」


    「なんでもかんでもおばあちゃん頼りってわけにもいかなくてね～。自分でやれることは自分でやる、っていうのが教えだったし……それでも、だいたいはやってもらってたけど」


    　丁てい寧ねいに言い直した心こ鳥とりに突っ込んだりはせず、さらりと流す花はな名な。


    「小学生の頃ころから働いてたんですもんね。それで料理までってなると、大変じゃないですか。やっぱり花名さんは凄すごいですよ」


    「なはは、そんなヨイショされても何も出ないよ？」


    「い、いえ。端は役やくが出たじゃないですか。花名さんの仕事を取るみたいな形になっちゃって、本当に……」


    　なんの気もない花名の言葉に、心鳥が恐きよう縮しゆくする。


    「だーかーら、あれはむしろありがたかったってば。あたしの自じ業ごう自じ得とく……みんなに迷めい惑わくかけちゃって、ホントごめんね」


    　パンッと手を合わせて頭を下げる花名に、心鳥が慌あわてふためく。


    「いえそんな。頼られるのはとても嬉うれしかったです！　花名さんの代役が務められたことも、とても嬉しかったですから！」


    「あたしは代役を上う手まくこなしてもらえてラッキー。心鳥ちゃんは仕事ができてラッキー。風か邪ぜは治ったし、手作りお菓子は食べられるし、近いうちに主題歌のレコーディング！　楽しいことがいっぱいなんだから、つまんない顔してないで、ほらっ、笑顔笑顔！」


    「は、はい！」


    　あっけらかんとした花名の笑顔に、心鳥も安あん[image: ]どの笑みを見せる。


    　その様子を見て、涼すず風かと月つき姫ひも微ほほ笑えんだ。


    「レコーディングですけど、いつになるんでしょうね？」


    「まだあまり練習できてないのに、あんまり早く決まってしまっても困るわ」


    　誰だれともなく尋たずねる心鳥に、涼風が答える。


    「そうだねー。最低あと五十回ずつは歌っておかないとねー……いや、百回？」


    　涼風の言葉を継ぎ、花名がマンガを置いて、鼻歌を歌い始める。


    【天てん空くうのフォーチューン】オープニング主題歌ＡｉｔｈｅｒＬｉｎｋは、花名がリードボーカルを務めるアップテンポな曲。


    　そしてエンディング主題歌のｒｅｔｒｉｅｖｅは涼風がリードするしっとりとしたバラード。


    　どちらの曲も、月姫が高音域のハモりを担当して、心鳥が低音の担当する。月姫と小鳥も、ハモり以外の部分も歌うのだが、このハモパートが歌が苦手な二人にとってかなり難しい。


    「わ、私、何十回練習しても、ハモるところちゃんと歌えるか自信ないですよ……メロディに引っ張られて、絶対にそっち歌っちゃいます」


    「あぁ、月つき姫ひも不安なの……」


    　月姫は心こ鳥とりと目を合わせ、こくこくと頷うなずき合う。


    「お馬ば鹿か。一緒にレコーディングするわけじゃないから、引っ張られたりしないわよ」


    「え!?　でも、四人で歌うんだよね？」


    　涼すず風かが心鳥に言う。そして月姫を見て、にっこりと微ほほ笑えんだ。


    「四人で歌っても、収録自体は別々なんですよ。あとでミックスするんです」


    「そうなの？」


    　はい、と頷く涼風に、月姫も心鳥も安堵の吐息を漏らした。


    「なんだ、そっか～。良かった……」


    　どっと肩の力を抜く心鳥に、花はな名ながにんまりと笑う。


    「でも、先に主しゆ旋せん律りつを聞いちゃったり、歌っちゃったりしたら、ハモパート録とるときは困るかもね～？　やっぱメロディは頭に残りやすいからね～？」


    　意地悪く言う花名に、心鳥がまたうなだれた。


    「それに今後、ライブで歌うとなると生なま歌じゃないとね？　せっかくのハモりが歌えなかったら、ちょーっと悲しい感じになっちゃうかもね～？」


    「ひえ～～っ」


    　心鳥の悲鳴に、月姫も不安げな顔をする。


    「花名さん、あまり脅おどかさないでください。変に萎い縮しゆくして、レコーディング自体上う手まくできなかったらどうするんですか」


    「なはは、ごめんごめん……あたしだってまだ全然駄だ目めだからさ。もっと練習しないと……一緒に頑がん張ばろうね」


    「うぅ、が、頑張りまぁす……」


    　萎縮する心鳥の肩を軽く叩く花名。


    　涼風はその光景を見て、やれやれと肩をすくめた。


    「……そっか。ライブはその場で歌うことになるのね」


    　月姫が呟く。


    　しかもひらひらの衣装を着てダンスをしたり、ＭＣしたりと、芸能人のようなことをしなければならないという。


    　そんな大それたことを……と、少し前の月姫なら思ったかもしれない。しかし、今は違う。求められるままに、ううん、求められた以上のことをしたいと思っていた。


    「月姫も頑張るの。まだまだみんなに迷めい惑わくかけちゃうかもしれないけど、一生懸命歌うから、よろしくお願いしますなの！」


    「月姫さん……はいっ、私も歌います！」


    　月つき姫ひは、心こ鳥とりと目を合わせて頷うなずき合う。


    　二人の声に、涼すず風かも強く頷く。


    「あと、歌録どりは場合によっては朝から晩までかかるよ？　体力勝負なところもあるから、喉のどと腹ふつ筋きんと背はい筋きんと胸きよう筋きんをちゃんと鍛きたえようね。そしてっ、そのためのカロリーをプリンとパウンドケーキで補給！」


    「はい！　私、夕飯も二人前いただきます！」


    　食べすぎよ、と全員から突っ込みが入っても、食に関しては一いつ向こうにめげない心鳥なのだった。

  


  
    



    エピローグ


    



    「神かん崎ざき花はな名なです。この【彼方かなたのささやき】が初めての仕事でデビューさせていただけて、ます……あれ？　す、すみませんっ。えっと、先輩方の足を引っ張らないように頑がん張ばりますっ、どうぞよろしくご指導ごたんべつをお願いいたします！」


    　──初めての収録の日、それはもうあがりまくって、あたしは挨拶で噛かんだのだ。


    　両親ともに声優だったので、幼い頃ころからスタジオに出入りさせてもらっていた。声優という仕事を間近に見て育ち、いろんな美声を聴き、演技を目まの当たりにしてきた。


    　そんなあたしの遊びと言えば、声真ま似ね。


    　最初は児じ戯ぎだったそれも、両親に倣ならってボイストレーニングを重ね、体力をつけていくうちに上達していった。


    　自信がつけば披ひ露ろうしたくなるもので、声のプロたちに聴かせてはアドバイスをいただいたりもした。


    　今思えば、汗かん顔がんの至いたりである。


    　けれどその恥知らずな行為がスタジオ・ラブリの長なが崎さき監督の耳に入り、【彼方のささやき】でデビューさせてもらえることになったのだから結果オーライだろう。


    　あたしは自信があった。怖こわいもの知らずだった。


    　共演者たちと並び、プロとしてマイクの前に立って、堂どう々どうと演じきれると思っていた。


    　しかし、結果はバツ。


    　緊きん張ちようしっぱなしで震えは止まらないわ、噛むわトチるわ裏返るわ割れるわ甘いわ硬いわ流れるわパクるわ……考え得るすべてのミスを重ねた。


    　最初はそんなものだよ──共演者やスタッフたちに温かく見守られた自分が恥ずかしくて、悔くやしくて。


    　だからあたしは、絶対に声優を続けていくんだ、と決めた──。


    



    「お疲れさまです、みー姉さん！　とりゃー！」


    「おうふ！　……お、お疲れ、はななん。まだまだ元気が有り余ってるわね」


    　この春、あたしが準レギュラーで出させてもらっている少女向けアニメ【プリティー・ダンス２　ディアプリンセス】の収録を終え、レギュラーキャラクターで出演している伊い藤とう美み和わさん──みー姉さんにタックルで抱きつく。


    「もちろん、まだまだ元気いっぱいですよ。なんてったって、若いですから！」


    「くっ……これだから女子高生は～～っ、うりうりうり！」


    「にょびるにょびるっ、ほっへがにょびまふ～～」


    　頬ほおを引っ張られたり潰つぶされたりするけど、みー姉さんの力加か減げんは絶妙でまったく痛くない。むしろマッサージされているかのように気持ち良くなってしまう妙みよう技ぎだった。


    「……それで、その高校生活のほうはどうなの？」


    「ふぁい、ひゃのひいでふ！　……楽しいですよ。えっへっへ、今日はみんな一緒なんです。みー姉さんに紹介しますね」


    　レコーディングブース内にいたみんな──心こ鳥とりちゃん、涼すずちゃん、姫ひめちゃんに目を向ける。


    「え!?　ガヤやってくれたこの子たちが、はななんのクラスメイトなの？　わたしてっきり、どこかの養成所の子かと……この小っちゃな金髪っ子も!?」


    　制服ならすぐにわかっただろうけど、今日は休日なので全員私服。


    　心鳥ちゃんは身長もあって大人おとなびているし、涼ちゃんは化粧が上う手まくて落ち着いて見える。小学生が迷い込んできたのかと思える姫ちゃんだけど、誰だれも突っ込めずにいたのだった。


    「あらあらまぁまぁ。そう、皆さんがはななんの……。はじめまして、ユアエンタープライズの伊い藤とう美み和わです。はななんとは、このとおり仲良くさせてもらってます」


    「もらってまー……にょびるにょびる、にょびひゃうぅうう……っぷはぁ！　ま～す」


    「高見沢心鳥です。花はな名なさんには色々教わっていて、とても頼りにさせてもらっています！」


    　体育会系らしくビシッと挨あい拶さつする心鳥ちゃん。


    「はじめまして、城き戸ど涼すず風かと申します……伊藤美和さん、花名さんと一緒にやっていらっしゃった【鳳凰剣姫かぐら】の鷲わし崎ざき羽う生い役、とっても素敵でした。あぁそれと、【ヴァルキリーストーリーズ】シリーズのブリュンヒルデ！　わたし、大好きで大好きでっ」


    　あたしに負けず劣らず声優マニアの涼ちゃんはうっとりとしたファン目線。


    「恵比寿月つき姫ひです。まだ新米ですが、どうぞよろしくお願いいたします、なのっ」


    　姫ちゃんは礼れい儀ぎ正しく挨拶……その声に、周囲にいた人々が驚いて目を向ける。


    「えっ、地声でこうなの!?　すごっ……月姫ちゃんだっけ？　いい声してるじゃないの～！」


    「ふっふっふっ、そうでしょうそうでしょう。我われらがセレスティアル・エンタテインメント女子高生グループの切り札ですからね！　さらに、心鳥ちゃんのボーイッシュさ、涼ちゃんの萌もえキャラ度合い、どこに出しても恥ずかしくないメンバーですよ！」


    「いい子がいっぱいじゃない。ガヤでも堂どう々どうとしたものだったし……そうか、もう全員プロなんだっけ。これはうちの若いのもうかうかしてられないわ。ううん、私もね」


    　照れ笑う三人に寄り、握手を求めるみー姉さん。


    「みんな、高校と声優の両立は大変だと思うけど、頑がん張ばって、そして楽しんでね。声優として成長するのに無む駄だなことなんて何ひとつないわ。いろんな経験を積んで、いろんな感情を覚えて、いろんな想像をして……そしてまた、一緒に世界を作っていきましょう」


    　三人全員と握手を交かわしたので、最後にあたしもその手を握る。


    　他事務所の声優にも分け隔へだてなく接してくれるみー姉さんが、あたしは大好きだから。


    「ありがとうございます、みー姉さん。これからも、ご指導ご鞭べん撻たつのほどよろしくお願いいたします！」


    「……あらそこは、ご指導ごたんべつ、でしょ、はななん？」


    「ひ──！　そのことはもう忘れてくださいってば～～！」


    



    　スタジオを出ると、街は薄はく暮ぼに迫られていた。


    　最も寄より駅までは十分弱。


    　来るときは電車だったので帰りもそれで良かったのだけど、百ゆ合り子こさんが迎えに来てくれるということだったので、落ちていく日を眺ながめながらしばし待つ。


    「ねぇはななん、さっき伊い藤とうさんが言ってた、ごたんべつって何なの？」


    　すり寄ってきた姫ひめちゃんの純真な目を見て、苦笑してしまう。


    「初めての仕事のとき、共演の皆さんへの挨あい拶さつでそう言い間違えちゃったの……どうぞよろしくご指導ごたんべつをお願いいたします、ってね。そのときみー姉さんが爆笑してくれて、今でもたまにネタにされるってわけ」


    「ふふっ、はななんでも言い間違えることあるのね」


    「そ、そりゃありますよ？　むしろ噛かみまくりの噛みまくりーたーですよ？」


    　姫ちゃんだけでなく全員に首を傾かしげられたけど、自分でも何を言ってるのかわからなかったので答えてはあげられなかった。


    「初めての仕事ということは、【彼方かなたのささやき】ですよね。当時はまだ十歳じゃないですか。緊きん張ちようもしてたでしょうし、仕方ないことかと」


    　心こ鳥とりちゃんのフォローが嬉うれしくて、照れてしまう。


    「収録したのは春だから、まだ九歳だったけどね……。いやもう、あの頃ころは自分の声や演技に自信満々でさ～。自分がトチるなんて思ってもなくて……恥ずかしい思い出ですよ」


    「うっ……そ、そういうの、少しわかります……」


    　涼すずちゃんが苦い顔を見せた。


    「なはは。涼ちゃんも天てん狗ぐ系だったか～。鼻の高さはこれくらい？　これくらいかな～？」


    「うぅ……意地悪言わないでくださぁい」


    　鼻を伸ばすジェスチャーに、更に顔をしかめる涼ちゃん。あたしは、ごめんごめんと謝りながら、架空の天狗鼻を投げ捨てた。


    　けれど、さっきみー姉さんも言っていた。


    　いろんな経験が感情が、声優業の糧かてになると。


    　だから恥ずかしい思い出だって、あたしは自分のものにする。


    「花はな名なさんって、伊藤美み和わさんとの共演多いですよね。【彼方のささやき】もそうですし、【鳳ほう凰おう剣けん姫きかぐら】もだし、今日のもレギュラーで一緒でしたし」


    　気を取り直した涼すずちゃんが話題を変える。


    「そうだね。もしかしたら一番多いかも……。もう、何本一緒にやったかなぁ。十……十五？　ううん、同じ作品って意味ならゲームも含めると……う──ん、ちゃんとはわかんない！」


    　指折り数えてみるけど、すぐに諦あきらめる。


    　端は役やくまで数えたらきりがない。


    「方向性が似ているからでしょうか……あ、いえっ。声や演技が似ているというわけではなくてですねっ？　雰囲気と言いますか、キャラクター性と言いますか……じゃなくてっ」


    「うん、わかるわかる。あたし、みー姉さんから受けた影響、かなり大きいと思うし」


    　似ていると言ってしまったのを失しつ言げんと思ったのだろう、慌あわてる涼ちゃんをフォローするように言う。


    「はななんと伊い藤とうさん、似てないの」


    「うん、ありがとう姫ひめちゃん」


    「むぎゅ──」


    　今日も姫ちゃんの抱き心地はいい。


    「でもあたし、みー姉さんの声真ま似ねも得意なのよね～、むふふ……『あぁなんて素す敵てきなダンスなの。あなたの情熱が、真心が、興こう奮ふんが伝わってくる！』」


    「わぁ、今日の伊藤さんの台詞せりふ……むぎゅっ」


    　姫ちゃんを抱き締めながら言う。


    「ほ、本当によく似てますね」


    「さすがは七色の声を持つ声優ですね。けど、伊藤さんはもっと色気があったかと思いますよ」


    　素直に感心してくれる心こ鳥とりちゃんと、冷静に判断する涼ちゃん。


    「そっか、色気か……。あたしにはないから、色気のある人から吸い取らせてもらわないと駄だ目めかな～～？　なので、ギューさせろ──！」


    「ただ抱きつきたいだけじゃっ……あぁ、月つき姫ひさんが潰つぶれちゃいますよ!?」


    「むぎゅう」


    「大だい丈じよう夫ぶだって。だから、もっとギュ──！」


    「あぁもう、はななさんってば……あははっ」


    　素すで笑う涼ちゃんが可か愛わいくて、あたしが独ひとり占めにするのがもったいない。


    「ほらほら、心鳥ちゃんも一緒に」


    「え？　わたしも抱きつくんですか……では、これで」


    　心鳥ちゃんの両腕は、あたしたち全員を抱きかかえられた。


    「なはははは、皆の者、苦しうないぞ！」


    　じゃれ合うあたしたちの耳に、車のクラクションが届く。


    　百ゆ合り子こさんが到着したのかと思ったら、それはみー姉さんの車。運転席でにやけ顔で手を振ってくれたみー姉さんに、あたしたちも別れの手を振った。


    



    　マンションに戻り、全員で一息つく。


    　涼すずちゃんは吐息にぼやきを織り交ぜて、あたしをジト目で睨んだ。


    「……まったくもう。伊い藤とうさんにあんな恥ずかしいところを見られてしまうなんて」


    「その、恥ずかしいっていう感情さえも糧かてにするのが声優なんだよ。やったね涼ちゃん、これでまたひとつ経験を積んだね」


    「なんでもかんでもいい話にしようとしないでくださいっ」


    　家についてもまだほっぺを膨ふくらませたままの涼ちゃん。


    　その真っ白なほっぺをつつこうとしたら避けられて、目で威い嚇かくされた。まるで気き位ぐらいの高い猫ちゃんのよう。


    「んっは～、美お味いしかった～。焼き肉なんて久しぶりで、すっごく堪たん能のうしました～～」


    　こちらは、満腹でだらけてる大型犬のような心こ鳥とりちゃん。


    　その隣には、同じく満足げに目を細めている姫ひめちゃんがちょこんと座っている。その姿は母犬に寄り添う子犬か、それとも温ぬくもりを求めてきた子ウサギか子ハムスターか。


    　心鳥ちゃんの隣が空あいていないからか、涼ちゃんはダイニングチェアに腰かける。


    　あたしは涼ちゃんに隣に座り、百ゆ合り子こさんにも席を勧すすめた。


    「それで、今日は何かあったんですか？」


    　あたしが準レギュラーを務める作品の収録で、みんなをガヤで参加できるように取りはからってくれたのはありがたい。


    　さらにその後わざわざ迎えに来てくれて、夕飯に焼き肉を奢おごってくれたとなると、なんらかの話があって然しかるべきだろう。


    　もちろん、いい話が！


    「はい。今日は待望のものが届きましたので、お届けにあがりました」


    　期待を裏切ることなく、満面の笑みを浮かべる百合子さん。


    　鞄かばんから取り出したのは……アフレコ台本。


    「これはっ、【天てん空くうのフォーチューン】第一話アフレコ台本……き、き、キタ────!!」


    　手に取って、高く掲かかげる。


    　この質感、この匂におい。新しい台本独特の存在感が、あたしの全身を刺激する。


    「えぇ!?　ほ、本当ですか!?」


    　だらけていた心鳥ちゃんが慌あわてて駆かけ寄ってくる。


    　姫ちゃんも目を輝かせて、テーブルの上に置かれた台本を手に取った。


    「これが台本……月つき姫ひの台本なの？」


    「はい、どれでもお好きなものをどうぞ」


    　百ゆ合り子こさんの微ほほ笑えみを十倍にした笑顔を返し、台本を抱き締める姫ちゃん。


    「そ、それではわたしも、いただきますね……ごくん。あぁ、通し番号も一桁けた……」


    　冷静を装いつつも、興こう奮ふんが抑えきれない涼ちゃん。


    　ぱらぱらと台本をめくり、自分のキャラクターの台詞せりふを見つけてうっとりとする。


    「あっ、これ私のキャラ？　涼すず風かと話してるシーンだね」


    　そんな涼ちゃんの台本を覗のぞき込む心こ鳥とりちゃん。


    「お馬ば鹿か。わたしじゃなくて、風かざ祭まつりちひろね。あなたは石いわ清し水みずりさ……。もうっ、自分のを見ればいいでしょう？」


    「だってなんだか、ページ捲めくるのがもったいなくて」


    「そんなことを言っている暇ひまはないわよ？　これから毎日、台本がボロボロになるくらい読み込まなくちゃいけないんですからね？」


    　叱しかるような口調も、浮かれ声では怖こわくもなんともないだろう。心鳥ちゃんはにこにこして、涼すずちゃんの台本を覗のぞき込んだまま。


    　姫ひめちゃんも恐おそる恐おそる台本を捲っていたけど、涼ちゃんの言葉で思い切り広げる。


    「わぁ、あった。あたしの土つち倉くらめい。はななんの火ひ坂さかまさみと話してる、ほらほらっ」


    　うおっ、まぶしっ。


    　今にも輝きだしそうな姫ちゃんの笑顔に、あたしの喜びも最さい高こう潮ちよう。


    「やったねみんな。主題歌もできて、台本も来て、これでホントのホントにプロジェクトが動き始めたって感じ！」


    　顔を見合わせ、頷うなずき合う。


    　そんなあたしたちを見て、百合子さんも嬉うれしそうに頷いた。


    



    　オリジナルＴＶアニメーション企画【天てん空くうのフォーチューン】。


    　世界はさまざまな〝元素（エレメント）〟で構築されている。


    　人も、物も、そして心までも。


    　誰だれもがそれを知っているのに、誰もそれに気がつかない……生も、死も、エレメントの欲よく動どうに突き動かされていることを。


    　そして現代。


    　世界は、死の欲動〝デストルドー〟に突き動かされていた。


    　そんな世界を、人々の心を救うべく、〝四大精霊〟に愛された少女たちが立ち上がる。


    　サラマンドラ、ウンディーネ、シルフィード、グノーメの力を宿した〝精霊少女（エレメンティア）〟たちが、その力ある歌声でデストルドーを祓はらい、幸福のエレメント〝アイテール〟を世界に満ちさせる。


    　死を祓う最強の歌は、四大精霊すべての力を込めた主しゆ旋せん律りつ〝Ｆｏｕｒ‐Ｔｕｎｅ〟。


    　──精霊に愛された少女たちの歌声が、世界を幸福へと導く！


    



    　いわゆる魔法少女、変身ヒロインものと呼ばれる作品となる【天空のフォーチューン】。


    　そのコンセプトは、〝美少女によるバトルと歌〟。


    　バトルと歌、というコンセプトを持ったアニメはこれまでにも多く作られており、その多くがアニメ史に名を残す名作となっている。


    　だからといって、この作品の成功が約束されている、なんてことはない。


    　毎クール三十本前後のアニメが放送されている現在、毎週の放送を見てもらい、さらにソフトまで買ってもらうためには、さまざまな努力が必要になる。


    　もちろん、あたしたち声優に求められる〝努力〟も並々ならぬものになる。


    　特に今作は、キャラクターの声だけでなく歌まで必要とされるのだ。そして恐おそらくは、声優であるあたしたち自身のビジュアルさえ。


    



    　──君たちの生活は【天空のフォーチューン】一色になると言っても過言ではないだろう！


    



    　おじさまの言葉を思い出す。


    　確かに、生活を一色に染めるくらいの努力が求められる作品になるだろう。


    　あたしは神かん崎ざき花はな名なでありながら、天空のフォーチューンの世界で火ひ坂さかまさみとして生きるのだ。


    　精霊サラマンドラの力を借りて火のエレメンティアとなり、デストルドーと戦って世界にアイテールを[image: ]あふれさせる。


    　あぁ、なんて素す敵てきなんだろう。


    　世界を救うためなら、どんな努力だって苦労だって厭いとわない！


    「はい、百ゆ合り子こさん。収録はいつですか？　明日ですか、明後日ですか、それとも一週間後ですか？」


    「……それが、まだ日程がハッキリしてないんです」


    「えー!?　ちょっとちょっと、大だい丈じよう夫ぶですか？　どこのスタジオかも決まってなかったりしませんよね？」


    「それはさすがに決まってますから大丈夫ですよ。この一話台本をあげるのに精せい一いつ杯ぱいだったらしくて……。けど、近日中に決定するそうですから、安心して読み込んでおいてください」


    　そう言い残し、百合子さんは帰っていった。


    　全員で見送り、居間に戻り、誰だれともなくソファに座り、顔を見合わせる。


    　──みんなの息が聞こえる。


    　耳を澄すませば、鼓こ動どうまで聞こえてきそうな静せい寂じやく。


    　この場はやはり、あたしが口火を切らなければなるまい！


    　みんなを鼓こ舞ぶするような言葉を──。


    「自分用の台本をもらうのって、とっても嬉うれしいことなの」


    　あたしが悩んでいる間に、姫ひめちゃんが静かに言った。


    「えぇ。しかもこのキャラクターは、わたしたち指名の配役……こんなに嬉しいことはありません」


    　涼すずちゃんが続き、心こ鳥とりちゃんが大きく頷うなずく。


    「前から思ってたんですけど、もしかしてこの作品って、私たちをアニメのキャラにしてくれたんですかね？　そのくらい、みんなぴったりの配役だと思うんですけど」


    「さすがにそこまでではないでしょうけど──」


    「そう思ったほうが嬉しいのっ」


    　苦笑する涼すずちゃんに、姫ひめちゃんが喰くい気味に言う。


    「ねぇ、はななん？」


    「そうだね。うん、そのほうが絶対に嬉しい。せっかくご指名でいただいたんだから、図ずう々ずうしく考えちゃおうよ。この【天てん空くうのフォーチューン】は、あたしたちをアニメ化してくれたものなんだって。そうしたらもっと、この作品に入り込める。キャラクターに血を通かよわせられる……そうすればきっと、見てくれる人たちの心に響かせられるよ。あたしたちの、思いを！」


    　にこにこする姫ちゃん。


    　心鳥ちゃんも嬉しそうに頷うなずく。


    　涼ちゃんは頷きつつも、一言つけ加える。


    「実際のわたしたちには、精霊は見えませんし、魔法も使えませんけどね……けれど、見ていただく方々には、わたしたちが本当に魔法を使えるのだと思ってもらえるようにしませんと」


    「そうそう！　アニメは夢を見てもらうものだもん。そのためにはまず、あたしたち自身が夢を見なきゃ、もっともっと大きくて楽しい夢を！」


    　みんなが頷いてくれる。


    　胸の奥に、熱いものが込み上げてくる。


    　それは、強い強い嬉しさ。


    「あたし、みんなと一緒になれて良かったなぁ」


    　高校生活を楽しくしたいと思っていた。


    　声優生活を好きよりもっと大好きになりたいと思っていた。


    　それが、この共同生活の嬉しさで叶かなう喜び。


    「……何を言ってるんですか、花はな名なさん。終わりみたいに言わないでください」


    　涼ちゃんが。


    「そうですよ。まだ始まったばっかり……いえ、まだ始まってもいないじゃないですか！」


    　心こ鳥とりちゃんが。


    「本当に楽しいのはこれからなの。もっともっと喜べる……みんなで！」


    　姫ひめちゃんが。


    「みんな……うん！」


    　大切な仲間が、同じように思ってくれている喜び。


    「よーっし！　それじゃ、これからもみんなで、楽しい高校生活あーんど大好きな声優生活、そして嬉うれしい共同生活を一緒に満まん喫きつしよーう！」


    「「「お──!!」」」


    



    　あたしたち、声優ユニットはじめました。

  


  [image: ]


  
    あとがき


    



    　こんにちは、藤ふじ原わらたすくです。


    　これまでおよそ三十年ほどアニメオタク人生を送ってきましたが、ここへ来てまさかアニメとは切っても切れない間柄である声優さんたちのお話を書かせてもらえるようになるとは……なんと幸せなことでしょうか。


    　しかも女の子たちの友情モノ！　この十年以上、恋愛（特に大人っぽい）ゲームのシナリオを書いていたので、男主人公のいない物語を書くのは夢のひとつでした。


    　今作が、幸せな夢の結晶というわけです。皆様にも楽しんでいただければ幸いです。


    



    　イラストのネムネム様。みんなを可愛く描いてくださってありがとうございます。


    　学校法人東とう放ほう学園の皆様。お忙しい中、快こころよく取材をお引き受けいただきましてありがとうございます。インタビューに答えてくださった学生の皆様にも大感謝です。


    　声優業を営いとなむ知ち己きの皆様。色々と聞かせていただきましてありがとうございます。


    　ガガガ文庫編集部の皆様、いつも私を支えてくれる家族にもたくさんの感謝を。


    　そして、本書を手にしていただいた皆々様、誠にありがとうございます。また遠からず、皆様のお目にかかれることを願っております。

  


  
    藤原たすく


    Tasuku Fujiwara


    



    およそ三十年来のアニメ好き。二十九年くらい前には「ボクも声優になるんだ」とか思っ……すみません、そんな大それたこと思っていませんでした。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    声優ユニットはじめました。
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